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第 1章 理念・目的 

中期目標 

(1)大学・学部・研究科等の理念・目的について、大学構成員及び社会への周知を図る。 

(2)大学・学部・研究科等の理念・目的に基づき適切な教育研究等を行い、有為な人材の育成を図る。 

(3)建学の精神及び教育理念に基づき、急速な高齢社会や地域包括医療等医療が複雑化・高度化して

いく中、高度な医療人材養成のニーズに対応し、積極的に教育研究活動を展開していく上で必要

な「ビジョン」を策定し取組を推進する。 

 

中期計画 

【1】大学・学部・研究科等の理念・目的の周知を図る。 

・大学・学部・研究科等の理念・目的については、学則、履修案内等に明記するとともに、学生に 

対し新入生及び各学年のガイダンスにおける履修説明等において周知を図る。また教職員は学内 

LAN、デスクネッツ等で周知徹底を図る。 

・社会への周知は、大学案内・学生募集要項等に理念・目的等を明記するとともに、本学のウェブ 

サイト等において公表する。 

取り組み状況及び課題等 

本学は、教育基本法に基づき学校教育法の定める大学として、また私立学校法に従い、知識社会が 

実現すると予想される 21 世紀において「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び 

臨床活動」を行い「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」を育むこと

を建学の精神及び教育理念とし、医療分野において特色ある教育研究を実践することで時代の求める

高い専門性及び豊かな人間性と幅広い教養並びに高い倫理性を備え、これからの社会が抱える様々な

課題に対して新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材の育成を目的として定めて

います（資料 1-1、1-2、1-3）。 

 また、この建学の精神及び教育理念に基づき、学生中心の教育を実践するため、次の 3つの基本的 

目標を定めています。 

 1)ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバルな視点で活動できる高度な知識・技術を 

持った専門職の育成を図ること。 

 2)医療保健活動のチーム化を踏まえ、他の専門職と協働して医療保健活動を遂行できる優れたチー 

  ム医療人の育成を図ること。 

 3)医療保健活動の原点とも言うべき「現場」に根付き「現場」に興味を持ち「現場」を愛し優れた 

判断力、実践力を持った医療人の育成を図ること。 

さらに、各学部学科・各研究科・助産学専攻科においても本学の建学の精神、教育理念に基づいた、 

それぞれ独自の理念・目的を定めています。 

〔医療保健学部〕 

医療保健学部においては「ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバルな視点で活動 

できる高度な知識・技術を持った専門職の育成」「医療保健活動のチーム化を踏まえ、他の専門職と 

協働して医療保健活動を遂行できる人材の育成」「医療保健活動の原点とも言うべき「現場」に興味 

を持ち「現場」を愛する専門職の育成」を図るとともに「教育研究成果のエッセンスを相互に提供 

し合うことで幅広い視野を持った専門職及びチーム医療人として協調・協力が出来る人材の育成」を 
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図ることを理念・目的としています。 

 a)医療保健学部看護学科は「新しい時代のニーズに対応した看護師及び保健師の養成」 

「本学の教育環境を活かした、医療現場におけるチーム医療の中核として活躍できる人材の育成」 

及び「看護師に必要不可欠な幅広い人間観を有する専門職の養成」を図ることを理念・目的にし 

ている。 

b)医療保健学部医療栄養学科は「新しい時代のニーズに合った医療を意識した管理栄養士の養成」 

「栄養学分野の高度専門職として、チーム医療において他の関連専門職と共に的確に責務を果た 

せる栄養サポートチームの中核として活躍できる人材の育成」及び「人間存在の根源的問題であ 

る「食」に取り組むために必要不可欠な幅広い人間観を有する専門職の養成」を図ることを理念・ 

目的としている。 

 c)医療保健学部医療情報学科は「医療現場を理解することで、病院等の現場及び医療・健康に関す 

  る企業等で情報技術の専門職として活躍できる人材の育成」及び「医療保健の専門職に必要不可 

欠な幅広い人間観を有する専門職の養成」を図ることを理念・目的としている。 

〔東が丘・立川看護学部〕 

東が丘・立川看護学部においては「変化する時代を幅広く見据えながら、専門職として自律性を持 

ち、臨床判断し、確かな看護の実践能力をもって発展的に未来の看護を創造しうる看護職の育成」を 

図るとともに「臨床に強い高度医療に対応した、高度な看護実践能力を身につけた看護職の育成」「自 

分で考え、判断し、行動できる自律した看護職の養成」及び「医療現場でチーム医療の中心的存在と 

なり、コーディネーター役を果たせる看護職の育成」を図ることを理念・目的としています。 

〔大学院医療保健学研究科〕 

医療保健学研究科においては「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動」 

及び「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」との建学の精神及び教育 

理念に基づき「学際的・国際的な視点から医療保健学を教授し、臨床現場における卓越した実践能力

及び研究・教育・管理能力を持つ高度専門職業人の育成」を図るとともに「教育・研究を通して医療

保健学の発展に寄与する人材の育成」を図ることを理念・目的としています。 

〔大学院看護学研究科〕 

看護学研究科においては「高度な判断力、実践力及び教育研究・管理能力を通して、医療・保健・ 

福祉に対する時代・社会のニーズに的確・迅速に対応し、チーム医療を支えることができる高度専門 

看護職の育成」及び「研究・教育の探究を通して、看護学の発展に寄与することができる人材の育成」 

を図ることを理念・目的としています。 

〔助産学専攻科〕 

助産学専攻科においては「助産師として周産期のみならずライフスタイル全般にある女性、乳幼児、 

家族、地域社会を対象に、全ての女性に寄り添い、女性の内なる力を信じ人間性を重視したケア・ 

支援を行う専門職の育成を行うとともに、特に問題解決能力、判断力及び実践力を基盤にしそのスキ

ルをもって母子保健の向上に貢献できる助産師の育成」を目的としています。 

 

本学の建学の精神、教育理念・目的や各学部学科・各研究科・助産学専攻科における理念・目的に 

ついては「大学学則」及び「大学院学則」の各条項において明記するとともに、ウェブサイトにおい 

て公表しています（資料 1-4 http://www.thcu.ac.jp/about/idea.html）。 
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また、学生に対しては新入生及び各学年のガイダンスにおける履修案内等の説明時に周知を図って

おり、教職員に対しては「大学学則」及び「大学院学則」について全教職員が常時見ることができる 

デスクネッツに掲載し周知徹底を図っています。 

さらに、大学案内パンフレット等の刊行物に各学部学科・研究科等の特色を分かりやすく紹介して

おり本学の理念・目的が幅広く社会一般に周知できるよう努めています（資料 1-5）。学生募集要項

には本学の建学の精神、本学及び各学部学科・研究科が求める学生像を明記して周知を図っています

（資料 1-6）。 

このほか、平成 30 年度から本学公式の SNS が始動しています。SNS では大学全体を紹介する公式

アカウントと学部・学科に特化したアカウントが稼動しており、それぞれインスタグラム、ツイッタ

ー、フェイスブックにて情報を発信しています。SNS は大学ホームページや大学案内・各広報媒体と

は違った角度から大学の取り組みや特色を紹介するツールとして活用でき、受験生に限らず老若男

女・国内外問わず見ていただけることが魅力となっています（資料 1-7）。 

また、国際的通用性の高い教育・研究の推進に資することを目的として、英文ホームページの作成 

にも着手したところであり令和元年 5月頃の掲載を予定しています（資料 1-8）。 

なお、平成 30 年度受審の大学評価(認証評価)結果における「大学院の理念・目的については、研

究科ごとに設定していますが、修士課程及び博士課程ごとに目的を設定していないため、課程ごとに

設定することが求められる」とのご意見を踏まえ、医療保健学研究科及び看護学研究科における修士

課程及び博士課程ごとの目的を設定するため検討してまいります。 

 

中期計画 

【2】大学・学部・研究科等の理念・目的に基づき適切な教育研究等を行い、有為な人材の育成が 

図られているか、定期的に点検・評価及び検証を行いその結果について外部評価を実施し公表 

する。また、より適切なものとなるよう外部評価結果を踏まえ教育研究等の改善・充実を図る。 

取り組み状況及び課題等 

各学部学科・研究科等においては、理念・目的に基づき教育研究活動が適切に行われ、社会に有為な

人材の育成が図られているかについて、学部自己点検・評価委員会、学部・研究科運営会議、学部学

科教授会及び学科会議等において点検・評価及び検証を行っており、その結果については、全学自己

点検・評価委員会に報告することとしており、報告を受けた全学自己点検・評価委員会はこれを審議

し「点検・評価報告書」として取りまとめ、外部有識者(スクリュー委員会委員)から意見聴取すると

ともに、学部長等会議、大学経営会議、理事会及び評議員会に報告し表明された改善意見等は、学長

の指示を受け各学部学科・研究科等において教育研究活動等の改善充実を図るとともに、大学の内部

質保証システムが機能するよう大学運営について改善を図っています。 

なお、点検・評価報告書は理事会・評議員会の審議・決定後、学長において本学のウェブサイトに

公表しています。 

また、本学の教育研究活動等の状況を把握しその分析及び評価を通じて、教育研究活動等及びこれ

を支える経営の改善に資するため、教育、研究、学生支援、財務・施設、人事等に関する情報の総合

的な分析・評価、共有を図るべく、学長直属の「IR推進室」を設置しています。 

IR 推進室においては、主に学生の修学支援等の充実を図るため「学生の学修に関する実態調査ア

ンケート」を毎年度実施し分析・評価を行っており、学生の能動的学修を促すための取り組みに活用
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しています。なお、平成 31 年度より IR 機能を強化するため、全学部学科・研究科の構成員による「IR

推進室運営会議」を立上げ機動性を発揮していくこととしています。 

 

中期計画 

【3】本学は開学10年を経過し新たな10年に向けてスタートしたが、昨今における大学を取り巻く 

状況、特に医療系大学における人材養成に対する社会の期待に応えた教育研究を展開していく 

ため、本学の建学の精神・教育理念に基づき明るく夢と活力に満ちた「ビジョン」を策定し、 

その具体化を踏まえて中期目標・計画の再検討を行う。 

取り組み状況及び課題等 

本学は、平成 23 年度に受審した大学評価(認証評価)における提言及びその後における所要の改善 

を踏まえ、教育研究の質の向上を図るとともに社会への説明責任を果たすため、平成 24 年度をスタ 

ートとする 5年間(平成 28 年度まで)の中期目標･計画を策定しその達成に取り組んできました。 

この間、医療系の大学として建学の精神及び教育理念・目的に基づき優れたチーム医療人の育成を 

図っており、本学で修学した学生及び院生が既に社会に多数巣立っており医療機関・医療関係企業等 

の各分野において期待どおり活躍しています。 

平成 27 年度に開学から 10 年を経過したことから、本学の一層の充実発展を図るため、平成 29 年 

度をスタートとする 5年間の｢第 2期中期目標・計画｣を策定し、現在、これに基づき教育研究活動等

を推進しています（資料 1-9）。 

平成 30 年度は、第 2期中期目標・計画遂行の 2年目に当たり、また 2回目の大学評価（認証評価）

を受審しています。その結果は「大学基準に適合していると認定する」との評価でありました。 

本学は「いのち」「思いやり」「絆」「愛」を尊重する心を持った医療人の育成を図っていますが、

建学の精神に則り、科学技術の発達やグローバル化等、急激に変化する社会の期待に応え続けていく

ことを目指して平成 29 年度に「東京医療保健大学ビジョン」を定めるとともに、平成 30 年度は大学

ビジョンを具体的に推進するアクションプランを作成しそれを中期目標・計画に反映させるべくその

改訂を進めています。 



 1 

 
 

学校法人青葉学園寄附行為 

 

 

第１章 総 則 

（名 称） 

第１条  この法人は学校法人青葉学園と称する。 

 

（事務所の所在地） 

第２条  この法人は事務所を東京都品川区東五反田四丁目 1番１７号に置く。 

 

 

第２章 目的及び設置する学校 

（目 的） 

第３条 この法人は教育基本法及び学校教育法並びに私立学校法に従い、知識社会が実現 

すると予想される２１世紀において、「科学技術に基づく実践活動」及び「寛容と 

温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に則り、医療分野 

において特色ある教育研究を遂行することで、時代の求める豊かな人間性と教養 

並びに専門的能力を備え、これからの社会が抱える様々な課題に対して、新しい 

視点から総合的に探求・解決し、新たな知見を得ることの出来る人材の育成を目 

的とする。 

 

（設置する学校等） 

第４条  この法人が前条の目的を達成する為めに設置する学校は次に掲げるものとする。 

(１) 東京医療保健大学 

大学院        医療保健学研究科 

           看護学研究科 

医療保健学部   看護学科 

    医療栄養学科 

    医療情報学科 

東が丘・立川看護学部 看護学科 

(２) 青葉学園幼稚園 

(３) 青葉学園野沢幼保連携型認定こども園 

 

 

 

 

 

【資料 1-1】 
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第３章 役員及び理事会 

（役 員） 

第５条  この法人の役員の定数は次の通りとする。 

(１) 理事 ７名以上１３名以内 

(２) 監事 ２名以上３名以内 

   

２ 前項第１号に規定する理事の中、評議員の中から選任される理事の定数は１名と

する。 

 

（理事長の職務） 

第６条 理事の中１名は理事の互選により理事長となる。 

 

２ 理事長は、法令及びこの寄附行為に規定する職務を行い、この法人を代表し、そ

の業務を総理する。 

 

（理事の職務） 

第７条  理事は、理事長を補佐し、この法人の業務を掌理する。 

 

（理事の代表権の制限） 

第８条  理事長以外の理事は、この法人の業務について、この法人を代表しない。 

 

（理事長の職務の代理及び代行） 

第９条  理事長に事故があるとき又は理事長が欠けたときは、理事長のあらかじめ指名 

した者が順次理事長の職務を代理し又は理事長の職務を行う。 

 

（理事の選任） 

第１０条  理事のうち１名は東京医療保健大学長又は青葉学園幼稚園長の職に在る者のう

ちから理事会においてこれを選任する。 

  

２ 評議員のうちから選任される理事は評議員会の推薦した者のうちから１名を理事 

会に於て選任する。 

３ 前二項の規定により選任された理事以外の理事は、この学校法人に関係のある学

識経験者、功労者の中から理事会に於てこれを選任する。 

４ 理事のうち少なくとも１名は、選任の際現に当該学校法人の役員又は職員でない

者の中から理事会に於てこれを選任する。 

５ 理事が再任される場合において、当該理事がその最初の選任の際現に当該学校法

人の役員又は職員でなかったときの前項の規定の適用については、その再任の際

現に当該学校法人の役員又は職員でない者とみなす。 

      ６ 第 １項及び第２項の理事は、東京医療保健大学長又は青葉学園幼稚園長及び評議

員の職を退いたときは、理事の職を失うものとする。 
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（監事の選任） 

第１１条  監事は、この法人の理事、職員（学長、教員その他の職員を含む。）又は評議員以 

外の者であって理事会において選出した候補者のうちから、評議員会の同意を得 

て、理事長が選任する。 

 

２ 監事は次に掲げる職務を行う。 

(１) この法人の業務を監査すること。 

(２) この法人の財産の状況を監査すること。 

(３) この法人の業務又は財産の状況について、毎会計年度、監査報告書を作成し、

当該会計年度終了後２月以内に理事会及び評議員会に提出すること。 

(４) この法人の業務又は財産の状況を監査した結果、この法人の業務又は財産に

関し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な事実があるこ

とを発見したときは、これを文部科学大臣又は理事会及び評議員会に報告す

ること。 

(５) 前号の報告をするために必要があるときは、理事長に対して評議員会の招集

を請求すること。 

(６) この法人の業務又は財産の状況について理事会に出席して意見を述べるこ 

と。 

 

（役員の任期） 

第１２条 役員（第１０条第１項の規定により理事となるものを除くこの条中以下同じ）の 

任期は４年とする。 

但し欠員が生じた場合の補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。 

 

２ 役員は再選されることがある。 

３ 役員はその任期満了後でも後任者が選任されるまではなおその職務を行う。 

 

（役員の補充） 

第１３条 理事又は監事のうち、その定数の５分の１をこえるものが欠けたときは、１月以 

内に補充しなければならない。 

 

（役員の解任及び退任） 

第１４条 役員が次の各号の１に該当するに至ったときは、理事総数の４分の３以上出席し 

た理事会において、理事総数の４分の３以上の議決及び評議員会の議決により、 

これを解任することができる。 

(１) 法令の規定又はこの寄附行為に著しく違反したとき。 

(２) 心身の故障のため職務の執行に堪えないとき。 

(３) 職務上の義務に著しく違反したとき。 

(４) 役員たるにふさわしくない重大な非行があったとき。 
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   ２ 役員は次の事由によって退任する。 

(１) 任期の満了。 

(２) 辞任。 

(３) 学校教育法第９条各号に掲げる事由に該当するに至ったとき。 

 

（役員の報酬） 

第１５条 役員の報酬については、別に定めるところにより支給する。なお、その改定は理

事会が行うこととする。 

 

（理事会） 

第１６条 この法人に理事会を置く。 

 

２ 理事会は理事をもって組織する。 

３ 理事会はこの法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督する。 

４ 理事会は理事長が招集し議長となる。 

５ 理事会は、この寄附行為に別段の定めがある場合を除くほか、理事総数の過半数

の理事が出席しなければ、会議を開き、議決をすることができない。ただし、第

７項の規定による除斥のため過半数に達しないときは、この限りではない。 

６ 理事会の議事は、法令及びこの寄附行為に別段の定めがある場合を除くほか、出

席した理事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

７ 理事会の決議について、直接の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わ

ることができない。 

 

（議事録） 

第１７条 議長は、理事会の開催の場所及び日時並びに議決事項及びその他の事項について 

議事録を作成しなければならない。 

 

２ 議事録には、議長及び出席理事のうちから議長に指名された理事２名が署名押印

し、常にこれを事務所に備えて置かなければならない。 

 

 

第４章 評議員及び評議員会 

（評議員会） 

第１８条 この法人に評議員会を置く。 

 

２ 評議員会は、１５名以上２７名以下の評議員をもって組織する。 

３ 評議員会は、理事長が招集する。 
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４ 理事長は、評議員総数の３分の１以上の評議員から会議に付議すべき事項を示し

て評議員会の招集を請求された場合には、その請求のあった日から２０日以内に、

これを招集しなければならない。 

５ 評議員会に議長を置き、議長は、評議員のうちから評議員会において選任する。 

６ 評議員会は評議員総数の過半数の出席がなければ、その会議を開き、議決をする

ことができない。 

７ 評議員会の議事は出席評議員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

８ 前項の場合において、議長は、評議員として議決に加わることができない。 

 

（議事録） 

第１９条 議長は、評議員会の開催の場所及び日時並びに議決事項及びその他の事項につい 

て議事録を作成しなければならない。 

 

２ 議事録には、議長及び出席評議員のうちから互選された評議員２名以上が署名押

印し、常にこれを事務所に備えて置かなければならない。 

 

（評議員会の諮問事項） 

第２０条 次の各号に掲げる事項は、あらかじめ評議員会の同意を得るものとする。 

(１) 予算、借入金（当該会計年度内にその収入をもって償還する一時の借入金を

除く）及び基本財産の処分並びに運用財産中の不動産及び積立金の処分 

(２) 事業計画 

(３) 予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄に関する事項 

(４) 合併 

(５) 目的たる事業の成功の不能による解散 

(６) 残余財産の処分に関する事項 

(７) 収益事業の開始及び廃止に関する事項 

(８) 運用財産中不動産及び積立金の管理に関する事項 

(９) 寄附金の募集に関する事項 

(１０) 剰余金の処分に関する事項 

(１１) 寄附行為の変更に関する事項 

(１２) その他学校法人に関する重要事項 

 

（評議員会の意見具申等） 

第２１条 評議員会は、この法人の業務若しくは財産の状況又は役員の業務執行の状況につ 

いて、役員に対して意見を述べ、若しくはその諮問に応え、又は役員からの報告 

を徴することができる。 
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（評議員の選任） 

第２２条 評議員は、次の各号に掲げる者とする。 

(１) この法人の職員（教職員その他の職員を含む）で理事会において選任される 

者                               ２名以上４名以内 

(２) この法人の設置する学校を卒業した者で年齢２５年以上の者のうちから理 

事会において選任される者                  ２名以上３名以内 

(３) 理事のうちから理事会において選任される者          ３名以上５名以内 

(４) この法人に関係ある学識経験者で前三項の規定により選任された評議員会 

において推薦され理事会において選任される者       ６名以上１３名以内 

(５) 東京医療保健大学長 

(６) 青葉学園幼稚園長 

(７) 第１号、第３号、第５号及び第６号に規定する評議員は、各号に定める職を

退いたときは、評議員の職を失うものとする。 

 

（任 期） 

第２３条 評議員（前条第５号、第６号に規定する者及び前条第３号の規定により選任され

た者を除く）の任期は３年とする。但し欠員が生じた場合の補欠の評議員の任期

は前任者の残任期間とする。 

 

２ 評議員は再任されることがある。 

３ 評議員はその任期満了の後でも後任者が選任されるまではなおその職務を行う｡ 

 

（評議員の解任及び退任） 

第２４条 評議員が次の各号の１に該当するに至ったときは、評議員総数の３分の２以上の 

議決により、これを解任することができる。 

(１) 心身の故障のため職務の執行に堪えないとき。 

(２) 評議員たるにふさわしくない重大な非行があったとき。 

 

   ２ 評議員は次の事由によって退任する。 

(１) 任期の満了。 

(２) 辞任。 

 

 

第５章 資産及び会計 

（資産） 

第２５条 この法人の資産は次の通りとする。 

(１) 別紙財産目録記載の動産及び不動産 

(２) 事業から生ずる収入 

(３) 寄附金品 

(４) その他の収入 
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（資産の区分） 

第２６条 この法人の資産はこれを分けて基本財産及び運用財産の２種とする。 

 

２ 基本財産は、この法人の設置する学校に必要な施設及び設備又はこれらに要する

資金とし、財産目録中基本財産の部に記載する財産及び将来基本財産に編入され

た財産とする。 

３ 運用財産は、この法人の設置する学校の経営に必要な財産とし、財産目録中運用

財産の部に記載する財産及び将来運用財産に編入された財産とする。 

４ 寄附金については寄附者の指定に従って基本財産、運用財産に編入する。 

 

（資産の処分の制限） 

第２７条 この法人の資産は理事会の議決を経て理事長がこれを管理する。 

 

２ 基本財産中の不動産及び積立金はこれを処分してはならない。 

但しこの法人の事業遂行上やむを得ない事由があるときは理事会決議によりその

一部に限り処分することができる。 

 

（経費の支弁） 

第２８条 この法人の事業の遂行に要する経費は基本財産並びに運用財産中不動産及び積立 

金から生ずる収益、授業料、入学金、試験料その他の運用財産をもって支弁する。 

 

（会 計） 

第２９条 この法人の会計は、学校法人会計基準により行う。 

 

（予 算） 

第３０条 この法人の予算は、毎会計年度開始前に、理事長が編成し、理事会において議決 

を得なければならない。これに重要な変更を加えようとするときも、同様とする。 

 

（予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄） 

第３１条 予算をもって定めるものを除くほか、新たに義務の負担をし、又は権利の放棄を 

しようとするときは、理事会において議決を得なければならない。借入金（当該 

会計年度内の収入をもって償還する一時の借入金を除く）についても、同様とす 

る。 

 

２ この法人が寄付を受けた株式について、その株式の発行会社に対して株主として

の権利を行使する場合には、次の事項を除き、あらかじめ理事会において理事総

数の３分の２以上の同意を得なければならない。 

(１) 配当の受領 

(２) 無償新株式の受領 
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(３) 株主宛配布書類の受領 

 

（積立金の保管） 

第３２条 基本財産及び運用財産中の積立金は、確実な有価証券を購入し、又は確実な信託 

銀行に信託し、又は確実な金融機関に定期預金として理事長が保管する。 

 

（決 算） 

第３３条 理事長は毎会計年度終了後２月以内に決算及び事業の業績を評議員会に報告し、 

その意見を求めるものとする。 

 

２ 決算に於て剰余金があるときはその一部又は全部を運用財産中積立金に編入し又

は次会計年度に繰越すものとする。 

 

（財産目録貸借対照表等） 

第３４条 この法人は財産目録、貸借対照表、収支計算書及び事業報告書を毎会計年度終了 

後２月以内に作成しなければならない。 

 

（資産総額の変更登記） 

第３５条 この法人の資産総額の変更は、毎会計年度末の現在により、会計年度終了後２月 

以内に登記しなければならない。 

 

（会計年度） 

第３６条 この法人の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

 

 

第６章 解 散 

（解 散） 

第３７条 この法人は、次の各号に掲げる事由によって解散する。 

(１) 理事会における理事総数の３分の２以上の議決及び評議員会の議決 

(２) この法人の目的たる事業の成功の不能となった場合で、理事会における出席

理事の３分の２以上の議決 

(３) 合併 

(４) 破産 

(５) 文部科学大臣の解散命令 

 

２ 前項１号に掲げる事由による解散にあっては文部科学大臣の認可を、同項２号に掲

げる事由による解散にあっては文部科学大臣の認定を受けなければならない。 

 

 

（残余財産の帰属者） 



 9 

第３８条 この法人が解散した場合（合併又は破産によって解散した場合を除く）における 

残余財産は、解散のときにおける理事会において理事総数の３分の２以上の議決 

により選定した学校法人又は教育の事業を行なう公益法人に帰属する。 

 

 

第７章 寄附行為の変更 

（寄附行為の変更） 

第３９条 この法人の寄附行為を変更しようとするときはあらかじめ評議員会の同意を得て、

理事会において出席した理事の３分の２以上の議決を得て、文部科学大臣の認可 

を受けなければならない。 

 

２ 私立学校法施行規則に定める届出事項については、前項の規定にかかわらず、理

事会において理事総数の３分の２以上の議決を得て、文部科学大臣に届け出なけ

ればならない。 

 

 

第８章 補   則 

（書類及び帳簿の備付及び閲覧） 

第４０条 この法人は、次の各号に掲げる書類及び帳簿を、常に事務所に備えて置き、この 

法人の設置する私立学校に在籍する者その他の利害関係人から請求があった場合 

には、正当な理由がある場合を除いて、これを閲覧に供しなければならない。 

(１) 寄附行為 

(２) 役員及び評議員の名簿及び履歴書 

(３) 財産目録、貸借対照表、収支計算書及び事業報告書 

(４) 監査報告書 

(５) 収入及び支出に関する帳簿及び証憑書類 

(６) その他必要な書類及び帳簿 

 

（公告の方法） 

第４１条 この法人の公告は青葉学園掲示場に掲示する。 

 

（施行細則） 

第４２条 この寄附行為施行についての細目は理事会において定める。 
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附   則 

 

１   この寄附行為は昭和２６年３月９日から施行する。 

この寄附行為は昭和３１年２月２１日から施行する。 

この寄附行為は昭和３９年４月１８日から施行する。 

この寄附行為は昭和４０年５月２０日から施行する。 

この寄附行為は昭和４１年１月２７日から施行する。 

この寄附行為は昭和４２年３月２５日から施行する。 

この寄附行為は昭和６３年３月１５日から施行する。 

この寄附行為は文部大臣認可の日（平成１２年１０月６日）から施行する。 

この寄附行為は文部大臣認可の日（平成１２年１２月２１日）から施行する。 

この寄附行為は文部科学大臣認可の日（平成１５年１２月１日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成１６年１１月３０日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成１７年６月３０日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成１８年１１月３０日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成１９年４月１日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成１９年９月１４日）から施行する。 

この寄附行為は、平成２０年４月１日から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成２０年９月２６日）から施行する。 

この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日（平成２１年６月２６日）から施行する。 

この寄附行為は、平成２２年４月１日から施行する。 

この寄附行為は、平成２６年４月１日から施行する。 

この寄附行為は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

 

２   この法人設立の役員は次の通りとする。 

理事長  広 川  弘 禅 

理 事  西 沢  浩 仙 

 〃  来 馬  道 断 

 〃  井 上  貞次郎 

 〃  佐々木  泰 翁 

監 事  秦    慧 玉 

 〃  藤 田  俊 訓 

 

 



 

1 

 

東京医療保健大学学則 

 

第１章  総則 

（本学の建学の精神・理念・目的） 

第１条 本学は、教育基本法に基づき学校教育法の定める大学として、また私立学校法

に従い、知識社会が実現すると予想される 21 世紀において、建学の精神である「科

学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動」、「寛容と温かみ

のある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に則り、医療分野において

特色ある教育研究を実践することで、時代の求める豊かな人間性と教養を備え、こ

れからの社会が抱える様々な課題に対して、新しい視点から総合的に探求し解決す

ることの出来る人材の育成を目的とする。 

（医療保健学部の理念・目的） 

第１条の２ 医療保健学部に看護学科、医療栄養学科及び医療情報学科を設置し、医療

保健学部においては「ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバル

な視点で活動できる高度な知識・技術を持った専門職の育成」、「医療保健活動

のチーム化を踏まえ、他の専門職と協調して医療保健活動を遂行できる人材の

育成」及び「医療保健活動の原点とも言うべき「現場」に興味を持ち、「現場」

を愛する専門職の育成」を図るとともに、「教育研究成果のエッセンスを相互

に提供し合うことで幅広い視野を持った専門職及びチーム医療人として協

調・協力が出来る人材の育成」を図る。 

（医療保健学部看護学科の理念・目的） 

第１条の３ 医療保健学部看護学科においては、「新しい時代のニーズに対応した看護

師及び保健師の養成」、「本学の教育環境を活かした、医療現場におけるチーム

医療の中核として活躍できる人材の育成」及び「看護師に必要不可欠な幅広い

人間観を有する専門職の養成」を図る。 

（医療保健学部医療栄養学科の理念・目的） 

第１条の４ 医療保健学部医療栄養学科においては、「新しい時代のニーズに合った医

療を意識した管理栄養士の養成」、「栄養学分野の高度専門職として、チーム医

療において他の関連専門職とともに的確に責務を果たせる栄養サポートチー

ムの中核として活躍できる人材の育成」及び「人間存在の根源的問題である

「食」に取り組むために必要不可欠な幅広い人間観を有する専門職の養成」を

図る。 

（医療保健学部医療情報学科の理念・目的） 

第１条の５ 医療保健学部医療情報学科においては、「医療現場を理解することで、病

院等の現場及び医療・健康に関する企業等で、情報技術の専門職として活躍で

きる人材の育成」及び「医療保健の専門職に必要不可欠な幅広い人間観を有す

る専門職の養成」を図る。 

（東が丘・立川看護学部の理念・目的） 

第１条の６ 東が丘・立川看護学部に看護学科を設置し、「変化する時代を幅広く見据

えながら、専門職として自律性を持ち、臨床判断し、確かな看護の実践能力を

もって発展的に未来の看護を創造しうる看護職の育成」を図るとともに、「臨

【資料 1-2】 
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床に強い高度医療に対応した、高度な看護実践能力を身につけた看護職の育

成」、「自分で考え、判断し、行動できる自律した看護職の養成」及び「医療現

場でチーム医療の中心的存在となり、コーディネーター役を果たせる看護職の

育成」を図る。 

（名称） 

第２条 本学は、東京医療保健大学と称する。 

（位置） 

第３条 本学は、東京都品川区東五反田四丁目１番１７号、東京都世田谷区世田谷三丁

目１１番３号及び東京都目黒区東が丘二丁目５番１号に設置する。 

 

第２章  自己評価及び第三者評価等 

（自己点検・評価） 

第４条 本学は、教育研究水準の向上を図り、その目的及び社会的使命を達成するため、 

教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について、自ら点検及び評 

価を行い、その結果を公表する。 

２ 本学に自己点検・評価を行うため、東京医療保健大学自己点検・評価委員会を独

立した特別委員会として設置する。 

 ３ 自己点検・評価に関する事項は別に定める。 

（第三者評価） 

第５条 自己点検・評価報告書を、一定の期間ごとに作成し、文部科学大臣の認証を受 

けた「認証評価機関」の評価を受ける。 

（情報の積極的な公開） 

第６条 本学は、大学経営の透明性を高め社会に対する説明責任を果たすため、学内に 

おける教育研究活動の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることが

できる方法によって、積極的に情報を公開する。 

 

第３章  学科、定員及び修業年限 

（学部及び学科） 

第７条 本学に医療保健学部及び東が丘・立川看護学部を設け、次の学科を置く。 

医療保健学部      看護学科、医療栄養学科、医療情報学科。 

東が丘・立川看護学部  看護学科。 

 ２ 東が丘・立川看護学部看護学科に臨床看護学コース及び災害看護学コースを置く。 

（学生定員） 

第８条 本学の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学部及び学科名 入学定員 収容定員 

医療保健学部 

看護学科 100 名 400 名 

医療栄養学科 100    400    

医療情報学科 80        320   

計 280 1,120 

 東が丘・立川 

看護学部 
看護学科 200 800 

 合計 480 1,920 
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（修業年限及び在学年限） 

第９条 本学の修業年限は 4 年とする。在学期間は、8 年を超えることはできない。た

だし、編入学、転入学及び再入学した者はその者が在学すべき年数の 2 倍に相当す

る年数を超えて在学することができない。 

 

第４章  教育課程 

（授業科目の設置等） 

第１０条 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部に、教育上の目的を達成するために

必要な授業科目を置く。 

２ 医療保健学部の授業科目は、「いのち・人間の教育分野（全学科共通）」、「医療の

コラボレーション教育分野（全学科共通）」及び「専門職の教育分野（各学科毎）」

で構成する。 

３-(1)東が丘・立川看護学部(平成 23 年度入学生まで適用) 

東が丘・立川看護学部の授業科目は、「基礎分野（人間理解と自然科学）」、「専門

基礎分野（健康問題の解決）」及び「専門分野（あらゆる状況の対象への看護と

キャリア開発）」で構成する。 

３-(2)東が丘・立川看護学部(平成 24 年度入学生から適用) 

東が丘・立川看護学部の授業科目は、「基盤分野」、「専門基礎分野」及び「専門

分野」で構成する。 

（授業科目の種類及び単位等） 

第１１条 前条の授業科目の種類及び単位等は、別表第 1及び別表第 2のとおりとする。 

（単位の算定基準） 

第１２条 1 単位の授業科目は、45 時間の学修を必要とする内容をもって構成すること

を標準とし、授業の方法に応じ、当該授業における教育効果、授業時間外に必要

な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1)講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもって１単位とする。 

(2)実験及び実習については、30 時間から 45 時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもって 1単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を

考慮して単位数を定めることがある。 

（授業時間） 

第１３条 各授業科目の授業は、15 週にわたる期間を単位として行うものとする。ただ

し、教育上特別な必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の

期間において授業を行うことがある。 

（履修単位の認定） 

第１４条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。ただ

し、試験は論文、実技、平素の成績等によってこれに代えることがある。 

（成績の評価） 

第１５条 授業科目の試験の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評価で表し、Ｃ以上を合格とし、

Ｄは不合格とする。 
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第５章  履修・卒業・国家試験受験資格 

（医療保健学部の卒業要件） 

第１６条 医療保健学部学生の卒業要件は、授業科目の区分ごとに定める最低履修単位

数を満たすとともに、別に定める履修規程に従って履修し、合計 126 単位以上を

修得しなければならない。 

 ２ 前項の授業科目の区分ごとに最低履修単位数は、各学科により、以下のとおりと 

する。 

(1)-1 看護学科 （平成 20 年度入学生まで適用）＜削除＞ 

(1)-2 看護学科 （平成 21 年度入学生及び平成 22 年度入学生限り適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 16 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 16 単位、「専門職の教育分野」については 87 単位、上記 3

分野からの選択科目 7単位の合計 126 単位以上とする。 

(1)-3 看護学科 （平成 23 年度入学生限り適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 16 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 16 単位、「専門職の教育分野」については 83 単位、上記 3

分野からの選択科目 11 単位の合計 126 単位以上とする 

(1)-4 看護学科 （平成 24 年度入学生から適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 12 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 18 単位、「専門職の教育分野」については 83 単位、上記 3

分野からの選択科目 13 単位の合計 126 単位以上とする。 

(2)-1 医療栄養学科 （平成 22 年度入学生まで適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 18 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 16 単位、「専門職の教育分野」については 76 単位、上記 3

分野からの選択科目 16 単位の合計 126 単位以上とする。 

(2)-2 医療栄養学科 （平成 23 年度入学生限り適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 18 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 19 単位、「専門職の教育分野」については 76 単位、上記 3

分野からの選択科目 13 単位の合計 126 単位以上とする。 

(2)-3 医療栄養学科 （平成 24 年度入学生から平成 27 年度入学生まで適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 14 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 20 単位、「専門職の教育分野」については 76 単位、上記 3

分野からの選択科目 16 単位の合計 126 単位以上とする。 

  （2）-4 医療栄養学科（平成 28 年度入学生から適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 14 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 20 単位、「専門職の教育分野」については 80 単位、上記 3

分野からの選択科目 12 単位の合計 126 単位以上とする。 

(3)-1 医療情報学科 （平成 18 年度及び 20 年度入学生に適用）＜削除＞ 

(3)-2 医療情報学科 （平成 19 年度入学生に適用）＜削除＞ 

(3)-3 医療情報学科 （平成 21 年度入学生及び平成 22 年度入学生限り適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 18 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 16 単位、「専門職の教育分野」については 69 単位、上記 3

分野からの選択科目 23 単位以上の合計 126 単位以上とする。 
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(3)-4 医療情報学科 （平成 23 年度入学生限り適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 18 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 19 単位、「専門職の教育分野」については 69 単位、上記 3

分野からの選択科目 20 単位以上の合計 126 単位以上とする。 

(3)-5 医療情報学科 （平成 24 年度入学生から平成 27 年度入学生まで適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 12 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 20 単位、「専門職の教育分野」については 69 単位、上記 3

分野からの選択科目 25 単位以上の合計 126 単位以上とする。 

(3)-6 医療情報学科（平成 28 年度入学生から適用） 

「いのち・人間の教育分野」については 12 単位、「医療のコラボレーション教

育分野」については 20 単位、「専門職の教育分野」については 70 単位、上記 3

分野からの選択科目 24 単位以上の合計 126 単位以上とする。 

（東が丘・立川看護学部の卒業要件） 

第１６条の２ 東が丘・立川看護学部学生の卒業要件は、授業科目の区分ごとに定める

最低履修単位数を満たすとともに、別に定める履修規程に従って履修し、合

計 129 単位以上を修得しなければならない。 

 ２ 前項の授業科目の区分ごとの最低履修単位数は、以下のとおりとする。 

(1)-1 看護学科 （平成 23 年度入学生まで適用） 

「基礎分野（人間理解と自然科学）」については 11 単位、「専門基礎分野（健

康問題の解決）」については 25 単位、「専門分野（あらゆる状況の対象への看

護とキャリア開発）」については 75 単位、上記 3 分野からの選択科目 18 単位

の合計 129 単位以上とする。 

(1)-2 看護学科 （平成 24 年度及び 25 年度入学生限り適用） 

「基盤分野」については 16 単位、「専門基礎分野」については 30 単位、「専門

分野」については 78 単位、上記 3 分野からの選択科目 5 単位の合計 129 単位

以上とする。 

(1)-3 看護学科 （平成 26 年度入学生限り適用） 

臨床看護学コース及び災害看護学コースにおいては、「基盤分野」については

16 単位、「専門基礎分野」については 30 単位、「専門分野」については 77 単位、

上記 3分野からの選択科目 6単位の合計 129 単位以上とする。 

(1)-4 看護学科 （平成 27 年度入学生から適用） 

臨床看護学コース及び災害看護学コースにおいては、「基礎分野」については

16 単位、「専門基礎分野」については 30 単位、「専門分野」については 54 単位、

「統合分野」については 23 単位、上記 4分野からの選択科目 6単位の合計 129

単位以上とする。 

（国家試験受験資格） 

第１７条 医療保健学部看護学科及び東が丘・立川看護学部看護学科並びに医療保健学

部医療栄養学科の卒業要件を満たした者は、次の国家試験の受験資格を取得でき

るものとする。 

(1)医療保健学部看護学科 

看護師国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者 看護師 

保健師国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者 保健師 
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(2)東が丘・立川看護学部看護学科 

看護師国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者 看護師 

(3)医療保健学部医療栄養学科 

管理栄養士国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者  

管理栄養士 

（教育職員免許状の資格取得） 

第１７条の２ 第 10 条及び第 11 条に定める単位を修得した上、教育職員免許法及び教

育職員免許法施行規則に定める所定の科目を履修し、その単位を修得した者

は、次の教育職員免許状の資格を取得することができる。ただし、東が丘・

立川看護学部については、平成 23 年度までの入学生に限る。 

学部 学科 教育職員免許状の種類 

医療保健学部 
看護学科 

養護教諭一種免許状 

養護教諭二種免許状 

医療栄養学科 栄養教諭一種免許状 

東が丘・立川 

看護学部 
看護学科 養護教諭二種免許状 

（他の大学又は短期大学等における授業科目の履修等） 

第１８条 教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学等において履修し

た授業科目について修得した単位を、60 単位を超えない範囲で本大学における授

業科目の履修により修得したものとみなすことがある。 

 ２ 前項に基づき、本学と単位互換協定を結んだ他の大学で単位互換履修生等として

授業科目を履修し修得した単位について、前項の 60 単位を超えない範囲で本学

における授業科目の履修により修得したものとみなすものとする。  

３ 第 1 項の規定は、外国の大学へ留学する場合についても準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第１９条 教育上有益と認めるときは、学生が行う大学以外の教育施設等における学修

その他文部科学大臣が別に定める学修を本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることがある。 

 ２ 前項により与えることができる単位数は、前条により大学において修得したもの

とみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第２０条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学等

において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した

単位を含む。)を、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことがある。 

 ２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に前条第１項に規定する学

修を本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることがある。  

 ３ 前２項により修得したものとみなし、別に定めるところにより単位を与えること

のできる単位数は、編入学・転入学等の場合を除き、本学において取得した単位

以外のものについては、第 14 条及び第 15 条により本学において修得したものと

みなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 
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（卒業及び学位授与） 

第２１条 本学に 4年以上在学し、第 13 条による所定の授業科目を履修し、所定の単 

位を修得した者を卒業とし、学士の学位を授与する。 

（学位の種類） 

第２２条 本学を卒業した者には、学士の学位を授与し、学位記に専攻分野を次のとお

り付記する。 

(1)医療保健学部看護学科及び東が丘・立川看護学部看護学科：学士（看護学）。 

(2)医療保健学部医療栄養学科：学士（医療栄養学）。 

(3)医療保健学部医療情報学科：学士（医療情報学）。 

 

第６章  学年・学期・休業 

（学年） 

第２３条 学年は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31 日に終わるものとする。 

（学期） 

第２４条 学年を分けて次の 2学期とする。 

前期 4 月 1 日から 9月 30 日まで 

後期 10 月 1 日から翌年 3月 31 日まで 

（休業日） 

第２５条 本学における休業日は次のとおりとする。 

(1)日曜日。 

(2)土曜日。 

(3)国民の祝日に関する法律に規定する休日。 

(4)その他理事長が指定した日。 

 ２ 必要であると認める場合は、前項の定めにかかわらず、臨時に休業日を設け、又

は休業日を変更することがある。 

 

第７章 入学・休学等 

（入学の時期） 

第２６条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第２７条 入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1)高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者。 

(2)通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者。 

(3)外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる

者で文部科学大臣の指定した者。 

(4)文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在

外教育施設の当該課程を修了した者。 

(5)文部科学大臣の指定した者。 

(6)高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1号）による高等

学校卒業程度認定試験に合格した者（廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

26 年文部省令第 13 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）。 

(7)本学において、相当の年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の学力が
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あると認めた者。 

（入学志願手続き） 

第２８条 入学志願者は、本学所定の入学願書に所定の検定料及び別に定める書類を添

え、願い出ねばならない。 

（入学者の選考） 

第２９条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

（入学手続き） 

第３０条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、直ちに保証人を定め、

別に定める所定の手続きをしなければならない。 

（入学許可） 

第３１条 前条の入学手続きを完了した者には学長が入学を許可する。 

（休学） 

第３２条 学生が疾病その他やむを得ない事由によって２ヶ月以上修学することがで

きないときは、その事由を示す書面を添え、保証人と連署して学長に願い出るこ

ととし、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、新たに休学願

いを提出し、学長の許可を得て休学期間を延長することができる。 

３ 休学期間は、通算して 4年を超えることができない。 

４ 休学期間は、第９条の在学期間には算入しない。 

５ 休学期間については、別に定めるところにより学費を減額する。 

（復学） 

第３３条 休学者が復学しようとするときは、保証人と連署の復学願を学長に提出し、

許可を受けなければならない。 

（留学） 

第３４条 外国の大学で学修することを希望する者は、学長の許可を得て留学すること

ができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、在学期間に含めることができる。 

（編入・転入学・再入学） 

第３５条 次の各号に該当する者で、本学への入学を志望する者があるときは、選考の

うえ、学長が相当年次に入学を許可することがある。 

(1)大学を卒業した者又は退学した者。 

(2)短期大学，高等専門学校等を卒業した者。 

   (3)本学の退学者又は卒業者で再び入学を願い出た者。 

 ２ 前項により入学を許可された者のすでに履修した授業科目及び単位数並びに在

学すべき年数については、その取り扱いを別に定めることとする。 

（転学科） 

第３６条 本学の他学科への転学科を志望する者があるときは、選考のうえ、学長が相

当年次に転学科を許可することがある。 

２ 前項により転学科を許可された者のすでに履修した授業科目及び単位数並びに

在学すべき年数については、その取り扱いを別に定めることとする。 

（他大学への転学） 

第３７条 本学から他大学に転学しようとする者は、事由を記して学長に願い出て許可
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を得なければならない。 

（退学） 

第３８条 疾病その他の事由により退学しようとするときは、保証人と連署の退学願い

を学長に提出し、許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第３９条 次の各号の一に該当するものは学長が除籍する。 

(1)学費を滞納し督促を受けても納入しない者。 

(2)在学年数 8年を超えた者。 

(3)休学期間満了になっても復学願を提出しない者。 

(4)死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者。 

（休学等の手続き） 

第３９条の２ 第３２条(休学) ～第３９条(除籍)に係る手続きについては、学長が別 

      に定める。 

 

第８章  検定料・学費及び諸納金 

（学費及び諸納金） 

第４０条 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部の検定料は別表第 4、医療保健学部

及び東が丘・立川看護学部の入学金、授業料、施設費、維持費、実験実習費及び

諸納金は別表第 5に定めるとおりとする。なお、その納入については、別に定め

る規程によるものとする。 

２ 助産学専攻科の検定料、学費及び諸納金は、別表第 6に定めるとおりとする。 

３ 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部の科目等履修生及び研究生の学費につい

ては、別表第 7及び別表第 8に定めるとおりとする。 

４ 休学・復学・停学等の場合の授業料等については別に定めるものとする。 

（学費等の返還制限） 

第４１条 一度納入した検定料、学費及び諸納金はこれを返還しない。 

 

第９章  助産学専攻科 

（目的及び構成） 

第４２条 本学に、助産学専攻科(以下「専攻科」という。)を置く。 

 ２ 専攻科に専攻科長を置き、医療保健学部看護学科長をもって充てる。 

 ３ 専攻科は、助産師として周産期のみならずライフサイクル全般にある女性、乳幼

児、家族、地域社会を対象に、全ての女性に寄り添い、女性の内なる力を信じ、

人間性を重視したケア・支援を行う専門職の育成を行うとともに、特に、問題解

決能力、判断力及び実践力を基盤にし、そのスキルをもって母子保健の向上に貢

献できる助産師の育成を目的とする。 

 ４ 専攻科の入学定員は、次のとおりとする。 

専  攻  科 入 学 定 員 

助 産 学 専 攻 科 １５名 

（修業年限及び在学年限） 

第４３条 専攻科の修業年限は、1年とする。 

 ２ 専攻科の学生は、2年を超えて在学することができない。 
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（入学資格） 

第４４条 専攻科に入学することができる者は、第 1号に規定する者で、第 2号以下の

いずれかに該当する者とする。 

(1)看護師資格を有する女子。 

(2)大学を卒業した者。 

(3)学校教育法第 104 条第 4項の規定により学士の学位を授与された者。 

(4)外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者。 

(5)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修すること

により当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者。 

(6)我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置づけられた教育施設にあって、文部科学大臣が別に指定す

るものの当該課程を修了した者。 

(7)専修学校の専門課程(修業年限が 4年以上であること、その他の文部科学大臣

が定める基準を満たすものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文

部科学大臣が定める日以後に修了した者。 

(8)文部科学大臣の指定した者(昭和 28 年文部省告示第 5号)。 

（編入学、転入学及び再入学） 

第４５条 専攻科への編入学、転入学及び再入学は、これを認めない。 

（教育課程及び履修方法等） 

第４６条 専攻科の授業科目及びその単位数並びに履修方法等については、別表第 3の

とおりとする。ただし、特別の必要がある場合は、臨時に授業科目を開設するこ

とがある。 

 ２ 前項に規定するものの他、履修方法等について、第 12 条(単位の算定基準)第 1

項、第 14 条(履修単位の認定)及び第 15 条(成績の評価)を準用する。 

（修了） 

第４７条 本学の専攻科に 1 年以上在学し、別に定めるところにより 34 単位以上を修

得した学生については、学長が修了を認定する。 

（修了の認定等） 

第４８条 学長は、前条の規定により、修了を認定された者に、修了証書を授与する。

（助産師国家試験受験資格） 

第４９条 専攻科の修了を認定された者は、助産師国家試験の受験資格を取得できるも

のとする。 

（規定の準用） 

第５０条 専攻科については、この章に定めるもののほか、第 23 条(学年)、第 24 条(学

期)、第 25 条(休業)、第 26 条(入学の時期)、第 28 条(入学志願手続き)、第 29

条(入学者の選考)、第 30 条(入学手続き)、第 31 条(入学許可)、第 32 条(休学)、

第 33 条(復学)、第 38 条(退学)、第 39 条(除籍)、第 40 条(学費及び諸納金)及び

第 41 条(学費等の返還制限)の規定を準用する。ただし、第 32 条第 2 項から第 4

項及び第 39 条第 2号は、準用しない。 

 ２ 前項により規定を準用する条文中「本学」とあるのは「本学助産学専攻科」と、

「学生」とあるのは「本学助産学専攻科学生」と読み替えるものとする。 
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第１０章  職員組織 

（職員構成） 

第５１条 本学職員の構成は、次のとおりとする。 

学長、副学長、学部長、学科長、図書館長。 

大学経営会議室長、事務局長、部長、センター長、次長、課長、係長、主任。 

教育職員（教授、准教授、講師、助教、助手）。 

事務職員。 

その他、必要に応じて役職者を置く。 

（学長） 

第５１条の２ 学長は、学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)第 92 条第 3 項に基づき校

務をつかさどり、職員を統督する。 

２ 学長に関し必要な事項は、別に定める。 

（副学長） 

第５１条の３ 本学に、副学長を置く。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

３ 副学長に関し必要な事項は、別に定める。 

（学部長） 

第５１条の４ 学部に、学部長を置く。 

２ 学部長は、学長の命を受け、当該学部の運営に関する校務をつかさどる。 

３ 学部長に関し必要な事項は、別に定める。 

（学科長） 

第５１条の５ 学科に、学科長を置く。 

２ 学科長は、学部長の命を受け、当該学科の運営に関し、総括し、調整する。 

３ 学科長に関し必要な事項は、別に定める。 

（図書館長） 

第５１条の６ 図書館に、館長を置く。 

２ 図書館長は、学長の命を受け、図書館の運営に関する校務をつかさどる。 

３ 図書館長に関し必要な事項は、別に定める。 

（大学経営会議室長） 

第５１条の７ 本学に、大学経営会議室長を置く。 

２ 大学経営会議室長は、大学経営会議室の事務を総括する。 

（事務局長） 

第５１条の８ 本学に、事務局長を置く。 

２ 事務局長は、事務局の事務を掌理する。 

 

第１１章  大学経営会議 

（大学経営会議の設置及び組織） 

第５２条 大学経営に関する重要な事項を審議するため大学経営会議を置く。 

２ 大学経営会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1)理事長。 

(2)理事及び評議員の中から理事長が指名する者 7名。 

(3)教授会構成員の中から及び学長・副学長を含め理事長が指名する者 10 名。 
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 ３ 理事長は大学経営会議議長となる。 

４ 大学経営会議の事務局として、大学経営会議室を置く。 

５ 大学経営会議の運営は、これを別に定める。 

６ 大学経営会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1)中長期計画の策定に関する事項。 

(2)学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項。 

(3)大学予算案の作成及び決算処理の方針に関する事項。 

(4)教員人事に関する事項。 

(5)学部・学科その他重要な施設・組織の設置改廃に関する事項。 

(6)学生の定員に関する事項。 

(7)その他、全学に関する重要な事項及び理事会の諮問に関する事項。 

（学長選考委員会の設置と組織） 

第５３条 大学に大学経営会議の諮問機関として学長選考委員会を置く。 

２ 学長選考委員会は、大学経営会議の諮問を受け学長の選考・解任について審議し、

理事長に答申する。 

３ 学長選考委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1)理事・評議員の中から選出された者 3名 

(2)教授会構成員の中から選出された者 2名 

 

第１２章 学科長会議等 

（学科長会議等の設置及び組織等） 

第５４条 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部の教学上の重要事項の企画・審議並 

びに連絡・調整を行い大学経営会議に提案するために医療保健学部学科長会議及 

び東が丘・立川看護学部運営会議を置く。 

２ 医療保健学部学科長会議は、学長、副学長、学部長、学科長、大学経営会議室長、

事務局長等をもって組織する。 

３ 東が丘・立川看護学部運営会議は、副学長、学部長、学科長、専任教授若干名等

をもって組織する。 

４ 医療保健学部学科長会議及び東が丘・立川看護学部運営会議の運営は、これを別

に定める。 

 ５ 医療保健学部学科長会議及び東が丘・立川看護学部運営会議は、次の各号に掲げ

る事項を審議する。 

(1)年度計画に関する事項のうち、教育研究に関するもの。 

(2)学則(教育研究に関する部分に限る)その他教育研究に係る重要な規程の制

定又は改廃に関する事項。 

(3)学生の円滑な就学等を支援するために必要な助言、指導その他の援助に関

する事項。 

(4)学生の在籍に関する方針及び学位の授与に関する方針に係る事項。 

(5)各学科間の教育研究に係る連絡及び調整。 

(6)学長選考委員の選出に関する事項。 

(7)その他教育研究に関する重要事項。 
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(人事委員会の設置及び組織等) 

第５４条の２ 医療保健学部、東が丘・立川看護学部、助産学専攻科、大学院医療保健 

学研究科及び大学院看護学研究科に係る教員人事に関する事項について選 

考・審議を行い、大学経営会議に提案するため東京医療保健大学人事委員会 

(以下「人事委員会」という。)を置く。 

２ 人事委員会は学長、各学部長、各学科長、助産学専攻科長、各研究科長、大 

学経営会議室長及び事務局長をもって組織する。 

３ 人事委員会の運営等は、これを別に定める。 
 

第１３章 教授会 

（教授会の設置等） 

第５５条 大学に、教授会を置く。 

 ２  教授会は、学部長、学科長、専任の教授をもって組織し、学長及び副学長は必要 

   に応じて出席することができる。 

 ３ 教授会には、准教授その他の教員を加えることができる。 

４ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

(1)学生の入学、卒業及び課程の修了。 

(2)学位の授与。 

(3)前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要事項で、教授会の意見 

を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの。 

 ５ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置かれ 

   る組織の長(以下「学長等」という。)がつかさどる教育研究に関する事項につい 

   て審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

 ６ 教授会の組織、運営等は、これを別に定める。 

 

第１４章  図書館 

（図書館） 

第５６条 本学に図書館を置き、学生、職員、卒業生及び特に許可したものに利用させ

る。 

２ 図書館の組織及び運営に関し必要な事項は、これを別に定める。 

 

第１５章  研究所、センター 

（研究所） 

第５７条 本学に東京医療保健大学総合研究所を置く。 

 ２ 東京医療保健大学総合研究所の組織及び運営に関し必要な事項は別に定める。 

（国際交流センター） 

第５７条の２ 本学に東京医療保健大学国際交流センターを置く。 

 ２ 東京医療保健大学国際交流センターの組織及び運営に関し必要な事項は別に定

める。 
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（感染制御学研究センター） 

第５７条の３ 本学に東京医療保健大学感染制御学研究センターを置く。 

 ２ 東京医療保健大学感染制御学研究センターの組織及び運営に関し必要な事項は

別に定める。 

（メディテーションセンター） 

第５７条の４ 本学に東京医療保健大学メディテーションセンターを置く。 

２ 東京医療保健大学メディテーションセンターの組織及び運営に関し必要な事項 

は別に定める。 

（放射線看護研修センター） 

第５７条の５ 本学に東京医療保健大学放射線看護研修センターを置く。 

２ 東京医療保健大学放射線看護研修センターの組織及び運営に関し必要な事項 

は別に定める。 

 
 

第１６章  厚生施設 

（保健室及び厚生施設） 

第５８条 本学に保健室その他の厚生施設を設ける。 

 

第１７章  科目等履修生、外国人留学生、研究生 

（科目等履修生） 

第５９条 本学は、本大学の学生以外の者が授業科目の履修を願い出たときは、当該学

部等の教育に支障のない限り、選考の上、科目等履修生として許可することがあ

る。 

２ 科目等履修生に関する規程は、これを別に定める。 

（外国人留学生） 

第６０条 外国人で大学における教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願

する者があるときは、選考の上、外国人留学生として、入学を許可することがあ

る。 

（研究生） 

第６１条 本学において、特定の専門事項について研究することを希望する者があると

きは、各学部の教育研究に支障のない限り、選考の上、これを許可することがあ

る。 

２ 研究生に関する規程は、これを別に定める。 

（準用） 

第６２条 本章に定めるほか、科目等履修生、外国人留学生及び研究生については本学

則の規定を準用する。ただし、第 9条（修業年限及び在学年限）、第 16 条（医療

保健学部の卒業要件）、第 16 条の 2（東が丘・立川看護学部の卒業要件）、第 17

条（国家試験受験資格）及び第 18 条（他の大学又は短期大学等における授業科

目の履修等）は、適用しない。 

 

第１８章  賞罰 

（表彰） 

第６３条 学業優秀、品行方正、課業精勤な者に対しては、卒業に際し、理事長賞、学
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長賞を授与する。また、学生の模範とするに足る者があるときは、これを表彰す

る。 

 

 

（懲戒） 

第６４条 学長は、本学の学則または訓育の主旨に違背した学生に対し必要があると認

めたときは、懲戒する。 

２ 前項に規定する懲戒の種類は、訓戒、停学及び退学とする。 

３ 前項に規定する退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1)性行不良で改善の見込みがないと認められる者。 

(2)学業成績不良で改善の見込みがないと認められた者。 

(3)本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者。 

 

第１９章  公開講座 

（公開講座の設置等） 

第６５条 本学に公開講座を設けることがある。公開講座についてはその都度細目を定

めてこれを実施する。 

 

 

第２０章   大学開放及び生涯学習事業等 

（大学開放） 

第６６条 本学は、教育研究の成果及び知的財産を広く社会に還元する。 

 ２ 本学は、教育研究上の支障のない限りにおいて、その教育研究施設及び設備を積 

極的に開放する。 

（生涯学習事業） 

第６７条 本学は医療・健康・保健に関する公開講座・公開講演会等を開催し、それを 

広く社会に公開し、また本学が保持している情報の提供により地域社会への貢献

を積極的に行う。  

（学生の課外活動） 

第６７条の２ 学生は、社会貢献・社会活動に関する意識の涵養に努めるとともに幅広

い人間性を養い健全な心身の発達を図るため、正課の授業の他、課外活動に

積極的に参加することとする。 
 

第２１章  細則 

（細則） 

第６８条 本学則施行についての細則その他必要な事項は別に定める。 

 

附則 

本学則は平成１７年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成１７年５月２６日から施行する。 

附則 

本学則は平成１７年１１月９日から施行する。 
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附則 

本学則は平成１８年３月２４日から施行する。 

附則 

本学則は平成１８年５月２９日から施行する。 

附則 

本学則は平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２０年４月１日から施行する。 

附則 

１．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「1－1. 医療保健学部 看護学科（平成 20

年度入学生まで適用）」及び第１６条第２項のうち「(1)－1 看護学科（平成 20 年

度学生まで適用）」については、平成 20 年度入学生の卒業をもって削除する。 

２．本学則は平成２１年４月１日から施行する。 

附則 

１．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「2－1. 医療保健学部 医療栄養学科（平

成 18 年度及び 19 年度入学生に適用）」「2－2. 医療保健学部 医療栄養学科（平成

20 年度入学生に適用）」については、各年度の入学生の卒業をもって削除する。 

２．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「医療保健学部 医療情報学科の 3－1. 3

－2. 3－3. 」については、各適用年度の学生の卒業をもって削除する。 

  また、第１６条第２項(3)－1（平成 18 年度及び 20 年度入学生に適用）、(3)－2（平

成 19 年度入学生に適用）については、各適用年度の学生の卒業をもって削除する。 

３．本学則は平成２１年４月１日から施行する。 

附則 

１. 本学則は平成２２年４月１日から施行する。 

２. 第３条（位置）中、「東京都目黒区東が丘二丁目５番２３号」は、平成２４年３月

３１日までとし、平成２４年４月１日以降は「東京都目黒区東が丘二丁目５番１号」

とする。 

附則 

１．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「1-2.医療保健学部 看護学科（平成 21

年度入学生限り適用）」については、平成 21 年度入学生の卒業をもって削除する。 

２．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「2-3.医療保健学部 医療栄養学科（平

成 21 年度入学生限り適用）」については、平成 21 年度入学生の卒業をもって削除

する。 

３．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「3-4.医療保健学部 医療情報学科（平

成 21 年度入学生限り適用）」については、平成 21 年度入学生の卒業をもって削除

する。 

４．本学則は平成２２年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２２年１０月２０日から施行する。 

附則 

１．本学則第１１条に定める別表第１のうち、「1-3．医療保健学部 看護学科（平成 22

年度入学生限り適用）」については、平成 22 年度入学生の卒業をもって削除する。 

２．本学則は平成２３年４月１日から施行する。 

附則 
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本学則は平成２３年１０月 1日から施行する。 

附則 

１．本学則は平成２４年４月１日から施行する。 

 

２．本学則第１７条（国家試験受験資格）(2)に定める東が丘・立川看護学部看護学科

のうち、平成２３年度までの入学生については、次のとおり読み替えるものとする。 

  看護師国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者 看護師 

  保健師国家試験受験資格取得のために必要となる単位を取得した者 保健師 

３．本学則第４７条（修了）に定める助産学専攻科の単位数のうち、平成 23 年度入学

生については、次のとおり読み替えるものとする。 

本学の専攻科に 1 年以上在学し、別に定めるところにより 39 単位以上を修得した

学生については、学長が修了を認定する。 

附則 

本学則は平成２５年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２５年５月２９日から施行する。 

附則 

  本学則は平成２５年７月１７日から施行する。 

附則 

本学則は平成２５年１２月４日から施行する。 
附則 

１. 本学則は平成２６年４月１日から施行する。 

２. 医療保健学部の平成２６年度入学生から第１５条（成績の評価）の規定に関わら

ず、授業科目の試験の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評価で表し、Ｃ以上を合格

とし、 Ｄは不合格とする。 

附則 

１. 本学則は平成２６年１０月１５日から施行する。 

２. 東が丘・立川看護学部の平成２６年度入学生から第１５条（成績の評価）の規定

に関わらず、授業科目の試験の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評価で表し、 

Ｃ以上を合格とし、Ｄは不合格とする。 

附則 

 本学則は平成２７年４月１日から施行する。 

附則 

 本学則は平成２８年４月１日から施行する。 

附則 

 本学則は平成２９年４月１日から施行する。 

附則 

   本学則は平成２９年７月１２日から施行する。 
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別表第１ 

１－１．医療保健学部  看護学科（平成 20 年度入学生まで適用）＜削除＞ 

１－２．医療保健学部  看護学科（平成 21 年度入学生限り適用）＜削除＞ 

１－３. 医療保健学部  看護学科（平成 22 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2       15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間  2 2    15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2   2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2       15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学  1  1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学  1    1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2   2       15 

医療マネジメント論 1      1    15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

病原微生物学 2   2       15 

病態生理学 2   2       15 

治療学総論 1   1       15 

疾病治療論Ⅰ 
（呼吸・循環・腎泌尿器系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅱ 
（骨格・筋・神経・内分泌系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅲ 
（感覚・免疫・消化器系） 

2     2     15 

生活健康科学  2  2       15 

社会福祉論 2     2     15 

実
践
基
礎 

看護学概論 2   2       15 

看護対象論 2   2       15 

基礎看護技術Ⅰ（看護過程の展開） 2   2       15/30 

基礎看護技術Ⅱ（生活援助技術） 1   1       30 

基礎看護技術Ⅲ（治療に伴う援助技術） 1     1     30 

基礎看護学実習Ⅰ（生活援助実習） 1   1       45 

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習） 2     2     45 

看護研究 1       1   15 

家族看護論 1   1       15 

地域看護学概論 2   2       15 

地域看護活動論Ⅰ（地域看護方法論） 2    2      15 

地域看護活動論Ⅱ（地域看護技術論） 2     2     15 

地域看護活動論Ⅲ（地域看護展開論） 2      2    15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

保健医療福祉行政学 2     2     15 

疫学・保健統計論 2     2     15 

地域看護学実習 4       4 45 

精神保健論 2     2     15 

精神看護援助論 1     1     30 

精神看護学実習 2       2  45 

機能看護学Ⅰ（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2   2       15 

機能看護学Ⅱ（ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2     2     15 

機能看護学Ⅲ（組織とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2       2   15 

機能看護学Ⅳ（ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）  1        1 15 

看護情報学  1     1     30 

看護情報学演習  1     1     30 

実
践
応
用 

小児看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

小児看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

小児看護学実習 2       2 45 

母性看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

母性看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

母性看護学実習 2       2 45 

臨床看護援助論Ⅰ（急性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅱ（慢性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅲ（終末期看護援助論） 1      1    15 

臨床看護学実習Ⅰ（急性期看護実習） 4       4 45 

臨床看護学実習Ⅱ（慢性期看護実習） 4       4 45 

老年看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

老年看護援助論Ⅱ 
（臨床看護援助論） 1     1   30 

老年看護学実習 2       2 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

リラクゼーション論   1     1  15 

医用機器概論   1     1  15 

国際看護論   1       1 15 

専門看護特論：がん   1       1 15 

専門看護特論：感染管理   1       1 15 

専門看護特論：WOC   1       1 15 

専門看護特論：リエゾン看護   1       1 15 

専門看護特論：ICU･CCU   1       1 15 

代替医療論   1       1 15 

看護の統合と実践Ⅰ 
（看護実践基礎演習） 

1   1       30 

看護の統合と実践Ⅱ 
（看護実践応用演習） 

1    1  30 

看護の統合と実践Ⅲ 
（看護実践展開演習） 

2     2 30 
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１－４.医療保健学部  看護学科（平成 23 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2  2    15 

哲学と宗教 2  2    15 

文学  1  1   15 

生命倫理学  1 1    15 

医療と人間  2 2    15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2  2    15 

経済学  2 2    15 

社会学  2 2    15 

法学  2 2    15 

歴史  2 2    15 

国際関係論  1  1   15 

認知科学  1 1    15 

人間関係論  1  1   15 

家族社会学  1  1   15 

ジェンダー論  1  1   15 

比較文化論  1  1   15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ  1 1    15 

生物Ⅱ  1 1    15 

データサイエンス 2  2    15 

基礎数学  1 1    15 

物理学  1 1    15 

化学Ⅰ  1 1    15 

化学Ⅱ  1 1    15 

スポーツ科学  1 1 1 1  15 

スポーツ実習  1 1 1 1  30 

外
国
語 

英語講読・記述 2  2    15 

英会話Ⅰ 2  2    15 

英会話Ⅱ 2  2    15 

英会話Ⅲ  2  2   15 

専門英語  2   2  15 

フランス語  2 2    15 

中国語  2 2    15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2  2    15 

情報科学  2 2    15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 

2  2    15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 

2  2    15 

公衆衛生学 2   2   15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2  2    15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 

2   2   15 

発
展 

医学・医療概論 1  1    15 

臨床薬理学（薬理学） 2  2    15 

医療マネジメント論 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1     1 30 

ボランティア論 1  1    15 

ボランティア活動  1 1    30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

病原微生物学 2   2       15 

病態生理学 2   2       15 

治療学総論 1   1       15 

疾病治療論Ⅰ 
（呼吸・循環・腎泌尿器系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅱ 
（骨格・筋・神経・内分泌系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅲ 
（感覚・免疫・消化器系） 

2     2     15 

生活健康科学  2 2       15 

社会福祉論 2     2     15 

実
践
基
礎 

看護学概論 2   2       15 

看護対象論 2   2       15 

基礎看護技術Ⅰ（看護過程の展開） 2   2       15/30 

基礎看護技術Ⅱ（生活援助技術） 1   1       30 

基礎看護技術Ⅲ（治療に伴う援助技術） 1     1     30 

基礎看護学実習Ⅰ（生活援助実習） 1   1       45 

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習） 2     2     45 

看護研究 1       1   15 

家族看護論 1   1       15 

地域看護活動論Ⅰ（地域看護方法論） 2    2    15 

地域看護活動論Ⅱ（地域看護技術論） 1    1    30 

地域看護活動論Ⅲ（地域看護展開論）  2    2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの時

間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

保健医療福祉行政学 2    2   15 

疫学・保健統計論 2    2   15 

地域看護学実習Ⅰ 2     2 45 

地域看護学実習Ⅱ  4     4 45 

精神保健論 2     2     15 

精神看護援助論 1     1     30 

精神看護学実習 2       2  45 

機能看護学Ⅰ（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2   2       15 

機能看護学Ⅱ（ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2     2     15 

機能看護学Ⅲ（組織とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2       2   15 

機能看護学Ⅳ（ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）  1        1 15 

看護情報学  1     1     30 

看護情報学演習  1     1     30 

実
践
応
用 

小児看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

小児看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

小児看護学実習 2       2 45 

養護概論  2   2  15 

学校健康相談  2   2  15 

母性看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

母性看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

母性看護学実習 2       2 45 

臨床看護援助論Ⅰ（急性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅱ（慢性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅲ（終末期看護援助論） 1      1    15 

臨床看護学実習Ⅰ（急性期看護実習） 4       4 45 

臨床看護学実習Ⅱ（慢性期看護実習） 4       4 45 

老年看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2   15 

老年看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1     1   30 

老年看護援助論Ⅲ（在宅看護援助論） 2    2  15 

老年看護学実習 4      4 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの時

間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

リラクゼーション論  1   1  15 

医用機器概論  1   1  15 

国際看護論  1   1  15 

代替医療論  1   1  15 

専門看護特論  2   2  15 

看護の統合と実践Ⅰ 
（看護実践基礎演習） 

1  1    30 

看護の統合と実践Ⅱ 
（看護実践応用演習） 

2    2 30 

看護の統合と実践Ⅲ 
（看護実践展開演習） 

 1    1 30 
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１－５.医療保健学部  看護学科（平成 24 年入学生から平成 26 年度入学生まで適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの時

間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2  2    15 

哲学と宗教  2 2    15 

文学  1  1   15 

生命倫理学  1 1    15 

医療と人間  2 2    15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2    15 

経済学  2 2    15 

社会学  2 2    15 

法学  2 2    15 

歴史  2 2    15 

国際関係論  1  1   15 

認知科学  1 1    15 

人間関係論  1  1   15 

家族社会学  1  1   15 

ジェンダー論  1  1   15 

比較文化論  1  1   15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ  1 1    15 

生物Ⅱ  1 1    15 

データサイエンス 2  2    15 

基礎数学  1 1    15 

物理学  1 1    15 

化学Ⅰ  1 1    15 

化学Ⅱ  1 1    15 

スポーツ科学  1 1 1 1  15 

スポーツ実習  1 1 1 1  30 

外
国
語 

英語講読・記述 2  2    15 

英会話Ⅰ 2  2    15 

英会話Ⅱ 2  2    15 

英会話Ⅲ  2  2   15 

専門英語  2   2  15 

フランス語  2 2    15 

中国語  2 2    15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2  2    15 

情報科学  2 2    15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 

2  2    15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 

2  2    15 

公衆衛生学 2   2   15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2  2    15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 

2   2   15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1  1    15 

臨床薬理学（薬理学） 2  2    15 

医療マネジメント論  2   2  15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1     1 30 

ボランティア論 1  1    15 

ボランティア活動  1 1    30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

病原微生物学 2   2       15 

病態生理学 2   2       15 

治療学総論 1   1       15 

疾病治療論Ⅰ 
（呼吸・循環・腎泌尿器系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅱ 
（骨格・筋・神経・内分泌系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅲ 
（感覚・免疫・消化器系） 

2     2     15 

生活健康科学  2 2       15 

社会福祉論 2     2     15 

実
践
基
礎 

看護学概論 2   2       15 

看護対象論 2   2       15 

基礎看護技術Ⅰ（看護過程の展開） 2   2       15/30 

基礎看護技術Ⅱ（生活援助技術） 1   1       30 

基礎看護技術Ⅲ（治療に伴う援助技術） 1     1     30 

基礎看護学実習Ⅰ（生活援助実習） 1   1       45 

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習） 2     2     45 

看護研究 1       1   15 

家族看護論 1   1       15 

地域看護活動論Ⅰ（地域看護方法論） 2    2    15 

地域看護活動論Ⅱ（地域看護技術論） 1    1    30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの時

間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

地域看護活動論Ⅲ（地域看護展開論）  2    2   15 

保健医療福祉行政学 2    2   15 

疫学・保健統計論 2    2   15 

地域看護学実習Ⅰ 2     2 45 

地域看護学実習Ⅱ  4     4 45 

精神保健論 2     2     15 

精神看護援助論 1     1     30 

精神看護学実習 2       2  45 

機能看護学Ⅰ（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2   2       15 

機能看護学Ⅱ（ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2     2     15 

機能看護学Ⅲ（組織とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 2       2   15 

機能看護学Ⅳ（ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）  1        1 15 

看護情報学  1     1     30 

看護情報学演習  1     1     30 

実
践
応
用 

小児看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

小児看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

小児看護学実習 2       2 45 

養護概論  2   2  15 

学校健康相談  2   2  15 

母性看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2     15 

母性看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1      1    30 

母性看護学実習 2       2 45 

臨床看護援助論Ⅰ（急性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅱ（慢性期看護援助論） 2     2     15/30 

臨床看護援助論Ⅲ（終末期看護援助論） 1      1    15 

臨床看護学実習Ⅰ（急性期看護実習） 4       4 45 

臨床看護学実習Ⅱ（慢性期看護実習） 4       4 45 

老年看護援助論Ⅰ（健康生活援助論） 2     2   15 

老年看護援助論Ⅱ（臨床看護援助論） 1     1   30 

老年看護援助論Ⅲ（在宅看護援助論） 2    2  15 

老年看護学実習 4      4 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの時

間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

リラクゼーション論  1   1  15 

医用機器概論  1   1  15 

国際看護論  1   1  15 

代替医療論  1   1  15 

専門看護特論  2   2  15 

看護の統合と実践Ⅰ 
（看護実践基礎演習） 

1  1    30 

看護の統合と実践Ⅱ 
（看護実践応用演習） 

2    2 30 

看護の統合と実践Ⅲ 
（看護実践展開演習） 

 1    1 30 
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１－６.医療保健学部  看護学科（平成 27 年度入学生から適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2  2    15 

哲学と宗教  2 2    15 

文学  1  1   15 

生命倫理学  1 1    15 

医療と人間  1 1    15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2    15 

経済学  2 2    15 

社会学  2 2    15 

法学  2 2    15 

歴史  2 2    15 

国際関係論  1  1   15 

認知科学  1 1    15 

人間関係論  1  1   15 

家族社会学  1  1   15 

ジェンダー論  1  1   15 

比較文化論  1  1   15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ  1 1    15 

生物Ⅱ  1 1    15 

データサイエンス 2  2    15 

基礎数学  1 1    15 

物理学  1 1    15 

化学Ⅰ  1 1    15 

化学Ⅱ  1 1    15 

スポーツ科学  1 1 1 1  15 

スポーツ実習  1 1 1 1  30 

外
国
語 

英語講読・記述 2  2    15 

英会話Ⅰ 2  2    15 

英会話Ⅱ 2  2    15 

英会話Ⅲ  2  2   15 

専門英語  2   2  15 

フランス語  2 2    15 

中国語  2 2    15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2  2    15 

情報科学  2 2    15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 

2  2    15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 

2  2    15 

公衆衛生学 2   2   15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2  2    15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 

2   2   15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1  1    15 

臨床薬理学（薬理学） 2  2    15 

医療マネジメント論  2   2  15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1     1 30 

ボランティア論 1  1    15 

ボランティア活動  1 1    30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
支
持 

病原微生物学 2   2       15 

病態生理学 2   2       15 

治療学総論 1   1       15 

疾病治療論Ⅰ 
（呼吸・循環・腎泌尿器系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅱ 
（骨格・筋・神経・内分泌系） 

2     2     15 

疾病治療論Ⅲ 
（感覚・免疫・消化器系） 

2     2     15 

生活健康科学  2 2       15 

社会福祉論 2     2     15 

保健医療福祉行政学 2   2   15 

疫学・保健統計論 2   2   15 

解剖生理学演習  1   1  30 

リラクゼーション論  1   1  15 

医用機器概論  1   1  15 

代替医療論  1   1  15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
幹 

看護学概論 3  3    15/30 

生涯発達ケア論 2   2   15 

基礎看護援助方法Ⅰ 
（身体と生活機能の観察と援助技術の基本－バイタルサインの測定

と日常生活の援助①） 

1  1    30 

基礎看護援助方法Ⅱ 
（身体と生活機能の観察と援助技術の基本－フィジカルアセスメン

トと日常生活の援助②） 

1  1    30 

基礎看護援助方法Ⅲ 
（治療・診療を受ける対象への援助） 

1   1   30 

基礎看護援助方法Ⅳ 
（健康が障害された対象への援助とチーム活動－基礎） 

1   1   30 

基礎看護援助方法Ⅴ 
（健康が障害された対象への援助とチーム活動－発展） 

1    1  30 

クリティカル・シンキングⅠ 
(論理的アプローチの基礎） 

1  1    30 

クリティカル・シンキングⅡ 
（看護における論理的アプローチ） 

1   1   30 

クリティカル・シンキングⅢ 
（批判的思考の展開） 

1    1  15 

チーム活動論 1    1  15 

基礎看護援助実習Ⅰ（生活援助実習） 1  1    45 

基礎看護援助実習Ⅱ（看護過程実習） 2   2   45 

機能看護学Ⅰ（セルフマネジメント） 2  2    15 

機能看護学Ⅱ（キャリアマネジメント） 1   1   15 

機能看護学Ⅲ（組織とマネジメント） 1    1  30 

機能看護学Ⅳ（トップマネジメント）  1    1 15 

専
門
展
開 

母性看護援助論Ⅰ 
（健康生活援助論) 

2   2   15 

母性看護援助論Ⅱ 
（臨床看護援助論) 

1    1  30 

小児看護援助論Ⅰ 
（健康生活援助論) 

2   2   15 

小児看護援助論Ⅱ 
（臨床看護援助論) 

1    1  30 

母性・小児看護学実習 5    5 45 

急性期看護援助論 2   2   15 

慢性期看護援助論 2   2   15 

終生期看護援助論 2    2  15 

急性期・慢性期看護学実習 5    5 45 

老年看護援助論Ⅰ 
（健康生活援助論) 

2   2   15 

老年看護援助論Ⅱ 
（臨床看護援助論) 

1    1  30 

在宅看護援助論Ⅰ 
（健康生活援助論） 

1   1   30 

在宅看護援助論Ⅱ 
（療養生活援助論） 

1    1  30 

老年・在宅看護学実習 5    5 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
展
開 

精神看護援助論Ⅰ 
(精神保健） 

2   2   15 

精神看護援助論Ⅱ 
（精神看護） 

1   1   30 

精神看護学実習 3    3 45 

公衆衛生看護援助論Ⅰ 
（対象別公衆衛生看護活動論） 

2  2    15 

公衆衛生看護援助論Ⅱ 
（公衆衛生看護技術論）  2   2  15 

公衆衛生看護援助論Ⅲ 
（公衆衛生看護展開論） 

 3    3 15/30 

保健指導演習 1   1   30 

地域保健活動演習 1   1   30 

公衆衛生看護学実習  4    4 45 

養護概論  2   2  15 

学校健康相談  2   2  15 

実
践
統
合 

国際看護論  1   1  15 

災害看護援助論 1     1 15 

看護の統合実習 2     2 45 
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２－１．医療保健学部  医療栄養学科（平成 18 年度及び平成 19 年度入学生限り 

適用）＜削除＞ 

２－２．医療保健学部  医療栄養学科（平成 20 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2       2   15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2   2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2   2       15 

医療マネジメント論 1     1     15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1   1     15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2     2     15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品学実験Ⅰ 
（基礎,容量分析,機器分析） 

1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ 
（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 

調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄
養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 

応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 

応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2     2     15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－３．医療保健学部  医療栄養学科（平成 21 年度及び平成 22 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2   2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 



 

39 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2   2       15 

医療マネジメント論 1      1   15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1   1     15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2     2     15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品学実験Ⅰ（基礎,容量分析,機器分析） 1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 

調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄
養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 

応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 

応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2     2     15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－４．医療保健学部  医療栄養学科（平成 23 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2   2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2   2       15 

医療マネジメント論 1      1   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1   1     15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2     2     15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 

食品学実験Ⅰ（基礎,容量分析,機器分析） 1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 
調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄

養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 
応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 
応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 
栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2      2    15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 



 

45 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－５．医療保健学部  医療栄養学科（平成 24 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2    15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1   1     15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2     2     15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 

食品学実験Ⅰ（基礎,容量分析,機器分析） 1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 
調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄

養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 
応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 
応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 
栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2      2    15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－６．医療保健学部  医療栄養学科（平成 25 年度及び平成 26 年度入学生まで適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2    15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1 1       15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2      2    15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 

食品学実験Ⅰ（基礎,容量分析,機器分析） 1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 
調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄

養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 
応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 
応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 
栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2      2    15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－７．医療保健学部  医療栄養学科（平成 27 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   1 1       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2    15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1 1       15 

食文化論   1 1       15 

運動生理学 1       1   15 

病理学 2      2    15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

解剖生理学特論 2    2  15 

解剖生理学実験Ⅰ 
（生体の構造と機能） 1   1       45 

解剖生理学実験Ⅱ 
（感覚・生理機能・病理） 1     1     45 

生化学実験 1     1     45 

微生物学実験 1     1     45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 

調理学 2   2       15 

食品学実験Ⅰ（基礎,容量分析,機器分析） 1   1       45 

食品学実験Ⅱ（応用・食品成分分析） 1     1     45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 
調理学実習Ⅱ 
（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

調理科学実験   1   1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

基
礎
栄

養
学 

基礎栄養学特論 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 
応用栄養学Ⅱ 
（応用・特殊環境と栄養・実践） 

2     2     15 

分子栄養学 2       2   15 
応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別栄養） 1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（特殊環境と栄養・実践編）   1     1   45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 
栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養指導） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・ハイリスク者と栄養指導、実践） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・傷病者、ハイリスク者別） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論Ⅰ 
（栄養と生活習慣病） 2     2     15 

医療栄養学概論Ⅱ（疾患の病態生理） 2      2    15 

臨床栄養学Ⅰ（生活習慣病と臨床栄養） 2       2   15 
臨床栄養学Ⅱ 
（疾病と栄養管理・チーム医療） 2       2   15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅲ 
（ＮＳＴと臨床栄養）   1       1 45 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ（集団と公衆栄養) 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（栄養疫学・地域と公衆栄養） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

献立作成演習   1   1     30 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営・公衆栄養学） 2       2   45 

臨地実習Ⅱ 
（臨床栄養学・給食経営管理） 2         2 45 

 卒業研究   4       4 30 
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２－８．医療保健学部  医療栄養学科（平成 28 年度入学生から適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1   1     15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   1 1       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2 2       15 

経済学   2 2       15 

社会学   2 2       15 

法学   2 2       15 

歴史   2 2      15 

国際関係論   1   1     15 

認知科学   1 1       15 

人間関係論   1   1     15 

家族社会学   1   1     15 

ジェンダー論   1   1     15 

比較文化論   1   1     15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ 1   1       15 

データサイエンス 2   2       15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ 1   1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2     2   15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学   2 2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2    15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

健康管理概論 2   2       15 

社会福祉総論 2   2       15 

食育論   1 1       15 

食文化論   1 1       15 

病理学Ⅰ（病態の系統的理解） 2   2   15 

病理学Ⅱ（病態の評価・診断） 2      2    15 

生化学Ⅰ（生体物質の構造と機能） 2     2     15 

生化学Ⅱ（生体物質の代謝） 2     2     15 

微生物学 2     2     15 

分子病態学 2       2   15 

解剖生理学実習 1    1      45 

生化学実験Ⅰ（生体物質の分析） 1     1     45 

生化学実験Ⅱ（生体物質の発現・代謝分析） 1    1  45 

薬物療法学   1      1  15 

病態生化学   1       1 15 

臨床検査学   2      2  15 

食品学Ⅰ 
（総論・食品の構成・生理および栄養機能） 2   2       15 

食品学Ⅱ 
（各論・食品の種類、性状、栄養特性・加工） 

2     2     15 

食品衛生学 2     2     15 

食安全学   2       2 15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

専
門
基
礎 

調理学 2   2       15 

食品化学実験 1   1       45 

食品学実験 1   1      45 

食品加工学実習 1    1  45 

食品衛生学実験 1   1   45 

調理学実習Ⅰ（基本調理・日本食の理解） 1  1    45 

調理学実習Ⅱ（応用調理・食文化と献立作成） 1  1    45 

食品機能学  1   1  15 

サプリメント論  1    1 15 

調理科学実験 1    1     45 

食品流通論   2     2   15 

フードスペシャリスト論   2     2   15 

フードコーディネート論   2     2   15 

食品の官能評価・鑑別論  1  1   15 

基
礎
栄

養
学 

基礎栄養学特講 1   1   15 

栄養生理学実験 1       1   45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ（基本的理解・総論） 2     2     15 

応用栄養学Ⅱ（応用・特殊環境と栄養・実践） 2     2     15 

運動栄養学 1       1   15 

アスリート栄養学  1   1  15 

栄養学演習 1  1    30 

応用栄養学実習Ⅰ 
（ライフステージ別食事管理） 

1     1     45 

応用栄養学実習Ⅱ 
（ライフステージ別栄養管理） 1     1     45 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2     2     15 
栄養教育論Ⅱ 

（応用・ライフステージ別栄養教育） 2     2     15 

栄養教育論Ⅲ 
（応用・要介護者の栄養管理とカウンセリング） 2       2   15 

栄養教育論実習Ⅰ 
（基礎・ライフステージ別栄養教育） 1     1     45 

栄養教育論実習Ⅱ 
（応用・症例に基づく栄養教育） 1       1   45 

カウンセリング論   1       1 15 

臨
床
栄
養
学 

医療栄養学概論 2      2    15 

臨床栄養学Ⅰ（臨床症候と栄養障害の評価） 2     2    15 

臨床栄養学Ⅱ（疾患別・病態別栄養管理） 2       2   15 

臨床栄養学Ⅲ（チーム医療における栄養管理） 2    2  15 

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1       1   45 

臨床栄養学実習Ⅱ（応用と実践） 1       1   45 

臨床栄養実践演習   1       1 30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ 
（地域栄養の現状と課題・公衆栄養マネジメント） 2       2   15 

公衆栄養学Ⅱ 
（国内外の健康・栄養施策・栄養疫学） 2       2  15 

公衆栄養学実習 1       1   45 

地域栄養学実習  1   1  45 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 2     2     15 

給食経営管理論Ⅱ 
（応用・実践・施設別給食管理） 2     2     15 

給食経営管理論実習 1     1     45 

総
合
演
習 

総合演習Ⅰ（基礎） 1         1 30 

総合演習Ⅱ（応用・総合） 1         1 30 

臨
地
実
習 

臨地実習Ⅰ（給食経営管理） 1 選
択
必
修 

    1   45 

臨地実習Ⅱ（公衆栄養学） 1     1   45 

臨地実習Ⅲ 

（給食の運営・臨床栄養学・給食経営管理） 3         3 45 

 総合学習Ⅰ（食べ物・栄養と健康） 1  1    15 

総合学習Ⅱ（食べ物・栄養と疾病・治療） 1   1   15 

卒業研究   4       4 30 

     

※選択必修：「臨地実習Ⅰ（給食経営管理）」及び「臨地実習Ⅱ（公衆栄養学）」

については、どちらか一方を必ず選択し、単位を取得しなければ

ならない。 
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３－１．医療保健学部  医療情報学科（平成 18 年度入学生限り適用）＜削除＞ 

３－２．医療保健学部  医療情報学科（平成 19 年度入学生限り適用）＜削除＞ 

３－３．医療保健学部  医療情報学科（平成 20 年度入学生限り適用）＜削除＞ 

３－４．医療保健学部  医療情報学科（平成 21 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2      2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 1      1   15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2      2   15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  1   1  30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  1   1  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

コンピューターアーキテクチャ 2   2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門  1 1    30 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－５．医療保健学部  医療情報学科（平成 22 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2      2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 1      1   15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  1   1  30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  1   1  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

コンピューターアーキテクチャ 2   2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門  1 1    30 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－６．医療保健学部  医療情報学科（平成 23 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学 2   2       15 

哲学と宗教 2   2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論 2      2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 1      1   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  1   1  30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  1   1  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

コンピューターアーキテクチャ 2   2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門  1 1    30 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－７．医療保健学部  医療情報学科（平成 24 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教  2 2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2    2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  2   2  30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  2   2  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

コンピューターアーキテクチャ 2   2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門  1 1    30 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－８．医療保健学部  医療情報学科（平成 25 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教  2 2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2    2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  2  2   30 



 

80 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  2   2  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

コンピューターアーキテクチャ 2   2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門  1 1    30 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－９．医療保健学部  医療情報学科（平成 26 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教  2 2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   2 2       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2    2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  2  2   30 



 

84 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  2   2  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

情報と社会  2  2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門 2  2    15 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 



 

85 

 

 

 

※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－１０．医療保健学部  医療情報学科（平成 27 年度入学生限り適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教  2 2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   1 1       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2    2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

保
健
医
療
基
礎 

社会福祉総論 2    2    15  

健康管理概論 2       2   15  

看護概論 1       1   15  

臨床検査総論  2    2   15  

医療情報管理概論 1       1   15  

医学用語 1     1     15  

生体情報演習  2 2    30 

臨
床
医
学
基
礎 

臨床医学総論 1   1       15  

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1   1       15  

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1   1      15  

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1     1     15  

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1     1     15  

医学医療入門 1  1    15 

応用臨床医学  2  2   30 



 

88 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
療
管
理
学 

医療管理総論（病院管理） 1   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

医療統計学  1  1   15 

応用医療管理学  1   1  30 

診療情報管理論 2     2     15  

国際疾病分類法概論  2   2     15  

国際疾病分類法演習Ⅰ  1   1    30  

国際疾病分類法演習Ⅱ  1   1    30  

応用国際疾病分類法  2   2  30 

医療関係法規  2    2 15 

情
報
基
礎 

コンピュータシステムⅠ（ハード） 2   2       15  

コンピュータシステムⅡ（ソフト） 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅠ 2   2       15  

データ構造とアルゴリズムⅡ  2  2   15 

通信ネットワーク 2     2     15  

情報ネットワーク実験 1     1     45  

情報と社会  2  2      15  

情報システム実験 1     1     45  

データベース論 2      2   15  

データベース演習 2       2   30  

医療情報学 2  2    15 

IT 技術入門 2  2    15 

情
報
応
用 

プログラム言語Ⅰ（C言語基礎） 3     3     30  

プログラム言語Ⅱ（C言語応用） 3   3   30 

応用プログラム言語  1  1   30 

情報システム概論 2     2     15  

情報システム開発論Ⅰ（プロジェクト管理） 2      2   15  

情報システム開発論Ⅱ（分析と評価） 2       2   15  

情報セキュリティ 2       2   15  

情報システム運用管理論 2       2   15  

地域医療情報システム論 2     2     15  

応用医療情報技術  1   1  30 

応用情報処理技術  1  1   30 
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※選択必修：「企業実習」「病院実習」「医療産業研究」のうちから２科目以上

履修し単位を取得した場合は、１科目を必修科目の単位とし２科

目以降は選択科目の単位数として換算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

関
連
情
報
科
学 

情報数学   2 2       15  

情報理論   2   2     15  

オブジェクト指向言語   2     2   30 

インターネット入門 1  1    30 

インターネット応用  1 1    30 

医療機器概論  2    2 15 

医用画像処理工学   2     2   15  

マルチメディア工学   2     2   15  

意思決定論   2       2 15  

先端情報処理特論  1    1 15 

応
用
研
究 

医療情報総合演習Ⅰ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 1   1   30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2       2   30  

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2       2   30  

企業実習 2 選
択
必
修 

  2  45 

病院実習 2   2  45 

医療産業研究 2   2  15 

卒業研究   4       4 45 
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３－１１．医療保健学部 医療情報学科（平成 28 年度入学生から適用） 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

い
の
ち
・
人
間 

心理学  2 2       15 

哲学と宗教  2 2      15 

文学   1      1 15 

生命倫理学   1 1       15 

医療と人間   1 1       15 

社
会
科
学 

コミュニケーション概論  2    2   15 

経済学   2    2   15 

社会学  2    2   15 

法学  2    2   15 

歴史   2      2 15 

国際関係論   1      1 15 

認知科学   1      1 15 

人間関係論   1      1 15 

家族社会学   1      1 15 

ジェンダー論   1      1 15 

比較文化論  
 

1      1 15 

自
然
科
学 

生物Ⅰ   1 1       15 

生物Ⅱ   1 1       15 

データサイエンス 2    2     15 

基礎数学   1 1       15 

物理学   1 1       15 

化学Ⅰ   1 1       15 

化学Ⅱ   1 1       15 

スポーツ科学   1 1 1 1   15 

スポーツ実習   1 1 1 1   30 

外
国
語 

英語講読・記述 2   2       15 

英会話Ⅰ 2   2       15 

英会話Ⅱ 2   2      15 

英会話Ⅲ   2   2    15 

専門英語   2   2    15 

フランス語   2 2       15 

中国語   2 2       15 

情
報
科
学 

情報リテラシー 2   2       15 

情報科学 2   2       15 

情報通信と保健医療  2  2   15 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

入
門 

体の仕組みと働きⅠ 
（血液、循環器、消化器、呼吸器、泌尿器系） 2   2       15 

体の仕組みと働きⅡ 
（骨格、筋、神経、内分泌、感覚器系） 2   2       15 

公衆衛生学 2     2     15 

栄養学総論（基礎栄養学） 2   2       15 

医療安全管理学 
（臨床工学・危機管理学・感染制御学） 2     2     15 

キャリア教育Ⅰ 1  1    15 

発
展 

医学・医療概論 1   1       15 

臨床薬理学（薬理学） 2      2   15 

医療マネジメント論 2      2   15 

キャリア教育Ⅱ 1   1   15 

キャリア教育Ⅲ 1    1  15 

実
践 

協働実践演習 1         1 30 

ボランティア論 1   1       15 

ボランティア活動  1 1       30 

専
門
職
の
教
育 

情

報

技

術

系 

コンピュータシステムⅠ 
（ハードウェア） 

2  2    15 

コンピュータシステムⅡ 
（ソフトウェア） 

2  2    15 

IT 入門Ⅰ（ストラテジおよびマネジメント） 1  1    30 

IT 入門Ⅱ（テクノロジ） 1  1    30 

情報ワークショップⅠ 
（ハードウェア） 

1  1    45 

情報ワークショップⅡ 
（ソフトウェア） 

1  1    45 

通信ネットワーク 2  2    15 

情報数学  2 2    15 

プログラミング演習Ⅰ 
（C#初級） 

2  2    30 

プログラミング演習Ⅱ 
（C#中級） 

2   2   30 

プログラミング演習Ⅲ 
（C#上級） 

2   2   30 

データ構造とアルゴリズム 1   1   30 

情報基礎実験Ⅰ（情報システム基盤） 1   1   45 

情報基礎実験Ⅱ（サーバ構築） 1   1   45 

データベース演習Ⅰ（RDB） 1   1   30 

データベース演習Ⅱ（SQL） 2   2   30 

情報応用演習Ⅰ 
択一

選択 

2   2  30 

情報応用演習Ⅱ 2   2  30 
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分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

情

報

技

術

系 

情報セキュリティ 2    2  15 

情報システム開発論Ⅰ  2   2  15 

情報システム開発論Ⅱ  2   2  15 

情報処理技術Ⅰ（基盤的情報処理技術）  1   1  30 

情報処理技術Ⅱ（実践的アルゴリズム）  1   1  30 

情報システム運用管理論  2   2  15 

医用画像処理工学  2   2  15 

マルチメディア工学  2   2  15 

医
学
医
療
系 

臨床医学総論 1  1    15 

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 1  1    15 

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 1  1    15 

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 1  1    15 

臨床医学各論Ⅳ（脳神経・感覚器等） 1  1    15 

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 1   1   15 

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 1   1   15 

臨床医学各論Ⅶ（周産期系） 1   1   15 

臨床医学各論Ⅷ（筋骨格系） 1   1   15 

医学用語 1   1   15 

応用臨床医学Ⅰ  1  1   30 

応用臨床医学Ⅱ  1   1  30 

応用臨床医学Ⅲ  1   1  30 

診療情報論演習Ⅰ（診療録の臨床的理解） 1   1   30 

診療情報論演習Ⅱ（病院情報システム） 1   1   30 

医療管理総論（病院管理） １   1   15 

医療管理各論（医療制度と医療評価） 2   2   15 

診療情報管理論 2   2   15 

医療管理演習（診療報酬制度） 1   1   30 
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※「情報応用演習Ⅰ・情報応用演習Ⅱ」及び「応用国際疾病分類法Ⅰ・応用国際

疾病分類法Ⅱ」については、どちらか一方を必ず選択し、単位を取得しなけれ

ばならない。 

 

 

分
類 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
職
の
教
育 

医
学
医
療
系 

国際疾病分類法演習Ⅰ  1  1   30 

国際疾病分類法演習Ⅱ  2  2   30 

応用国際疾病分類法Ⅰ 択一

選択 

2   2  30 

応用国際疾病分類法Ⅱ 2   2  30 

応用医療管理学  1   1  30 

社会福祉総論 2   2   15 

看護概論 1    1  15 

診療プロセス論Ⅰ（診断支援） 2    2  15 

診療プロセス論Ⅱ（治療支援） 2    2  15 

診療プロセス論Ⅲ（総合支援） 2     2 15 

医療関係法規 2      2 15 

統

合

系 

生体情報演習Ⅰ 2  2    30 

生体情報演習Ⅱ  2  2   30 

医療情報学 1  1    30 

医療情報システム論Ⅰ 1   1   30 

医療情報システム論Ⅱ 1   1   30 

臨床データ分析Ⅰ（臨床研究支援） 1   1   30 

臨床データ分析Ⅱ（疫学研究支援）  1   1  30 

意思決定論  2   2  15 

応用医療情報技術 1    1  30 

医療情報総合演習Ⅰ 
（文書読解・作文技術） 

1  1    30 

医療情報総合演習Ⅱ 
（医療産業） 

1  1    30 

医療情報総合演習Ⅲ 
（医療情報基礎用語） 

1   1   30 

医療情報総合演習Ⅳ 
（卒業試験） 

1     1 30 

医療情報ゼミⅠ（医療情報入門） 2    2  30 

医療情報ゼミⅡ（医療情報応用） 2    2  30 

病院実習  2   2  45 

インターンシップ 2    2  45 

卒業研究  8    8 30 
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別表第２ 

１－１．東が丘・立川看護学部  看護学科（平成 23 年度入学生まで適用） 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

基
礎
分
野
（
人
間
理
解
と
自
然
科
学
） 

哲学  1 1    15 

倫理学  1 1    15 

身体論  1 1    15 

物質論  1 1    15 

人間と社会生活（現代社会論） 1  1    15 

人間といのち（生命科学）  1 1    30 

人間関係論  1 1    30 

家族関係論  1 1    30 

心理学 1  1    15 

認知心理学  1 1    15 

人間と法  1 1    15 

性と文化  1 1    15 

人間と芸術  1 1    15 

論理的思考 1  1    30 

数学基礎  1 1    15 

生物学  1 1    15 

化学  1 1    15 

物理学  1 1    15 

教育学 2   2   15 

統計学 1   1   15 

教育評価 1   1   15 

組織論  1 1    15 

マスメディア論  1 1    15 

国際関係論  1 1    15 

ボランティア論  1 1    15 

生涯学習と自己実現  1 1    15 

英語 2   2    15 

英会話 2  2    30 

韓国語  1  1   15 

中国語  1  1   15 

フランス語  1  1   15 

体育  2    2 30 

法学（日本国憲法）Ⅰ  1    1 15 

法学（日本国憲法）Ⅱ  1    1 15 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
基
礎
分
野
（
健
康
問
題
の
解
決
） 

解剖生理学Ⅰ 
（呼吸器・消化器・血液・循環器・泌尿器） 

2  2    15 

解剖生理学Ⅱ 
（神経系・骨筋系・内分泌系・生殖器系・感覚器系） 

2  2    15 

病理学 1  1    15 

生化学 1  1    15 

微生物学 1  1    15 

臨床薬理学 1  1    15 

治療学概論 1   1    15 

疾病と治療Ⅰ（呼吸器系・消化器系） 1  1    30 

疾病と治療Ⅱ（血液系・循環器系） 1  1    30 

疾病と治療Ⅲ（神経系・骨筋系） 1  1    30 

疾病と治療Ⅳ 
（泌尿器・生殖器系・内分泌系） 

1   1   30 

疾病と治療Ⅴ（感覚器系・統合） 1   1   30 

人間工学  1  1   15 

臨床心理学  1  1   15 

ライフサイクルと健康 
（成長発達と健康） 

 1  1   15 

臨床栄養学演習 1   1   30 

臨床薬理学演習 1   1   30 

臨床検査学演習 1    1  30 

医療とＭＥ機器（画像診断）  1  1   30 

医療と法（看護関係法規）  1  1   30 

国際医療論  1  1   30 

政策医療論 1  1    30 

保健医療福祉システム論 2    2  15 

公衆衛生学 1    1  15 

疫学と保健統計 2   2   30 

医療・看護情報学の基礎 1   1   15 

英語論文の講読 1    1  15 

医療・看護情報学の応用と実践  1   1  30 

英語論文のクリティーク  1   1  30 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野
（
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
対
象
へ
の
看
護
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
） 

Ａ 

基
礎
看
護
学 

看護学概論 1  1    15 

看護倫理 1  1    30 

看護教育学 1     1 15 

ケアリング論  1  1   15 

看護におけるコミュニケーション  1  1   15 

家族看護学  1  1   15 

インタープロフェッショナルワーク演習 1    1   30 

看護体験実習 1  1    45 

看護体験展開実習 1  1    45 

Ｂ 

臨
床
看
護
技
術
学 

フィジカルアセスメント 1  1    30 

臨床判断論 1  1    15 

看護実践技術論 1  1    30 

看護実践技術展開論Ⅰ 
（生活過程における判断と援助） 

1  1    30 

看護実践技術展開論Ⅱ 
（治癒を促進する判断と援助） 

1  1    30 

臨床判断実習 1  1    45 

基礎実践統合実習 2   2   45 

Ｃ 

医
療
臨
床
実
践
看
護
学Ⅰ

 
看護過程と看護方法論 1  1    30 

クリティカルケア論 1   1   30 

終末期看護論 1   1   30 

クリティカルケアの探求  1   1  30 

終末期看護の探求  1   1  30 

リハビリテーション看護論 1   1   30 

セルフコントロール支援論 1   1   30 

クリティカルケア実習 2   2  45 

終末期看護実習 2   2  45 

周手術期看護実習  2  2  45 

セルフコントロール支援実習  2  2  45 

リハビリテーション看護実習  2  2  45 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野
（
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
対
象
へ
の
看
護
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
） 

Ｄ 
 

医
療
臨
床
実
践
看
護
学Ⅱ

 

成長発達と看護 1  1    15 

成長発達各期の特徴と看護実践 1  1    15 

長寿健康援助論 1  1    15 

長寿看護実践論 2   2   30 

成育看護論Ⅰ（母性の健康と看護） 2  2    15 

成育看護論Ⅱ（小児の健康と看護） 2  2    15 

成育看護実践論Ⅰ 
（周産期における看護実践） 

2    2   30 

成育看護実践論Ⅱ 
（小児の健康障害と看護実践） 

2   2   30 

障害者保健論(精神保健含む) 1  1    15 

障害者看護実践論 1   1   30 

在宅看護論 1   1   15 

在宅看護実践論 1   1   30 

精神看護実践論 1   1   30 

長寿看護学実習 2   2  45 

精神看護学実習 2   2  45 

成育看護学実習Ⅰ（母性） 2   2  45 

成育看護学実習Ⅱ（小児） 2   2  45 

障害者看護実習  2  2  45 

在宅療養支援実習 2    2  45 

Ｅ 

地
域
看
護
学 

地域看護学概論 1    1  15 

地域看護管理論 2    2  30 

地域看護活動展開論 2    2  30 

地域診断論 1    1  15 

職場・学校における健康論  1   1  30 

生活者からみた場と物の看護論  1   1  30 

地域看護活動展開論実習 2     2 45 

地域看護管理論実習 2     2 45 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野
（
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
対
象
へ
の
看
護
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
） 

Ｆ 

研
究 

看護研究 1   1   15 

看護研究演習Ⅰ 
（看護研究計画書の作成） 

1    1  30 

看護研究演習Ⅱ 
（看護研究の実践） 

1     1 30 

卒業研究 2     2 30 

ナレッジ統合実習 2    2  45 

Ｇ 

看
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学 

看護マネジメント論 1   1   30 

医療安全学 1    1   30 

災害看護学 1     1 15 

看護経済学  1    1 15 

感染症看護論  1    1 15 

マネジメント実習 2     2 45 

Ｈ 

キ
ャ
リ
ア
開
発 

看護職とキャリア形成  1    1 15 

リフレクション論  1    1 15 

先端医療看護  1    1 15 

看護専門職論 1   1   15 

チーム医療とスキルミクス演習 1     1 30 
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１－２．東が丘・立川看護学部  看護学科（平成 24 年度及び平成 25 年度入学生限り 

適用） 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

基
盤
分
野 

人
間
尊
重
と
人
間
関
係
の
形
成 

人間関係論 1  1    15 

心理学 1  1    15 

哲学  1 1    15 

倫理学  1 1    15 

人間と社会生活（現代社会論）  1 1    15 

家族関係論  1 1    15 

人間と法  2 2    15 

性と文化  1 1    15 

健
康
問
題
の

解
決 

論理的思考 2  2    15 

自然科学の基礎 1  1    15 

スポーツ科学  2 2    15 

自
己
啓

発
能
力 

統計学 2 

 

  2 

 

  15 

教育学 2 

 

  2 

 

  15 

キ
ャ
リ
ア
開
発
能
力 

情報リテラシー 1  1    15 

実用英語Ⅰ 2 

 

 2 

 

   15 

実用英語Ⅱ 2 

 

 2 

 

   15 

実用英語Ⅲ 2 

 

  2 

 

  15 

韓国語  1 1    15 

中国語  1 1    15 

国際関係論  1  1   15 

ボランティア論  1  1   15 

専
門
基
礎
分
野 

人
間
尊
重
と

人
間
関
係
の

形
成 

医療と法（看護関係法規） 1   1   15 

精神医療論 1   1   15 

健
康
問
題
の
解
決 

解剖生理学Ⅰ 2 

 

 2 

 

   15 

解剖生理学Ⅱ 2 

 

 2 

 

   15 

病理学 2 

 

 2 

 

   15 

生化学 1  1    15 

微生物学 1  1    15 

薬理学 1  1    15 

治療学概論 1  1    15 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
基
礎
分
野 

健
康
問
題
の
解
決 

疾病と治療Ⅰ（呼吸器系・消化器系） 2  2  

 

 

 

 

 

 

 

 

  15 

疾病と治療Ⅱ(血液系・循環器系） 2  2    15 

疾病と治療Ⅲ(神経系・骨筋系） 2   2   15 

疾病と治療Ⅳ（泌尿器系・生殖器系・内分泌系） 2   2   15 

疾病と治療Ⅴ（感覚器系・統合） 2   2   15 

臨床検査学演習 1   1   30 

臨床栄養学演習 1   1   30 

臨床薬理学演習 1   1   30 

公衆衛生学 2 

 

   2 

 

 15 

人間工学  1  1   15 

自
己
啓

発
能
力 

医療・看護情報学の基礎 1   1   15 

英語論文の講読 1    １  15 

キ
ャ
リ
ア

開
発
能
力 

政策医療論 1  1    15 

保健医療福祉システム論  1  1   15 

専
門
分
野 

基
礎
看
護
学 

看護学原論 1  1    15 

看護倫理 1  1    15 

看護基礎理論 1  1    15 

看護教育学 2     2 15 

基礎看護学体験実習 1  1    45 

基
礎
看
護
技
術
学 

看護実践技術論Ⅰ 
（日常生活における援助技術と判断） 

2  2    30 

看護実践技術論Ⅱ 
（治療・処置における援助技術と判断） 

1  1    30 

看護実践技術論Ⅲ（看護技術の統合） 1  1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  30 

ヘルスアセスメント 1  1    15 

フィジカルアセスメント 1  1    30 

看護過程と看護方法論 1  1    30 

基礎看護学展開実習 1 

2 

 1    45 

基礎看護学統合実習 2   2   45 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野 

臨
床
実
践
看
護
学 

成人看護学概論 1  1    15 

成人看護実践論Ⅰ（急性期） 1    1  30 

成人看護実践論Ⅱ（慢性期） 1   1   30 

成人看護実践論Ⅲ（回復期） 1   1   30 

成人看護実践論Ⅳ（終末期） 1    1  30 

成人看護学実習Ⅰ（急性期） 2    2  45 

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 2    2  45 

成人看護学実習Ⅲ（終末期） 2    2  45 

成人看護の探究 1    1  15 

老年看護学概論 1  1    15 

 老年看護実践論 2   2   30 

老年看護学実習Ⅰ 
（地域で暮らす高齢者への看護） 

2   2   45 

老年看護学実習Ⅱ 
（病と生きる高齢者への看護） 

2    2  45 

家族看護学 1   1   15 

母性看護学概論 2   2 

 

 

 

 

 

 

 

 

  15 

母性看護実践論 2    2  30 

母性看護学実習 2    2  45 

小児看護学概論 2   2   15 

小児看護実践論 2    2  30 

小児看護学実習 2    2  45 

精神看護学概論 1   1   15 

精神看護実践論 2    2  30 

精神看護学実習 2    2  45 

臨床コミュニケーション論 1   1   15 

障害者看護論 1

か

ま

た 

   1  15 

在宅看護学概論 2    2  15 

在宅看護実践論 2    2  30 

在宅看護学実習 2     2 45 

地
域
看
護
学 

地域看護学概論 1    1  15 

健康教育概論 1     1 15 

ヘルスプロモーション論 1     1 15 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野 

研
究 

看護研究の基礎 1    1  15 

英語論文のクリティーク 1     1 30 

卒業研究 3 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 30 

看
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

看護管理学 1     1 15 

医療安全学 1    1  15 

災害看護学 1     1 15 

看護学統合実習 3     3 45 

キ
ャ
リ
ア
開
発 

国際看護学 1    1  15 

チーム医療とスキルミックス 1     1 15 

看護職とキャリア形成 1     1 15 

ＮＰ論  1    1 15 

看護政策論  1    1 15 
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１－３．東が丘・立川看護学部  看護学科（平成 26 年度入学生限り適用） 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

基
盤
分
野 

人
間
尊
重
と
人
間
関
係
の
形
成 

人間関係論 1  1    15 

心理学 1  1    15 

哲学  1 1    15 

倫理学  1 1    15 

人間と社会生活（現代社会論）  1 1    15 

家族関係論  1 1    15 

人間と法  2 2    15 

性と文化  1 1    15 

健
康
問
題
の

解
決 

論理的思考 2  2    15 

自然科学の基礎 1  1    15 

スポーツ科学  2 2    15 

自
己
啓

発
能
力 

統計学 2 

 

  2 

 

  15 

教育学 2 

 

  2 

 

  15 

キ
ャ
リ
ア
開
発
能
力 

情報リテラシー 1  1    15 

実用英語Ⅰ 2 

 

 2 

 

   15 

実用英語Ⅱ 2 

 

 2 

 

   15 

実用英語Ⅲ 2 

 

  2 

 

  15 

韓国語  1 1    15 

中国語  1 1    15 

国際関係論  1  1   15 

ボランティア論  1  1   15 

専
門
基
礎
分
野 

人
間
尊
重
と

人
間
関
係
の

形
成 

医療と法（看護関係法規） 1   1   15 

精神医療論 1   1   15 

健
康
問
題
の
解
決 

解剖生理学Ⅰ 2 

 

 2 

 

   15 

解剖生理学Ⅱ 2 

 

 2 

 

   15 

病理学 2 

 

 2 

 

   15 

生化学 1  1    15 

微生物学 1  1    15 

薬理学 1  1    15 

治療学概論 1  1    15 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
基
礎
分
野 

健
康
問
題
の
解
決 

疾病と治療Ⅰ（呼吸器系・消化器系） 2  2  

 

 

 

 

 

 

 

 

  15 

疾病と治療Ⅱ(血液系・循環器系） 2  2    15 

疾病と治療Ⅲ(神経系・骨筋系） 2   2   15 

疾病と治療Ⅳ（泌尿器系・生殖器系・内分泌系） 2   2   15 

疾病と治療Ⅴ（感覚器系・統合） 2   2   15 

臨床検査学演習 1   1   30 

臨床栄養学演習 1   1   30 

臨床薬理学演習 1   1   30 

公衆衛生学 2 

 

   2 

 

 15 

人間工学  1  1   15 

自
己
啓

発
能
力 

医療・看護情報学の基礎 1   1   15 

英語論文の講読 1    １  15 

キ
ャ
リ
ア

開
発
能
力 

政策医療論 1  1    15 

保健医療福祉システム論  1  1   15 

専
門
分
野 

基
礎
看
護
学 

看護学原論 1  1    15 

看護倫理 1  1    15 

看護基礎理論 1  1    15 

看護教育学 2     2 15 

基礎看護学体験実習 1  1    45 

基
礎
看
護
技
術
学 

看護実践技術論Ⅰ 
（日常生活における援助技術と判断） 

2  2    30 

看護実践技術論Ⅱ 
（治療・処置における援助技術と判断） 

1  1    30 

看護実践技術論Ⅲ（看護技術の統合） 1  1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  30 

ヘルスアセスメント 1  1    15 

フィジカルアセスメント 1  1    30 

看護過程と看護方法論 1  1    30 

基礎看護学展開実習 1 

2 

 1    45 

基礎看護学統合実習 2   2   45 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野 

臨
床
実
践
看
護
学 

成人看護学概論 1  1    15 

成人看護実践論Ⅰ（急性期） 1    1  30 

成人看護実践論Ⅱ（慢性期） 1   1   30 

成人看護実践論Ⅲ（回復期） 1   1   30 

成人看護実践論Ⅳ（終末期） 1    1  30 

成人看護学実習Ⅰ（急性期） 2    2  45 

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 2    2  45 

成人看護学実習Ⅲ（終末期） 2    2  45 

成人看護の探究 1    1  15 

老年看護学概論 1  1    15 

 老年看護実践論 2   2   30 

老年看護学実習Ⅰ 
（地域で暮らす高齢者への看護） 

2   2   45 

老年看護学実習Ⅱ 
（病と生きる高齢者への看護） 

2    2  45 

家族看護学 1   1   15 

母性看護学概論 2   2 

 

 

 

 

 

 

 

 

  15 

母性看護実践論 2    2  30 

母性看護学実習 2    2  45 

小児看護学概論 2   2   15 

小児看護実践論 2    2  30 

小児看護学実習 2    2  45 

精神看護学概論 1   1   15 

精神看護実践論 2    2  30 

精神看護学実習 2    2  45 

臨床コミュニケーション論 1   1   15 

障害者看護論 1

か

ま

た 

   1  15 

在宅看護学概論 2    2  15 

在宅看護実践論 2    2  30 

在宅看護学実習 2     2 45 

地
域
看
護
学 

地域看護学概論 1    1  15 

健康教育概論 1     1 15 

ヘルスプロモーション論 1     1 15 
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・「災害看護学コース」：「災害看護学Ⅱ」を選択必修科目として履修すること。 

 

 

 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野 

研
究 

看護研究の基礎 1    1  15 

英語論文のクリティーク 1     1 30 

卒業研究 3 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 30 

看
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

看護管理学 1     1 15 

医療安全学 1    1  15 

災害看護学Ⅰ 1     1 15 

看護学統合実習 3     3 45 

キ
ャ
リ
ア
開
発 

災害看護学Ⅱ  2    2 15 

国際看護学 1    1  15 

チーム医療とスキルミックス 1     1 15 

看護職とキャリア形成  1    1 15 

ＮＰ論  1    1 15 

看護政策論  1    1 15 
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１－４．東が丘・立川看護学部  看護学科（平成 27 年度入学生から適用） 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

基
礎
分
野 

人
間
尊
重
と
人
間
関
係
の
形
成 

人間関係論 1   1    15 

心理学 1   1    15 

哲学   1 1    15 

倫理学   1 1    15 

社会学   1 1    15 

文化人類学   1 1    15 

法学   1 1    15 

健
康
問
題
の

解
決 

論理学 2   2    15 

自然科学の基礎 1   1    15 

スポーツ科学   2 2    15 

自
己
啓

発
能
力 

統計学 2    2   15 

教育学 2    2   15 

キ
ャ
リ
ア
開
発
能
力 

情報リテラシー 1   1    15 

実用英語Ⅰ 2   2    15 

実用英語Ⅱ 2   2    15 

実用英語Ⅲ 2    2   15 

中国語   1 1    15 

スペイン語   1 1    15 

社会保障制度概論   1  1   15 

ボランティア論   1  1   15 

専
門
基
礎
分
野 

人
間
尊
重

と
人
間
関

係
の
形
成 

医療と法（看護関係法規） 1   1   15 

健
康
問
題
の
解
決 

医学概論 1  1    15 

解剖生理学Ⅰ 2  2    15 

解剖生理学Ⅱ 2  2    15 

病理学 2  2    15 

生化学 1  1    15 

微生物学 1  1    15 

薬理学 1  1    15 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
基
礎
分
野 

健
康
問
題
の
解
決 

疾病と治療Ⅰ（呼吸器系・消化器系） 2   2    15 

疾病と治療Ⅱ（血液系・循環器系） 2   2    15 

疾病と治療Ⅲ（神経系・骨筋系） 2    2   15 

疾病と治療Ⅳ（泌尿器系・生殖器系・内分泌系） 2    2   15 

疾病と治療Ⅴ（感覚器系・統合） 2    2   15 

疾病と治療Ⅵ（精神系） 1    1   15 

臨床検査学演習 1    1   30 

臨床栄養学演習 1    1   30 

臨床薬理学演習 1    1   30 

公衆衛生学 2    2   15 

人間工学   1  1   15 

自
己
啓

発
能
力 

医療・看護情報学の基礎 1    1   15 

キ
ャ
リ
ア 

開
発
能
力 

実用医療英語 1     1  15 

政策医療論 1    1   15 

保健医療福祉システム論   1  1   15 

専
門
分
野 

基
礎
看
護
学 

看護学概論 1   1    15 

看護倫理 1   1    15 

看護理論 1    1   15 

看護教育学 1      1 15 

看護学体験実習 1   1    45 

基
礎
看
護
技
術
学 

看護実践技術論Ⅰ 
（日常生活における援助技術と判断） 

2   2    30 

看護実践技術論Ⅱ 
（治療・処置における援助技術と判断） 

1   1    30 

看護実践技術論Ⅲ（看護技術の統合） 1   1    30 

ヘルスアセスメント 1   1    15 

フィジカルアセスメント 1   1    30 

看護過程と看護方法論 1   1    30 

日常生活援助展開実習 1   1    45 

看護過程展開実習 2    2   45 
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区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

専
門
分
野 

臨
床
実
践
看
護
学 

成人看護学概論 1   1    15 

急性期看護論 2     2  15 

慢性期看護論 2    2   15 

成人・老年看護実践論 2     2  30 

成人看護学実習Ⅰ（急性期） 2     2  45 

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 2     2  45 

成人看護学実習Ⅲ（終末期） 2     2  45 

老年看護学概論 1   1    15 

老年期看護論 1    1   15 

老年看護実践論 1    1   30 

老年看護学実習Ⅰ 
（地域で暮らす高齢者の看護） 

2    2   45 

老年看護学実習Ⅱ 
（病と生きる高齢者の看護） 

2     2  45 

母性看護学概論 2    2   15 

母性看護実践論 2     2  30 

母性看護学実習 2     2  45 

小児看護学概論 2    2   15 

小児看護実践論 2     2  30 

小児看護学実習 2     2  45 

精神看護学概論 1    1   15 

精神看護実践論 2     2  30 

精神看護学実習 2     2  45 

臨床コミュニケーション論 1    1   15 

障害者看護論 1     1  15 

統
合
分
野 

在
宅
看
護
学 

家族看護学 1    1   15 

在宅看護学概論 2     2  15 

在宅看護実践論Ⅰ(在宅における看護技術と危

機管理) 1     1  30 

在宅看護実践論Ⅱ(地域におけるケアシステム

と連携) 1      1 30 

在宅看護学実習 2      2 45 
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・「災害看護学コース」：「災害看護学Ⅱ」を選択必修科目として履修すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区
分 

科 目 

単位数 配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

統
合
分
野 

地
域
看
護
学 

地域看護学概論 1    1   15 

自立支援教育論 1    1   15 

疾病予防看護学 1    1   15 

研
究 

看護研究の基礎 1     1  15 

英語論文のクリティーク 1     1  30 

卒業研究 3      3 30 

看
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

看護管理学 1     1  15 

医療安全学 1     1  15 

災害看護学Ⅰ 1    1   15 

災害看護学Ⅱ   2   2  15 

看護学統合実習 3      3 45 

キ
ャ
リ
ア
開
発 

国際看護学 1     1  15 

チーム医療論 1      1 15 

看護職とキャリア形成   1    1 15 

ＮＰ論   1    1 15 

看護政策論   1    1 15 
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別表第３ 

１－１．助産学専攻科（平成 23 年度入学生まで適用）＜削除＞ 

１－２．助産学専攻科（平成 24 年度入学生から適用） 

区分 授業科目 

単位数 1 単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

助
産
学
基
礎
・ 

関
連
領
域 

助産学概論 2  15 

生殖の形態と機能 2  15 

母子と栄養 1  15 

家族支援論 1  15 

ウイメンズヘルス 1  15 

助
産
学
実
践
領
域 

助産診断・技術学Ⅰ 3  30 

助産診断・技術学Ⅱ 3  30 

周産期の生理と病態 2  15 

健康教育論 1  15 

地域母子保健学 2  15 

助産管理学 2  15 

助
産
学
実
習 

助産学実習Ⅰ（分娩介助実習） 6  45 

助産学実習Ⅱ（長期継続実習） 2  45 

助産学実習Ⅲ（NICU・GCU 見学実習） 1  45 

助産学実習Ⅳ（集団への健康教育） 1  45 

助産学実習Ⅴ（助産管理学実習） 1  45 

助
産
学
発
展
領
域 

助産学研究 1  30 

生命倫理学 1  15 

医療安全管理学 1  15 

代替医療論  1 15 

リラクゼーション論  1 15 

計 34 2  
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別表第４   医療保健学部及び東が丘・立川看護学部  検定料   （単位 円） 

        学部 

費目 
 看護学科  医療栄養学科 医療情報学科 

検定料 35,000 35,000 35,000 

 

別表第５ 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部  学費、諸納金  （単位 円） 

         学部 

 

費目 

 

看護学科 

 

医療栄養学科 

 

 

医療情報学科 

学 

 

 

 

 

費 

 

入学金 

 

 

500,000 

 

 

300,000 

 

 

300,000 

 

授業料 

 

 

1,000,000 

 

 

800,000 

 

 

700,000 

 

 

施設費 

 

300,000 

 

 

300,000 

 

300,000 

 

 

維持費 

 

150,000 

 

 

150,000 

 

 

150,000 

実験実習費 別に定める 

ところによる 

参加実習毎に  

個別徴収 

参加実習毎に  

個別徴収 

 ① 授業料、施設費は４月と１０月に１/２ずつ納入。 

② 入学金は、入学時のみの納入とし、翌年度以降は納入不要。 

③ 在学中の学費は経済情勢の変動により改定することがある。 

④ 諸納金については別に定めるところによる。 

 

別表第６ 助産学専攻科 検定料、学費及び諸納金       （単位 円） 

検定料 入学金 授業料 実験実習費 維持運営費 

35,000 210,000 500,000 550,000 150,000 

※諸納金については別に定めるところによる。 
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別表第７ 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部  科目等履修生の学費（単位 円） 

        学部 

費目 
 看護学科  医療栄養学科 医療情報学科 

選考料 35,000 

在籍料 別に定める 

受講料 別に定める 

 

別表第８ 医療保健学部及び東が丘・立川看護学部  研究生の学費  （単位 円） 

        学部 

費目 
 看護学科  医療栄養学科 医療情報学科 

在籍料 別に定める 
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東京医療保健大学 大学院学則 

第１章    総   則 

（理念・目的） 

第１条 科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動を通

じて学際的・国際的視点から医療保健学を伝授し臨床現場における卓越

した実践能力及び研究・教育・管理能力を有する高度専門職業人の育成

を目的とする。 

 

（名称） 

第２条 本大学院は東京医療保健大学大学院と称する。 

  ２ 本大学院には、医療保健学研究科及び看護学研究科を置く。 

 

（医療保健学研究科の理念・目的） 

第２条の２ 医療保健学研究科においては、「科学技術に基づく正確な医療保健の

学問的教育・研究及び臨床活動」及び「寛容と温かみのある人間性

と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に基づき、「学際的・国際

的な視点から医療保健学を教授し、臨床現場における卓越した実践

能力及び研究・教育・管理能力を持つ高度専門職業人の育成」を図

るとともに、「教育・研究を通して医療保健学の発展に寄与する人材

の育成」を図る。 

 

（看護学研究科の理念・目的） 

第２条の３ 看護学研究科においては、「高度な判断力、実践力及び教育研究・管

理能力を通して、医療・保健・福祉に対する時代・社会のニーズに

的確・迅速に対応し、チーム医療を支えることができる高度専門看

護職の育成」及び「研究・教育の探究を通して、看護学の発展に寄

与することができる人材の育成」を図る。 

 

（自己評価等） 

第３条 本大学院は、教育研究水準の向上を図り、大学院の目的及び社会的使命

を達成するため大学院における教育及び研究活動等について自ら点検及

び評価を行いその結果を公表する。 

  ２ 本大学院に自己点検・評価を行うため、東京医療保健大学大学院自己点

検・評価委員会を独立した特別委員会として設置する。 

  ３ 自己点検・評価に関する事項は別に定める。 

 

【資料 1-3】 



 

 2 

第２章    研  究  科 

（研究科・専攻・課程及び学生定員） 

第４条 本大学院に設置する研究科・専攻・課程及び学生定員は、次のとおりとする。 

医療保健学研究科 修士課程 博士課程 

医療保健学専攻 
入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

２５名 ５０名 ４名 １２名 

 

看護学研究科 修士課程 博士課程 

看護学専攻 
入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

３０名 ６０名 ２名 ６名 

 

第３章  修業年限、学年、学期、休業日 

（修業年限） 

第５条 修士課程の標準修業年限は２年とする。ただし、在学年限は３年とする。 

２  博士課程の標準修業年限は３年とする。ただし、在学年限は５年とする。 

 

（学年） 

第６条 学年は４月１日にはじまり翌年３月３１日に終了する。 

 

（学期）  

第７条 学年を分けて、次の２学期とする。 

      前期 ４月１日から９月３０日 

      後期 １０月１日から翌年３月３１日 

 

（１年間の授業期間） 

第８条 各学年の授業を行う期間は、３０週にわたることを原則とする。 

 

（休業日） 

第９条 休業日は次のとおりとする。 

   （１）日曜日。 

   （２）国民の祝日に関する法律に規定する日。 

   （３）その他理事長が指定した日。 

２ 必要であると認める場合は、前項の定めにかかわらず、臨時に休業日を

設け、又は休業日を変更することがある。  
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第４章  入学・休学等 

（入学の時期） 

第１０条 本大学院の入学の時期は学年の始めとする。 

 

（入学資格） 

第１１条 修士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

    （１）大学を卒業した者。 

    （２）学校教育法第１０４条第４項の規定に基づき学士の学位を授与さ

れた者。 

    （３）外国において学校教育における１６年の課程を修了した者。 

    （４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修

了した者。 

    （５）我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置づけられた教育施設にあって、文部

科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者。 

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であること、その他の

文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る） で文部科学大臣

が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者。 

（７）文部科学大臣の指定した者。 

（８）本大学院において大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者。 

   ２ 看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コースに入学できる者 

は、前項に定めるほか、看護師免許取得の女子とする。 

３ 博士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）修士の学位又は専門職学位を有する者。 

（２）外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与

された者。 

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者。 

（４）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文

部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者。 

（５）国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与

された者。 

（６）文部科学大臣の指定した者。 

（７）本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有
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する者と同等以上の学力があると認められた者 

 

（入学の出願） 

第１２条 本大学院に入学を志願する者は、本大学院所定の入学願書に検定料を 

そえて提出しなければならない。 

 

（入学者の選抜） 

第１３条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選抜を行う。 

 

（入学手続き及び入学許可） 

第１４条 前条の選抜結果により合格通知を受けたものは、所定の期日まで本 

     大学院所定の書類を提出するとともに、所定の学費を納付しなけれ 

     ばならない。 

   ２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（休学） 

第１５条 病気その他やむ得ない事情のため２ヶ月以上修学できない場合は学長 

の許可を得て休学することができる。 

   ２ 休学期間は、通算して修士課程は２年、博士課程は３年を超えること 

はできない。 

   ３ 休学の期間は第５条の在学年限に算入しない。 

   ４ 休学期間中の学費については別に定める。 

 

 (復学) 

第１５条の２ 休学者が復学しようとするときは、復学願を学長に提出し、許可

を受けなければならない。 

 

（退学及び再入学） 

第１６条 退学しようとする者は、退学を願い出て学長の許可を受けなければな 

らない。 

   ２ 再入学を志願する者は、本大学院所定の書類に再入学選考料をそえて

提出しなければならない。 

 

（除籍） 

第１７条 次の各号に該当する者は、学長が除籍する。 

     （１）第５条に定める在学年限を超えた者。 

     （２）学費を滞納し督促を受けても納入しない者。 

     （３）第１５条に定める休学の期間を超えても復学しない者。 

     （４）死亡した者及び長期間にわたり行方不明の者。 
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(休学等の手続き) 

第１７条の２ 第 15 条(休学) ～第１７条(除籍)に係る手続きについては、 

      学長が別に定める。 

 

第５章 教育課程及び履修方法等 

（授業科目） 

第１８条 本大学院の授業科目については、修士課程は別表１－１、別表１－２、

別表２－３、別表２－４、別表２－５、別表２－６、別表２－７、別

表２－８、別表２－９、別表２－１０、別表２－１１及び別表２－１

２、博士課程は別表３及び別表４のとおりとする。 

 

（授業及び研究指導） 

第１９条 修士課程の教育は、授業科目の履修及び修士論文の作成又はこれに代

わる特定の課題の研究に対する指導（以下「研究指導」）によって行う

ものとする。 

   ２ 博士課程の教育は、授業科目の履修及び博士論文の作成に対する指導

（以下「研究指導」）によって行うものとする。 

   ３ 研究指導についての細目は別に定める。 

 

（教育上特別の必要がある場合の授業及び研究指導） 

第２０条 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時

間又は時期において授業又は研究指導を行う等適当な方法により教育

を行うことができる。 

 

（他の大学院等の授業科目の履修） 

第２１条 研究科において教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院におい

て履修した授業科目について修得した単位を、１０単位を超えない範

囲で、研究科における授業履修により修得したものとみなすことがで

きる。 

 

（他の大学院等における研究指導） 

第２２条 研究科において教育上有益と認めるときは、他の大学院等又は研究所

等と予め協議のうえ、学生が当該大学院等又は研究所等において必要

な研究指導を受けることができる。ただし、期間は１年を超えないも

のとする。 

 

（単位） 

第２３条 研究科及び専攻における授業科目の単位数については、修士課程は別
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表１－１、別表１－２、別表２－３、別表２－４、別表２－５、別表

２－６、別表２－７、別表２－８、別表２－９、別表２－１０、別表

２－１１及び別表２－１２、博士課程は別表３及び別表４のとおりと

する。 

   ２ 授業科目の履修及び単位の取得方法は、本大学院の履修要綱に準拠す

るものとする。 

   ３ 授業科目の単位の算出は、次の基準によって計算する。 

    （１）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で別

に定める授業時間をもって１単位とする。 

    （２）実験及び実習については、３０時間から４５時間までの範囲で別

に定める時間の授業をもって１単位とする。 

 

（単位の認定及び成績の評価） 

第２４条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

     ただし、試験は論文、実技、平素の成績等によってこれに代えること

がある。 

   ２ 医療保健学研究科修士課程の試験の成績及び修士の学位論文審査又は

第１９条の特定の課題についての研究の成果の審査の成績はＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄの評価で表し、Ｃ以上を合格とし、Ｄは不合格とする。 

   ３ 看護学研究科修士課程の試験の成績及び学位論文審査または第１９条

の特定の課題についての研究の成果の審査の成績はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

評価で表し、Ｃ以上を合格とし、Ｄは不合格とする。 

４ 医療保健学研究科博士課程の学位論文審査及び最終試験の成績は、合

格、不合格とする。 

５ 看護学研究科博士課程の学位論文審査及び最終試験の成績は、合格、

不合格とする。 

 

（追試験） 

第２５条 病気その他のやむえない事情により前条第１項の試験を受けなかった

者には、追試験を行うことがある。 

 

（医療保健学研究科の修了要件） 

第２６条 医療保健学研究科修士課程を修了するためには、２年以上在学し、所

定の科目について３０単位以上を修得するとともに、必要な研究指導

を受け、かつ、修士の学位論文審査及び最終試験に合格しなければな

らない。ただし、研究科細則の定めるところにより、特定の課題につ

いての研究の成果の審査をもって修士の学位論文審査に代えることが

できる。また、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者に関して

は、特例として１年以上在学すれば足りるものとする。 
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   ２ 博士課程を修了するためには、３年以上在学し所定の科目について 

１０単位以上を修得するとともに、必要な研究指導を受け、かつ、博

士の学位論文審査及び最終試験に合格しなければならない。 

 

（看護学研究科の修了要件） 

第２６条の２ 看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コースを修了する

ためには、２年以上在学し、所定の科目について５８単位以上（必

修５４単位、選択４単位）を修得するとともに、必要な研究指導

を受け、かつ、特定の課題についての研究の成果の審査及び最終

試験に合格しなければならない。 

   ２ 看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コースを修了するため

には、２年以上在学し、所定の科目について３３単位以上を修得する

とともに、必要な研究指導を受け、かつ、修士の学位論文審査または

特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格しなけれ

ばならない。 

３ 看護学研究科修士課程看護学専攻看護科学コースを修了するためには、 

２年以上在学し、所定の科目について３０単位以上を修得するととも 

に、必要な研究指導を受け、かつ、修士の学位論文審査及び最終試験 

に合格しなければならない。 

４ 博士課程を修了するためには、３年以上在学し、所定の科目について 

１０単位以上を修得するとともに、必要な研究指導を受け、かつ、 

博士の学位論文審査及び最終試験に合格しなければならない。 

 

（助産師国家試験受験資格） 

第２６条の３ 看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コースのうち、助

産師国家試験受験資格取得に必要となる単位を含め５８単位以上

を修得し、修了を認定された者は、助産師国家試験の受験資格を

取得できるものとする。 

 

（特定行為に係る看護師の研修制度の指定研修修了及び修了証の交付） 

第２６条の４ 看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コースのカリキュ

ラムは、特定行為に係る看護師の研修制度（以下、特定行為研修）

に必要な科目を包括しており、本コースは特定行為研修の指定機

関に認定されている。本コースを修了した者については、特定行

為研修管理委員会において修了認定を行うとともに修了認定者に

は修了証を交付する。 

 

（学位の授与） 

第２７条 本大学院の修士課程を修了した者に対し、修士の学位を、博士課程を

修了した者に対し、博士の学位を授与する。 

   ２ 学位に付記する専門領域の名称は次のとおりとする。 

     医療保健学研究科（修士課程） 
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      医療保健学専攻   修士（看護マネジメント学） 

                修士（感染制御学） 

                修士（医療栄養学） 

                修士（医療保健情報学） 

                修士（助産学） 

修士（周手術医療安全学） 

修士（滅菌供給管理学） 

修士（看護実践開発学） 

     看護学研究科（修士課程） 

      看護学専攻     修士（看護学） 

                修士（助産学） 

 

     医療保健学研究科（博士課程） 

      医療保健学専攻   博士（感染制御学） 

                博士（周手術医療安全学） 

                博士（看護学） 

看護学研究科（博士課程） 

      看護学専攻     博士（看護学） 

 

第６章 検定料、入学料、授業料 

（授業料等の額及び徴収方法） 

第２８条 検定料、入学料、授業料の額及び徴収方法は別に定めるところによる。 

 

第７章 科目等履修生、聴講生、研究生、委託生 

（科目等履修生、聴講生） 

第２９条 本大学院の開設する授業科目を履修もしくは聴講を希望する者に対し

ては、授業の支障のない限り、選考の上、科目等履修生として履修あ

るいは聴講生として聴講を許可することがある。 

   ２ 科目等履修生の入学資格は第１１条に定める者とする。 

   ３ 科目等履修生及び聴講生に関して必要な事項は別に定める。 

 

（研究生、委託生） 

第３０条 本大学院において、特定の研究課題について指導を受けようとする者

については、教育研究に支障のない限り、研究生として受入を許可す

ることがある。 

   ２ 企業、公共機関等から、その所属職員について、特定の授業科目の履

修及び研究指導の委託があったときは、教育研究に支障がない限り、
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選考の上、委託生として受入を許可することがある。 

   ３ 研究生、委託生に関し必要な事項は別に定める。  

 

第８章 運営組織 

（教職員構成） 

第３１条 本大学院教職員の構成は次のとおりとする。 

学長、副学長、研究科長、専攻主任、教員 

大学経営会議室長、事務局長、事務長 

教務職員、事務職員 

その他必要に応じて役職者を置く。 

 

（大学経営会議） 

第３２条 大学院研究科の経営に関する重要な事項を審議するため、大学経営会

議を置く。 

   ２ 大学経営会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

   （１）理事長。 

   （２）理事及び評議員の中から理事長が指名する者 7名。 

   （３）教授会構成員の中から及び学長・副学長を含め理事長が指名する者

10 名。 

   ３ 理事長は大学経営会議議長となる。 

   ４ 大学経営会議の事務局として大学経営会議室を置く。 

５ 大学経営会議の運営は、これを別に定める。 

６ 大学経営会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１）中長期計画の策定に関する事項。 

（２）学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項。 

（３）大学院予算案の作成及び決算処理の方針に関する事項。 

（４）教員人事に関する事項。 

（５）研究科その他重要な施設・組織の設置改廃に関する事項。 

（６）学生の定員に関する事項。 

（７）その他、重要な事項及び理事会の諮問に関する事項。 

 

（教授会の設置等） 

第３３条 医療保健学研究科及び看護学研究科にそれぞれ教授会を置く。 

   ２ 教授会は、研究科担当の専任教授、准教授をもって組織し、学長及び 

     副学長は必要に応じて出席することができる。 

   ３ 教授会には前項に定めるもののほか研究科担当の教員を加えることが

できる。 

    ４ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当た 
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     り意見を述べるものとする。 

    (1) 入学、課程の修了。 

    (2) 学位の授与。 

    (3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要事項で教授会 

の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの。 

   ５ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長(以下 

     「学長等」という。)がつかさどる教育研究に関する事項について審議 

     し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

 

   ６ 教授会の規定は別に定める。 

 

第９章 賞  罰 

（表彰） 

第３４条 人物及び学業優秀な者、また学生として模範とするに足る者があると

きは、学長はこれを表彰することがある。 

 

 

（懲戒） 

第３５条 本学の学則または訓育の趣旨に違背した学生に対し必要があると認め

たときは、学長は懲戒することがある。 

   ２ 前項に規定する懲戒の種類は、訓戒、停学及び退学とする。  

 

第１０章 細  則 

（細則） 

第３６条 本学則施行についての細則その他必要な事項は別に定める。 

 

附則 

本学則は平成１９年４月１日から施行する。 

 附則 

本学則は平成２１年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２２年４月１日から施行する。 

附則 

１．第２６条の２（看護学研究科の修了要件）第２項については、平成２２

年１０月２０日から施行する。 

２．第２６条の２（看護学研究科の修了要件）第１項については、平成２３

年４月１日から施行する。 
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３．第２６条の２（看護学研究科の修了要件）第２項については、平成２２

年度入学生の修了をもって削除する。 

 附則 

  本学則は平成２４年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２５年４月１日から施行する。 

附則 

本学則は平成２５年５月２９日から施行する。 

附則 

 本学則は平成２６年４月１日から施行する。 

 附則 

   本学則は平成２７年４月１日から施行する。 

 附則 

  本学則は平成２８年４月１日から施行する。 
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［別表１－１］授業科目（医療保健学研究科修士課程） 

(平成 27 年度入学生まで適用) 

授業科目名 単位数 

必修科目 

医療保健管理学 

総合人間栄養学特論 

安全管理情報学 

サーベイランス特論 

医療経営特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

選択科目 

看護マネ

ジメント

学領域 

組織の経済学 

疫学・保健統計論 

スピリチュアルケア史 

看護マネジメント特論Ⅰ【人材育成】 

看護マネジメント特論Ⅱ【看護情報のマネジメント】 

看護マネジメント特論Ⅲ【人材活用】 

看護マネジメント特論Ⅳ【質保証、リスクマネジメント、クリティカルパス論】 

ケアマネジメント特論 

精神保健学 

看護政策論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

看護実践

開発学領

域 

看護実践開発特論Ⅰ【看護実践構築論】 

看護実践開発特論Ⅱ【対象看護開発論】 

看護実践開発特論Ⅲ【広域ケア開発論】 

看護実践開発特論Ⅳ【看護実践発信論】 

看護実践研究方法論 

看護学教育指導論 

看護学教育指導演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

助産学領

域 

臨床助産学特論 

臨床助産学演習 

助産学教育特論 

助産学教育演習 

助産学特論Ⅰ【リプロダクティブヘルス／ライツ】 

助産学特論Ⅱ【ウイメンズヘルス】 

助産学特論Ⅲ【母子保健活動論】 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

感染制御

学領域 

感染制御学特論Ⅰ【洗浄・消毒・滅菌学、ファシリティ・マネジメ

ント学、手指衛生学、周手術期医学、個人用防護具学、演習】 

感染制御学特論Ⅱ【臨床微生物検査学】 

感染制御看護学特論 

職業感染制御学 

殺菌消毒薬学 

４ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 
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周手術医

療安全学

領域 

周手術医療安全学特論Ⅰ【周手術感染制御学・周手術滅菌

消毒学・手術環境微生物学】 

周手術医療安全学特論Ⅱ【周手術臨床安全工学・周手術医

療安全マネジメント学・手術環境安全学】 

組織の経済学 

疫学・保健統計論 

感染制御学特論Ⅰ【洗浄・消毒・滅菌学、ファシリティ・マネジメ

ント学、手指衛生学、周手術期医学、個人用防護具学、演習】 

感染制御学特論Ⅱ【臨床微生物検査学】 

職業感染制御学 

殺菌消毒薬学 

１ 

 

１ 

 

２ 

２ 

４ 

 

２ 

２ 

２ 

滅菌供給

管理学領

域 

滅菌供給管理学特論Ⅰ【医療機器の洗浄、各種滅菌法】 

滅菌供給管理学特論Ⅱ【医療機器の洗浄・滅菌のモニタリ

ングとバリデーション、滅菌物の保管と運用】 

２ 

２ 

 

医療栄養

学領域 

 

 

 

 

 

 

 

臨床栄養学特論 

臨床栄養学演習 

ライフステージ栄養学特論 

ライフステージ栄養学特論演習 

医療薬学特論 

臨床消化器特論 

医療食品衛生学 

公衆栄養学特論 

公衆栄養学特論演習 

生体防御機能論 

ニュートリションサポートチーム特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

情報その

他領域 

 

医療情報コミュニケーター論 

医療情報テクノロジー特論 

医療知識処理論 

死生学概論 

２ 

２ 

２ 

２ 

研究演習 
研究演習Ⅰ 

研究演習Ⅱ 

４ 

４ 
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［別表１－２］授業科目（医療保健学研究科修士課程） 

(平成 28 年度入学生から適用) 

授業科目名 単位数 

必修科目 

医療保健管理学 

総合人間栄養学特論 

安全管理情報学 

サーベイランス特論 

医療経営特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

選択科目 

看護マネ

ジメント

学領域 

組織の経済学 

疫学・保健統計論 

看護マネジメント特論Ⅰ【人材育成】 

看護マネジメント特論Ⅱ【看護情報のマネジメント】 

看護マネジメント特論Ⅲ【人材活用】 

看護マネジメント特論Ⅳ【質保証、リスクマネジメント、クリティカルパス論】 

ケアマネジメント特論 

精神保健学 

看護政策論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

看護実践

開発学領

域 

看護実践開発特論Ⅰ【看護実践構築論】 

看護実践開発特論Ⅱ【対象看護開発論】 

看護実践開発特論Ⅲ【広域ケア開発論】 

看護実践開発特論Ⅳ【看護実践発信論】 

看護実践研究方法論 

看護学教育指導論 

看護学教育指導演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

助産学領

域 

臨床助産学特論 

臨床助産学演習 

助産学教育特論 

助産学教育演習 

助産学特論Ⅰ【リプロダクティブヘルス／ライツ】 

助産学特論Ⅱ【ウイメンズヘルス】 

助産学特論Ⅲ【母子保健活動論】 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

感染制御

学領域 

周手術医

療安全学

領域 

滅菌供給

管理学領

域 

感染制御学・周手術医療安全学・滅菌供給管理学 特論Ⅰ

【洗浄・消毒・滅菌学、ファシリティ・マネジメント学、

手指衛生学、周手術期医学、個人防護具学、歯科領域感染

制御、演習】 

４ 

感染制御

学領域 

感染制御学特論Ⅱ【臨床微生物検査学】 

感染制御マネジメント学特論 

職業感染制御学 

殺菌消毒薬学 

２ 

２ 

２ 

２ 
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周手術医

療安全学

領域 

周手術医療安全学特論Ⅱ【周手術臨床安全工学・周手術医

療安全マネジメント学・手術環境安全学】 

 

１ 

 

 

滅菌供給

管理学領

域 

滅菌供給管理学特論Ⅱ【各種滅菌法・医療機器の洗浄・滅

菌のモニタリングとバリデーション、滅菌物の保管と運

用】 

２ 

 

医療栄養

学領域 

臨床栄養学特論 

臨床栄養学演習 

ライフステージ栄養学特論 

ライフステージ栄養学特論演習 

医療薬学特論 

臨床消化器特論 

医療食品衛生学 

公衆栄養学特論 

公衆栄養学特論演習 

生体防御機能論 

ニュートリションサポートチーム特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

医療保健

情報学領

域 

医療情報コミュニケーター論 

医療情報テクノロジー特論 

医療知識処理論 

死生学概論 

２ 

２ 

２ 

２ 

研究演習 
研究演習Ⅰ 

研究演習Ⅱ 

４ 

４ 
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［別表２-１］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コース） 

（平成２２年度入学生限り適用）＜削除＞ 

 

［別表２-２］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コース） 

（平成２４年度入学生まで適用）＜削除＞ 

 

［別表２-３］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コース） 

（平成２５年度及び平成２６年度入学生限り適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

クリティカルＮＰ特論 １  １  １５ 

人体構造機能論 ２  ２  １５ 

クリティカル疾病特論 ２  ２  ３０ 

診察・診断学特論（包括的健康アセスメント） ２  ２  １５ 

フィジカルアセスメント学演習 ２  ２  ３０ 

臨床推論 ２  ２  ３０ 

診断のためのＮＰ実践演習 ２  ２  ３０ 

臨床薬理学特論 ２  ２  １５ 

治療のためのＮＰ特論 ２  ２  １５ 

治療のためのＮＰ実践演習 ４  ４  ３０ 

統合実習 １７   １７ ４５ 

医療倫理特論 １  １  １５ 

コンサルテーション・インフォームドコンセント特論 １  １  １５ 

チーム医療とスキルミックス １  １  １５ 

医療安全特論 １  １  １５ 

政策医療特論 １  １  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２  １５ 

看護教育学特論  ２ ２  １５ 

看護管理学特論  ２ ２  １５ 

研究特論 ２  ２  １５ 

課題研究 ５  ５ ３０ 

原著論文講読 ２  ２  ３０ 

計 ５２ ６ ３６ ２２  
 
 ※NP：Nurse Practitioner(ナース・プラクティショナー) 
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［別表２-４］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践看護コース） 

（平成２７年度入学生から適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 １単位 

当たりの

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

クリティカルＮＰ特論 １  １  １５ 

人体構造機能論 ２  ２  １５ 

クリティカル疾病特論 ２  ２  ３０ 

診察・診断学特論（包括的健康アセスメント） ２  ２  １５ 

フィジカルアセスメント学演習 ２  ２  ３０ 

臨床推論 ３  ３  ３０ 

診断のためのＮＰ実践演習 ２  ２  ３０ 

臨床薬理学特論 ２  ２  １５ 

治療のためのＮＰ特論 ２  ２  １５ 

治療のためのＮＰ実践演習 ４  ４  ３０ 

統合演習 １   １ ３０ 

統合実習 １７   １７ ４５ 

医療倫理特論 １  １  １５ 

コンサルテーション・インフォームドコンセント特論 １  １  １５ 

チーム医療とスキルミックス １  １  １５ 

医療安全特論 １  １  １５ 

政策医療特論 １  １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２  １５ 

看護教育学特論  ２ ２  １５ 

看護管理学特論  ２ ２  １５ 

研究特論 ２  ２  １５ 

原著論文講読 ２  ２  ３０ 

課題研究 ５  ５ ３０ 

計 ５４ ８ ３９ ２３  
 
 ※NP：Nurse Practitioner(ナース・プラクティショナー) 
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［別表２-５］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コース） 

（平成２６年度入学生まで適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎 

助
産
学 

家族社会学特論  １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論  １ １  １５ 

助
産
診
断
技
術
学 

助産臨床推論（産科救急含む） １  １  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  ３０ 

ウイメンズヘルス演習 

（思春期・成熟期・更年期の性教育） 
２   ２ ３０ 

不妊・遺伝カウンセリング  １ １  ３０ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

実
践
助
産
学 

助産実践力発展実習 ３   ３ ４５ 

ＥＢＰＭ探究論 

（エビデンスに基づいた助産実践） 
１   １ １５ 

ＥＢＰＭ展開論 ３   ３ ４５ 

地域助産実践論 ６  ６ ４５ 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

助産学特別研究 ５  ５ ３０ 

計 ３０ １０ １４ ２６  
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［別表２-６］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コース） 

（平成２７年度入学生限り適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎
助
産
学 

家族社会学特論  １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論  １ １  １５ 

助産フィジカルアセスメント学演習  １ １  ３０ 

助
産
診
断
技
術
学 

助産臨床推論 １  １  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  １５ 

ウイメンズヘルス演習 ２  ２  ３０ 

不妊症・遺伝看護学特論  １ １  １５ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

実
践
助
産
学 

助産実践力発展実習 ３   ３ ４５ 

ＥＢＰＭ探究論 

（エビデンスに基づいた助産実践） 
１  １  １５ 

ＥＢＰＭ展開論 ３   ３ ４５ 

地域助産学実習 ６  ６ ４５ 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

助産学特別研究 ５  ５ ３０ 

計 ３０ １３ ２０ ２３  

 



 

 20 

［別表２-７］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コース） 

（平成２８年度入学生から適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 １単位 

当たりの 

時間数 

必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎
助
産
学 

家族社会学特論  １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論  １ １  １５ 

助産フィジカルアセスメント学演習  １ １  ３０ 

助
産
診
断

技
術
学 

助産臨床推論 １  １  １５ 

助産診断・技術学特論 ３  ３  １５/３０ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  １５ 

ウイメンズヘルス演習 ２  ２  ３０ 

不妊症・遺伝看護学特論  １ １  １５ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

実
践
助
産
学 

助産実践力強化演習 ３   ３ ３０ 

ＥＢＰＭ探究論 

（エビデンスに基づいた助産実践） 
１  １  １５ 

助産所実習 ６  ６ ４５ 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

助産学特別研究 ８  ８ ３０ 

計 ３０ １３ ２０ ２３  
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［別表２-８］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コースの 

うち助産師国家試験受験資格取得を目指す者） 

（平成２６年度入学生まで適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎
助
産
学 

助産学概論 １  １  １５ 

生殖機能学（正常・異常） ２  ２  １５ 

助産薬理学特論 １  １  １５ 

助産栄養学特論  １  １  １５ 

家族社会学特論   １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論   １ １  １５ 

助産のためのフィジカルアセスメント １  １  ３０ 

助
産
診
断
技
術
学 

助産臨床推論（産科救急含む） １  １  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

産褥期診断・技術学 ２  ２  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  ３０ 

ウイメンズヘルス演習  
（思春期・成熟期・更年期の性教育） 

２   ２ ３０ 

不妊・遺伝カウンセリング  １ １  ３０ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

助産管理学特論 ２  ２  １５ 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

母
子 

保
健
学 

地域母子保健学特論 １  １  １５ 

実
践
助
産
学 

助産学基礎実習 ３  ３  ４５ 

助産実践力開発実習 ５  ５  ４５ 

助産実践力発展実習 ３   ３ ４５ 

ＥＢＰＭ探究論 
（エビデンスに基づいた助産実践） 

１   １ １５ 

ＥＢＰＭ展開論 ３   ３ ４５ 

地域助産実践論 ６  ６ ４５ 
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科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

課題研究 ２  ２ ３０ 

計 ５２ １０ ３９ ２３  
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［別表２-９］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コースの 

うち助産師国家試験受験資格取得を目指す者） 

（平成２７年度入学生限り適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎
助
産
学 

助産学概論 １  １  １５ 

生殖機能学（正常・異常） ２  ２  １５ 

助産薬理学特論 １  １  １５ 

助産栄養学特論  １  １  １５ 

家族社会学特論   １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論   １ １  １５ 

助産フィジカルアセスメント学演習 １  １  ３０ 

助
産
診
断
技
術
学 

助産臨床推論 １  １  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

妊娠期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

分娩期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

産褥期診断・技術学 ２  ２  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅰ ２  ２  １５ 

新生児期診断・技術学Ⅱ １  １  １５ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  １５ 

ウイメンズヘルス演習 ２  ２  ３０ 

不妊症・遺伝看護学特論  １ １  １５ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

助産管理学特論 ２  ２  １５ 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

母
子 

保
健
学 

地域母子保健学特論 １  １  １５ 

実
践
助
産
学 

助産学基礎実習 ３  ３  ４５ 

助産実践力開発実習 ５  ５  ４５ 

助産実践力発展実習 ３   ３ ４５ 

ＥＢＰＭ探究論 
（エビデンスに基づいた助産実践） 

１  １  １５ 

ＥＢＰＭ展開論 ３   ３ ４５ 

地域助産学実習 ６  ６ ４５ 
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科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

課題研究 ２  ２ ３０ 

計 ５２ １２ ４４ ２０  
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［別表２-１０］授業科目（看護学研究科修士課程看護学専攻高度実践助産コース

のうち助産師国家試験受験資格取得を目指す者） 

（平成２８年度入学生から適用） 

 

科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

基
礎
助
産
学 

助産学概論 １  １  １５ 

生殖機能学（正常・異常） ２  ２  １５ 

助産薬理学特論 １  １  １５ 

助産栄養学特論  １  １  １５ 

家族社会学特論   １ １  １５ 

乳幼児の成長発達論   １ １  １５ 

助産フィジカルアセスメント学演習 １  １  ３０ 

助
産
診
断
技
術
学 

助産臨床推論 １  １  １５ 

妊娠期診断・技術学 ２  ２  １５/３０ 

分娩期診断・技術学 ２  ２  １５/３０ 

産褥期診断・技術学 ２  ２  １５/３０ 

新生児期診断・技術学 ２  ２  １５ 

助産診断・技術学特論 ３  ３  １５/３０ 

生
殖
健
康
学 

ウイメンズヘルス特論 １  １  １５ 

ウイメンズヘルス演習 ２  ２  ３０ 

不妊症・遺伝看護学特論  １ １  １５ 

国際助産学特論  １ １  １５ 

助
産 

管
理
学 

助産管理学特論 ２  ２  １５ 

地域助産活動論 ２  ２  １５ 

母
子 

保
健
学 

地域母子保健学特論 １  １  １５ 

実
践
助
産
学 

助産学基礎実習 ４  ４  ４５ 

助産実践力開発実習 ４  ４  ４５ 

助産実践力発展実習 ３   ３ ４５ 

ＥＢＰＭ探究論 
（エビデンスに基づいた助産実践） 

１  １  １５ 

地域助産学実習 ６  ６ ４５ 
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科 目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

共
通
科
目 

医療倫理特論 １  １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２ １５ 

看護教育学特論  ２ ２ １５ 

看護管理学特論  ２ ２ １５ 

研
究 

研究特論 ２  ２  １５ 

課題研究 ５  ５ ３０ 

計 ５２ １２ ４４ ２０  

 



 

 27 

［別表２-１１］授業科目（看護学研究科修士課程看護科学コース） 

      （平成２６年度入学生限り適用） 

 

科 目 授業科目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

共
通
科
目 

研究特論 ２  ２  １５ 

看護理論  ２ ２  １５ 

医療倫理特論  １ １  １５ 

看護政策特論  １ １  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２  １５ 

専
門
科
目 

看
護
基
盤
科
学
領
域 

健康生命科学特論Ⅰ 

健康生命科学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

精神保健学特論Ⅰ 

精神保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

看護教育学特論Ⅰ 

看護教育学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

看護基盤科学演習Ⅰ 

看護基盤科学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

臨
床
看
護
学
領
域 

小児看護学特論Ⅰ 

小児看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

母性看護学特論Ⅰ 

母性看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

成人・老年看護学特論Ⅰ 

成人・老年看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

臨床看護学演習Ⅰ 

臨床看護学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

応
用
看
護
学
領
域 

看護管理学特論Ⅰ 

看護管理学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

地域保健学特論Ⅰ 

地域保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

放射線保健学特論Ⅰ 

放射線保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

応用看護学演習Ⅰ 

応用看護学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

特別研究 
保健統計学 ２  ２  １５ 

特別研究 １０  １０ ３０ 
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［別表２-１２］授業科目（看護学研究科修士課程看護科学コース） 

       （平成２７年度入学生から適用） 

 

科 目 授業科目 

配当年次及び単位数 
１単位 

当たりの 

時間数 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

共
通
科
目 

研究特論 ２  ２  １５ 

看護理論  ２ ２  １５ 

医療倫理特論  １ １  １５ 

看護政策特論  １ １  １５ 

ラボラトリー・メソッド特論  ２ ２  １５ 

保健医療福祉システム特論  ２ ２  １５ 

専
門
科
目 

看
護
基
盤
科
学
領
域 

健康生命科学特論Ⅰ 

健康生命科学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

精神保健学特論Ⅰ 

精神保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

看護教育学特論Ⅰ 

看護教育学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

看護基盤科学演習Ⅰ 

看護基盤科学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

臨
床
看
護
学
領
域 

小児看護学特論Ⅰ 

小児看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

母性看護学特論Ⅰ 

母性看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

成人・老年看護学特論Ⅰ 

成人・老年看護学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

臨床看護学演習Ⅰ 

臨床看護学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

応
用
看
護
学
領
域 

看護管理学特論Ⅰ 

看護管理学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

地域保健学特論Ⅰ 

地域保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

放射線保健学特論Ⅰ 

放射線保健学特論Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

２ 
 

１５ 

１５ 

応用看護学演習Ⅰ 

応用看護学演習Ⅱ 
 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

３０ 

３０ 

特別研究 
保健統計学 ２  ２  １５ 

特別研究 １０  １０ ３０ 
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［別表３］授業科目（医療保健学研究科博士課程） 

 

授業科目名 単位数 

必修科目 特別講義 ２ 

 

研究演習 

 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

特別研究Ⅲ 

２ 

４ 

２ 

 

［別表４］授業科目（看護学研究科博士課程） 

 

科目 授業科目 単位数 配当年次 

専
門
科
目 

成
育
看
護
学 

生活支援看護学 ２ １ 

発達看護学 ２ １ 

生殖看護学 ２ １ 

地
域
環
境
保
健
学 

災害保健学 ２ １ 

環境保健学 ２ １ 

精神保健学 ２ １ 

放射線保健学 ２ １ 

特別研究 特別研究 ８ １～３ 
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東京医療保健大学 第 2期中期目標・計画 

（平成 29 年度～平成 33 年度） 

 

中期目標 計  画 

東京医療保健大学の基本的な目標 

 

東京医療保健大学は、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・

研究及び臨床活動」、「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念

を尊重する精神」を建学の精神及び教育理念とし、医療分野において特色

ある教育研究を実践することで時代の求める高い専門性及び豊かな人間

性と幅広い教養並びに高い倫理性を備え、これからの社会が抱える様々な

課題に対して新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材

の育成を目的としている。 

本学は、この建学の精神及び教育理念に基づき、学生中心の教育を実現す

るため、次の 3つの基本的目標を定める。 

1. ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバルな視点で活動

できる高度な知識・技術を持った専門職の育成を図る。 

2. 医療保健活動のチーム化を踏まえ、他の専門職と協調して医療保健活

動を遂行できる優れたチーム医療人の育成を図る。 

3. 医療保健活動の原点とも言うべき「現場」に根付き、「現場」に興味

を持ち、「現場」を愛し優れた実践力を持った医療人の育成を図る。 

これらの基本的目標を達成するために、東京医療保健大学は、不断に 

点検・評価を行い、その結果を大学の充実・発展につなげるとともに、 

社会的責任を果たすこととする。 

 

中期目標の期間は、平成 29 年度(平成 29年 4 月 1日)～平成 34年度(平成

34 年 3 月 31日)(5 年間)とする。 

 

 

【資料 1-9】 
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中期目標 計  画 

1. 理念・目的 

(1)大学・学部・研究科等の理念・目的について、大学構成員及び社会への

周知を図る。 

 

 

 

 

 

 

(2)大学・学部・研究科等の理念・目的に基づき適切な教育研究等を行い、

有為な人材の育成を図る。 

 

 

 

(3)建学の精神及び教育理念に基づき、急速な高齢社会や地域包括医療等 

医療が複雑化・高度化していく中、高度な医療人材養成のニーズに対応 

し、積極的に教育研究活動を展開していく上で必要な「ビジョン」を 

策定し取組を推進する。 

 

 

2. 内部質保証 

自己点検・評価、情報公開及び法令遵守に関する実施体制等内部質保証に

関する全学的なシステムの下に適切な実施を図るとともに、教育研究活動

に関する社会的責任を積極的に果たす。 

 

1. 理念・目的 

【1】大学・学部・研究科等の理念・目的の周知を図る。 

・大学・学部・研究科等の理念・目的については、学則、履修案内等に 

明記するとともに、学生に対し新入生及び各学年のガイダンスにおける 

履修説明等において周知を図る。また教職員は学内LAN、デスクネッツ 

等で周知徹底を図る。 

・社会への周知は、大学案内・学生募集要項等に理念・目的等を明記する 

とともに、本学のウェブサイト等において公表する。 

 

【2】大学・学部・研究科等の理念・目的に基づき適切な教育研究等を行い、 

有為な人材の育成が図られているか、定期的に点検・評価及び検証を行 

いその結果について外部評価を実施し公表する。また、より適切なもの 

となるよう外部評価結果を踏まえ教育研究等の改善・充実を図る。 

 

【3】本学は開学10年を経過し新たな10年に向けてスタートしたが、昨今に 

おける大学を取り巻く状況、特に医療系大学における人材養成に対する 

社会の期待に応えた教育研究を展開していくため、本学の建学の精神・ 

教育理念に基づき明るく夢と活力に満ちた「ビジョン」を策定し、その 

具体化を踏まえて中期目標・計画の再検討を行う。 

 

2. 内部質保証 

【4】本学の建学の精神、理念・目的を踏まえて教育研究活動状況に関する 

全学的な内部質保証の責任ある推進体制として、学長、副学長・学科長、 

有識者で構成する「内部質保証推進会議（仮称）」を設置し内部質保証 

のための全学的な方針、手続等について定め推進していく。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 教育研究組織 

本学の建学の精神及び理念・目的を実現するために適切な教育研究組織を

設置するとともに、社会の要請に応え教育研究組織の一層の充実・発展を

図る。 

また本学は、平成 30 年度に初めて東京地域以外に、地域に根ざした医療

専門職を育成するため和歌山看護学部及び千葉看護学部を新設する。 

これに伴い、大学における看護師養成数について全国的に大規模校となる

が、それぞれの学部の教育目的・教育目標における独自性を発揮し先進的

な取組を積極的に推進していく。この取組において、我が国の大学におけ

 ・内部質保証の目的、内部質保証推進のための役割分担（各学部・ 

学科・研究科等の役割等）、教育の企画・設計、運用、検証及び改善の 

行動指針（PDCA サイクルの運用プロセス等）について策定し推進する。 

・3 つの方針（学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者 

受け入れの方針）に基づく教育研究活動の状況について、定期的な自己 

点検・評価及び外部有識者による評価を行い、その結果を改善・充実に 

反映させるとともに状況について公表する。また、毎年度の決算状況・ 

監査報告内容等の財務状況を公表するとともに教育研究活動のデータ 

ベース化を推進し東京医療保健大学紀要等に掲載し公表する。 

・内部質保証システムの推進について、定期的に理事会・評議員会及 

び大学経営会議に報告し会議での意見・提言等を踏まえて、本学の管理 

運営及び教育研究活動等の適切な実施を図る。 

・本学の建学の精神及び理念・目的を実現するために実施する平成 29 年

度から平成 33 年度までの 5 年間の中期目標・計画について、毎年度の

取組を着実に実施しその状況を公表するとともに、最終年度終了後には

5年間の達成状況をウェブサイトに公表する。 

 

3. 教育研究組織 

【5】本学の建学の精神、理念・目的の実現、社会の要請に対応するために 

適切な教育研究組織等を整備していく。また教育研究組織の適切性及び 

整備状況について、定期的に自己点検・評価による検証及び外部有識者 

による評価を実施するとともにその結果を踏まえ教育研究組織の整備・ 

充実を図る。 

①医療保健学部、大学院医療保健学研究科 

NTT 東日本関東病院との連携協力により、医療保健学部（看護学科、 

医療栄養学科、医療情報学科）及び大学院医療保健学研究科修士課程・
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中期目標 計  画 

る看護師養成教育の充実・発展に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博士課程において設置の趣旨を十分活かし実践的な教育研究を着実に

行うとともに、教育研究体制の整備・充実を図る。 

②東が丘・立川看護学部、大学院看護学研究科 

独立行政法人国立病院機構との連携協力により、東が丘・立川看護学部

及び大学院看護学研究科修士課程・博士課程において設置の趣旨を十分

活かし教育研究を着実に履行するとともに、国立病院機構との連携協力

を一層強化し教育研究体制の整備・充実を図る。 

③和歌山看護学部（平成30年度開設） 

和歌山県、和歌山市及び日本赤十字社和歌山医療センターとの連携 

協力により、和歌山看護学部において設置の趣旨を十分活かし教育研究 

を着実に履行するとともに、和歌山県、和歌山市及び日本赤十字社和歌 

山医療センターとの連携協力を一層強化し教育研究体制の整備・充実を 

図る。 

④千葉看護学部（平成30年度開設） 

独立行政法人地域医療機能推進機構(JCHO)との連携協力により、 

千葉看護学部において設置の趣旨を十分活かし教育研究を着実に 

履行するとともに、JCHOとの連携協力を一層強化し教育研究体制の 

整備・充実を図る。 

⑤各看護学科の独自性を踏まえた教育研究の先進的な取組 

平成30年度に看護師養成教育を4学部（医療保健学部、東が丘・立川 

看護学部、和歌山看護学部、千葉看護学部）で実施する体制となるが、

それぞれ教育目的・教育目標に基づく独自性を活かしつつ、対話と連携

を図り、相互に刺激し合い切磋琢磨して行く中で、多様性を尊重し本学

の強み・特色を発揮しつつ教育研究を高度化し先進的な取組を推進して 

いく。この取組において、我が国の大学における看護師養成教育の 

充実・発展に寄与していく。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 教育課程・学習成果 

(1)本学の理念・目的に基づき、医療分野において特色ある教育研究を実践

することで時代の求める高い専門性及び豊かな人間性と幅広い教養を備

え、これからの社会が抱える様々な課題に対して、新しい視点から総合

的に対応し解決できる人材を育成するため「教育課程編成・実施の方針」

に基づき、授業科目を適切に開設し教育課程を体系的に編成するととも

に、知識の展開力を重視した教育、学生の主体性を尊重する教育を実施

する。また学習意欲を高めるために適切な履修指導を行う。 

 

 ⑥国際的通用性の高い教育研究の組織的な推進 

 本学の建学の精神及び教育理念に基づき、実践を重視した教育研究の 

充実・発展を図るため「国際交流に関する基本方針」により国際的通用

性の高い教育研究を組織的に推進する。 

具体的には、国内外において医療の国際化や多様性が進む中、海外先進

国のチーム医療や地域医療における実践的な学びを通して、高度な専門

性等を養う教育研究を推進する。 

・国際交流センターにおいて、以下の取組を推進する。 

・学生及び教職員を海外実習や海外研修・学会等に派遣 

・国際交流協定を締結し海外大学等から留学生・教職員を受入 

・国際共同研究プロジェクトへの参画 

・感染制御学研究センターにおいて、医療現場の地球規模で関心となって

いる感染の制御に関わる教育研究の充実・発展を図るため、基礎・応用

研究を行い国内外の感染制御に貢献するとともに、感染制御を目指した

新たな学問拠点の形成を図る。さらに大学院の教育研究において医療 

現場等の感染制御関連分野で活躍する人材の育成を図る。 

 

4. 教育課程・学習成果 

【6】(1)学士課程における取組 

本学の理念・目的に基づき、質の高い医療人に必要とされる豊かな人間

性を育み、様々な角度から物事を見て、多様な現場で実践的な力を培う

「教養の力」を身に付け、健全な倫理観を持ち「知識・技術・心」を 

兼ね備えた医療専門職を育成する教育を推進する。具体的には、 

・臨床現場で、相手の気持ちを理解し思いやりと誠意を持って接する 

ことができる、寛容で温かみのある人間性、生命を尊重する心を養う 

ため、科目区分を「いのち・人間（心理学、哲学、文学、生命倫理学 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等を含む）」「社会科学（経済学、社会学、法学、国際関係論等を 

含む）」等の教養を重視した区分とするとともに、各種外国語教育 

や海外研修等国際感覚を養うプログラムを編成し、グローバル化が 

進む医療現場で必要とされる異文化理解や語学力、コミュニケー 

ション能力を修得させる。 

・上記の教養の力を身に付け「チーム医療」の充実という時代の要請に 

応えるため「医療のコラボレーション教育」を導入し、医療現場で 

チームケアを実践し、他の専門職と協調して優れたチーム医療を実践 

できる力を身に付けさせる。 

・また課題解決型教育を積極的に推進し、社会が抱える多様な課題に主体 

的に対処できる力を身に付けさせる。 

・このため、授業においては学生が主体的に学習するアクティブ・ 

ラーニングを積極的に行うとともに、ICT の利活用を積極的に推進し 

学生の能動的な学習を促すため教育内容・方法の充実を図る。また、 

取組状況についてはアクティブ・ラーニング実施委員会、内部質保証 

推進会議において検証し不断に見直し・改善を図る。 

・学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るため

医療・福祉・健康分野への興味・関心を持たせることを主眼に、産業界

との連携により企業活動の現場を知り知識・技能・態度を育めるよう、

ポートフォリオを活用する等豊かな人生設計に資する観点から、キャリ

ア教育に関する課程及び教育内容の充実・強化を図る。 

また、インターンシップの推進を通じて職業的自立に寄与していく。 

・本学の学生は、医療専門職として自立するため各種国家試験等に合格 

することが求められることから適切な学習支援対策を講ずる。 

・学士課程教育における教養教育、専門教育及びその学習成果について、

学長のリーダーシップの下、全学教学マネジメント体制において不断に
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価、検証を行いその結果を踏まえ見直し・改善を図る。 

特に看護教育においては、今後の医療分野において地域包括医療が重要

となっており、このため、一つの学問分野だけでなく複数の学問分野を

学修することが求められ、知の基盤形成に資する教養教育の在り方に 

ついて適切に対応する。 

①医療保健学部看護学科における取組 

・保健・医療・福祉の現場で協働できる人材、医療の高度化や社会・環境

の変化に柔軟に対応し新しい価値を創造できる人材、人と生活を大切に

その人らしさを尊重した看護を実践できる人材の育成を目指して教育

内容等の充実を図る。 

②医療保健学部医療栄養学科における取組 

・在宅医療や生活習慣病等新しい時代のニーズに合った医療を意識した 

管理栄養士、チーム医療において栄養学分野の高度専門職として他の 

関連専門職とともに的確に責務を果たせる栄養サポートチームの中核 

として活躍できる人材、「食と健康」に関する知識をより深く追求する 

意欲を持つ専門職、の育成を目指し教育内容の充実を図る。 

③医療保健学部医療情報学科における取組 

 ・急速に情報化が推進している医療・ヘルスケア分野において、情報処理

技術に精通し、医療・健康に関わるデータを収集・分析し、医療安全の

向上や医療・健康の質向上に活用するだけでなくこれらの知識と技術を

用いて医療・ヘルスケア分野のシステム構築ができる専門職の育成を 

目指し教育内容の充実を図る。 

④東が丘・立川看護学部看護学科における取組 

・看護実践能力、自己啓発能力及びキャリア開発能力を備え、高度な判断

と実践ができる国際的視野を持った tomorrow's Nurse の育成を目指し

教育内容の充実を図るとともに、臨地現場での実践力を発揮できるよう
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)社会からの信頼に応え、求められる学習成果を確実に達成する学士課程

教育の質の向上を図る。 

 

 

 

 

実習及び学内演習の充実を図る。 

⑤和歌山看護学部看護学科における取組（平成 30年度開設） 

・「看護実践能力」、「課題対応力」及び「自己教育力」の３つの能力を 

備え、変化する時代・社会を幅広く見据えながら、自律した専門職と 

して豊かな人間性と倫理観、高い看護実践能力をもち、発展的に地域 

社会の看護を創造しうる看護職の育成を目指し教育内容の充実を図る。 

⑥千葉看護学部看護学科における取組（平成 30 年度開設） 

・確かな情報収集力と倫理観をもとに創造力を伸張し、高度な看護アセス

メント能力と看護技術を持ちながら自己研鑽し続けることができ、地域

で暮らす人々の生活を見据えた看護ケアを提供しうる看護職の育成を

目指し教育内容の充実を図る。 

(2)助産学専攻科における取組 

・周産期医療に対する高度な専門知識を持ち、問題解決能力・判断力は 

もとより、実践力を基礎にし、そのスキルを持って母子健康の向上に 

貢献できる助産師の育成を図るため、助産診断技術学・助産学実習等の 

充実を図る。 

・適切な学習支援により助産師国家試験受験資格及び受胎調節実地指導員

受験資格を取得するとともに、新生児蘇生法一次コース修了認定証等の

取得を目指す。 

 

【7】PDCA(Plan(計画)、Do(実施・実行)、Check(点検・評価)、Act(改善) 

サイクルに基づく全学的な教学マネジメント体制（内部質保証、IR 機 

能等）により、学士課程教育の改善・充実を図るとともに、教育の質の 

向上に取り組む。 

・社会の変化に応じ実効性をもって教育を質的に転換していくためには、

入学から卒業までを一貫した教育活動と捉え、３つの方針を有機的連携
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)研究科修士課程及び博士課程においては、各指導教員の役割分担と連携

体制を明確にして指導教員間の綿密な協議に基づき体系的な大学院教育

を行うこととし、院生の質を保証する組織的な教育・研究指導体制の充

実を図る。また、博士課程においては、高い研究能力を持ってグローバ

ルに活躍する質の高い人材を育成するため、院生の質を保証する博士課

程教育の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

の下に運営し、多様な入学者の力を更に向上させるため、カリキュラム

構成の見直し、学生の能動的な学修を重視した指導方法の導入、学生の

学修時間増加に向けた指導、学修成果に係る評価の充実等に取り組む。 

・学習成果については、客観的に検証し明らかになった課題等をフィード

バックし新たな取組に反映させる。 

・初年次教育について、新入生に対し高校から大学に円滑に移行でき、 

在学中の学習及び人格的な成長の実現が可能となるよう総合的な教育 

プログラムに取り組む。 

・学生の課外活動の教育的意義を学則に明記するとともに、正課の授業の

他、学友会の活動、クラブ活動、地域等へのボランティア活動等課外 

活動への学生の積極的な参加を推進する。 

 

【8】研究科修士課程及び博士課程において、科学技術に基づく正確な医療 

保健の学問的教育・研究及び臨床活動を通じて、学際的・国際的視点 

から医療保健学を教授し、臨床現場における卓越した実践能力及び 

研究・教育・管理能力を有する高度専門職業人を育成するため、 

「教育課程編成・実施の方針」に基づいて、授業科目を適切に開設 

し教育課程を体系的に編成するとともに、院生の学習意欲を高める 

ため適切な教育方法・履修指導を実施する。 

①医療保健学研究科修士課程における取組 

・看護マネジメント学、助産学、看護実践開発学、感染制御学、周手術 

医療安全学、滅菌供給管理学、医療栄養学、医療保健情報学の各領域に

おいて、実践現場で役立つ研究課題を追求するとともに、現場の抱える

関連諸問題の解決に寄与する人材を育成するため、共通科目・各専門 

分野に応じた選択科目及び研究演習の充実を図る。 

また、修士課程の開設から10年が経過したことを契機に、学術の進展等 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対応しカリキュラムの見直しを行い修士課程の充実を図る。 

②医療保健学研究科博士課程における取組 

・教育研究実践の高度化・専門化に対応し、我が国の医療現場において 

感染制御学、周手術医療安全学又は看護学の専門知識をもって中心的 

指導者として活躍できる人材の育成を図るため、感染制御学、周手術 

医療安全学又は看護学に関する特別講義及び特別研究・研究演習の充実 

を図る。 

③看護学研究科修士課程における取組 

・医療における高度な看護実践を担い救急医療等の迅速な医療を提供する 

 必要性に対応し医師や他の医療従事者とのスキルミックスにより権限の 

 委譲・代替を創出的に実践する能力を備えた人材の育成を図るため、 

 診察・診断学特論、医療安全特論、臨床薬理学特論、実践演習・統合 

実習等の充実を図る。 

・少子化が大きな課題になっている中で、性と生殖のキーパーソンとして 

活躍できる専門性の高い判断力と実践力を備えた助産師を養成するため 

に、課題解決型の教育内容の充実を図る。 

・看護教育・研究の担い手として、自然科学の研究の原理を理解し自らの 

看護学研究にその概念・手法を自在に活かせる能力を養うことを目指し、 

看護科学コースにおいては、特論、演習科目を充実させ、教育研究スキ 

ルを獲得させるための教育内容の充実を図る。 

④看護学研究科博士課程における取組 

看護学の発展・進化及び看護の更なる質向上を目指し、研究マインドを 

持って看護学の基礎教育に関わることができる研究・教育者を育成する 

ため、博士論文に相応しい研究を進めるための個別指導を通して研究・ 

開発能力の育成を図るとともに、幅広い視野をもった学生を育てるため 

領域を超えて全学生によるゼミナールを月 2 回の頻度で開催し情報の 
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中期目標 計  画 

 

 

 

(4)学習成果について、自己点検・評価、検証を行いその結果を踏まえて、

不断の教育課程及び教育方法等の改善・充実を図るとともに「学位授与

の方針」に基づき学位の授与（卒業・修了認定）を適切に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発信・伝達能力、ディベート能力の強化を図るなど教育内容の充実に 

取り組む。 

 

【9】毎年度、学生による授業評価や学生の学修及び生活に関する実態調査、 

卒業生へのアンケート調査を実施するとともに、教員によるFD活動を 

積極的に推進し「東京医療保健大学を語る会」における各教員からの 

教育方法等の工夫・改善等について意見交換を行う。また、各学科等 

のFD活動報告会等を実施するなど教育力の向上及び授業内容・方法の 

改善・充実を図る。 

・教育目標、「教育課程編成・実施の方針」及び「学位授与の方針」 

 の適切性、学習成果について自己点検・評価及び外部有識者による評価 

を実施し検証を行い、その結果等を踏まえて教育内容等の改善・充実を 

図る。また「学位授与の方針」に基づき、学位の授与（卒業・修了認定） 

を適切に行う。さらに科学と技術の進歩に合わせ、卒業生、修了生の 

再教育に努める。 

 ・GPA（Grade Point Average）制度を活用して、学部学生に対する厳格な

成績評価の実施を図る。 

 注）GPA 制度：米国において一般に行われている成績評価方法。 

    授業科目ごとの成績評価を 5段階で評価し、それぞれに対して 

4・3・2・1・0 のグレード・ポイントを付与し、この単位当たり 

の平均を出す。卒業のためには通算の GPAが 2.0 以上であること 

が必要とされ、3 セメスター連続して GPA が 2.0 未満の学生に 

対しては退学勧告がなされる。 

・各学部・各学科・各研究科の取組状況及び課題等について、以下の観点

から検証を行う。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

5. 学生の受け入れ 

(1)本学の理念・目的及びそれに基づく「入学者受け入れの方針」について、

社会への周知に努めるとともに、時代の要請を把握しそれを踏まえて、

同方針について不断の見直し・改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)入学者選抜試験は公正かつ適切に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

・学科（研究科）の教育理念・目的に基づき、どのように教育に 

取り組んでいるか 

・授業において工夫・改善を図ったことについて 

・教育効果及び教育成果についてどのように検証を行っているか 

・教育上の課題及び今後の改善方策等について 

 

5. 学生の受け入れ 

【10】本学の理念・目的及びそれに基づく「入学者受け入れの方針」につい 

て学生募集要項等に明示し本学ウェブサイトに公表するとともに、 

進学ガイダンス及びオープンキャンパス等において説明するなど 

社会への周知を図る。 

  また、高大接続システム改革が要請されており、これに伴い学位授与 

  の方針、教育課程編成・実施の方針を踏まえた入学者受け入れの方針 

において、学力の3要素（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力 

等の能力、③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）に関し、 

入学希望者に求める能力の適切な判定ができる入学者選抜の改善を 

図る。 

 

【11】入学者選抜試験の実施内容について、学部・研究科等の特色・特徴等 

を踏まえた改善・充実を図る。 

・入学者選抜試験問題について、「入学者受け入れの方針」に基づき適切

に作成することとし、試験問題にミス等が生じないようチェック体制を

徹底する。 

・入学者選抜試験会場において、入試実施上の注意事項の徹底を図るとと

もに、試験監督を厳正に行うなど入学者選抜試験を公正かつ適切に実施

する。 
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中期目標 計  画 

 

 

(3)入学定員及び収容定員の適正な管理に努める。 

 

 

(4)学生募集に係る広報活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

(5)本学の国際化を図り国際的通用性の高い教育研究を推進するため、留学

生・研究生の受け入れを積極的に行う。 

 

 

6. 教員・教員組織 

(1)本学の理念・目的を実現し、教育研究を円滑に実施するため、教育研究

を担当するに相応しい能力を有するとともに、熱意をもって、かつ真摯

に教育研究に取り組む教員の配置を図る。 

 

 

(2)教員の資質及び教育力の向上を図るため、教員の FD 活動を積極的に推進

し教員の資質向上のための取組方法や教員組織の改善を図る。 

 

 

・入学者選抜試験関係業務を適切に実施する。 

 

【12】学部・研究科等の入学定員に基づき、適切な入学者数を受け入れる 

とともに収容定員の適正な管理に努める。 

 

【13】進学ガイダンス・オープンキャンパス・入試説明会等の内容の充実を 

図るとともに、その実施概要については本学ウェブサイトに公表する 

等広報の充実を図る。 

また、本学の認知度向上を図るため高等学校・塾等への広報活動を 

積極的に行うとともに大学案内及び大学紹介パンフレット等の記載 

内容の充実を図る。 

 

【14】海外からの留学生・研究生の受け入れを積極的に行うため、海外大学 

との交流協定の締結に取り組むとともに受け入れ環境（授業料等の 

経費について配慮を行う等）を整備し交流を推進する。 

 

6. 教員・教員組織 

【15】「教員組織の編成方針」に基づき、教育研究を円滑に実施するため、 

有効かつ適切な教員配置を図るとともに、教員に欠員等が生じた場合 

には、原則公募により募集を行うこととし採用・昇任等に当たっては 

教員選考規程及び教員選考基準に基づき公正かつ適切に行う。 

 

【16】教員の FD 活動を積極的に推進する。 

・FD 活動の一環として、毎年度学生による授業評価、学修及び生活に 

関する実態調査を実施し、授業内容・方法の改善・充実及び教員の教育 

力の向上を図る。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)教員の研究活動の振興と円滑化を促し、その研究成果の発表を行うため

「東京医療保健大学紀要」を毎年度発刊する。 

 

 

 

 

(4)教員の資質向上及び教育研究の活性化を図るため、教員の教育研究活動

等の評価を実施し処遇等に反映させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・全教職員が一堂に会して、教員の事例発表及び意見交換を行う「東京 

医療保健大学を語る会」を毎年度開催し、学部・研究科におけるFD活動 

の推進を図る。 

・全学的な実施体制の下に、外部有識者の協力を得て、FD 活動の取組 

及び教員組織の適切性について自己点検・評価を行い、その結果を踏ま 

えて FD 活動の取組方法や教員組織の改善・充実を図る。またその状況 

について公表する。 

・FD 活動を通じ、教育の基本である 3 つの方針を対象としてその在り方 

及び内容を検討し教育研究活動の改善・充実を図っていく。 

 

【17】毎年度発刊する「東京医療保健大学紀要」への論文の投稿を積極的に

行うよう奨励する。また研究活動の質の向上を図るとともに紀要に対す

る社会からの信頼に応えるため、紀要の投稿論文について学内の教員に

よる査読に加え、学外の有識者に査読を依頼し、その評価等を踏まえて

投稿原稿の採否・修正の指示決定を行う。 

 

【18】教員の教育研究活動等の実績・成果について、教員個々の「教育活動」

「研究活動」「学内外活動」の各項目について、学長及び各学科長等に

よる全学的な評価システムにおいて評価を実施し処遇等に反映させる。 

・教員の授業参観を行って評価を行う等ピアレビュー（同僚評価）の取組

を推進する。また、最先端の医療技術に関する講習会、他の機関・団体

等が開催する FD 関係の研修会・セミナー及び学会等への積極的な参加

（研究発表等を含む）を奨励するとともに、学内運営の各種委員会委員、

本学主催の公開講座等の講師の委嘱等の活動について評価を実施する。 

・評価結果の処遇等への反映方策として「教育活動」「研究活動」「学内 

外活動」の各項目の業績が特に顕著であると認められる教員に対し教員 
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中期目標 計  画 

 

 

 

7. 学生支援 

 本学の建学の精神・教育目標に基づき、学生が卒業後自らの資質を向上 

させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を培うことができる 

よう、全学が連携して学生に対する修学、生活、進路（就職活動等）を 

総合的に支援する環境を整備し、適切に学生支援を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰を行うとともに、表彰を受賞した教員のうち業績が特に顕著な教員 

に対してインセンティブを付与するため特別教育研究経費を配分する。 

 

7. 学生支援 

【19】学生支援の実施においては、「学生支援に関する基本方針」に基づき

全学が連携し総合的に実施するとともに、その適切性について定期的に

点検・評価及び検証を行いその結果を踏まえて学生支援センターの機能

の充実を図る。 

①修学支援 

・修学支援に当たっては、学生に対するガイダンス機能の更なる充実を 

図るとともに、初年次教育をより一層充実する観点から、学生が修学 

する上で必要な情報を提供し支援を行うなど各学科教員、事務局が緊密 

に連携を図って適切に対応する。 

  ・学部学生に対し、入学前教育の実施を推進するとともに、入学時に英語・ 

数学・生物に係るプレースメントテストを実施し、その結果に基づき、 

補習・補充教育を行う等適切な修学支援を行う。 

 ・学生の社会貢献・社会活動に関する意識の涵養や人間性を養い健全な 

心身の発達を図るための学友会活動、クラブ活動、地域等へのボラン 

ティア活動等の課外活動を推奨し、学生の主体的で積極的な課外活動へ 

の参加推進を適切に支援する。 

・障がいのある学生の就学等の支援は「障がい学生修学支援規程に基づき、 

関係部署教職員が連携し適切に支援する。 

・学部及び研究科学生のうち成績優秀な者については、本学独自のスカラ 

シップ制度に基づき、授業料の減免措置による経済支援を行う。 

・日本学生支援機構の奨学金をはじめとした修学に係る各種奨学金貸与等 

手続きの適切な支援を行う。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経済的理由により学費の納入が困難な学生については、個別の事情に 

より相談に応じ、適切な配慮を行う。 

 

②生活支援 

・心身の健康保持・増進及び安全・衛生に関する最新情報の時期適切な 

周知徹底を図るとともに、保健室においては日常的な病気・ケガの応急

措置・健康相談等に適切に対応する。 

・精神的問題を抱えた学生のための「学生相談室」の充実を図るとともに

相談等が必要な学生が気軽に相談できる体制の周知を図る。 

・「ハラスメントに関する取扱細則」に基づきハラスメントに関する苦情

の申し出及び相談に対し人権倫理委員会及び相談窓口、相談員を設置し

適切に対処する。合わせて「ハラスメント防止のためのガイドブック」

を作成し、全教職員・学生に配布する。 

・本学が設置している女子学生寮（2 寮：定員 58 名）において、学生が

社会性や協調性を身に付け健康で自立した学生生活を送ることができ

る安全、安心な環境を維持し寮生の生活支援を適切に行う。 

③進路支援（就職活動等支援） 

学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図り、幅

広い職業意識の形成を図ることを目的として、社会の第一線で活躍する

企業人を講師に招くなどのキャリア教育の充実と、企業体験などの就職

活動支援との更なる連携を図る。 

・進路、就職活動に関する支援のため、個人面接、進路・就職総合ガイ 

ダンス、各種就職支援講座、先輩との交流（先輩の話を聞く会、卒業生

交流会等）、病院説明会、企業研究キャリア講座、求人をはじめ各種 

就職活動に関する情報提供等を適切に実施し進路・就職支援を推進 

する。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職先が多岐にわたる医療栄養学科及び医療情報学科で履修した学生の 

能力・適性を活かせる就職先採用等情報を継続的に収集、提供する。 

・就職活動に関する情報共有や個別学生の課題対応を目的に各学科特性に 

応じ家族就職説明会を開催し、就職を希望する学生全員が就職できる 

よう全学教職員が適切に支援する(目標：就職率100％)。 

④学部卒業生への支援及び在校生との連携に関する支援等 

・学部卒業生に対し、本学ホームページ「卒業生相談窓口」「住所変更・

改姓届」をはじめとした卒業生サイトの拡充により、卒業生への情報 

発信、支援体制の整備・拡充を図る。卒業生相談窓口では、就職先や 

仕事での悩みを抱えている卒業生からの申し出による相談をメールで 

受け付けて適切に支援する。 

・学部卒業生の卒業後の状況を確認するとともに、本学教育課程の改善を

図るべく卒業生アンケートを実施し、その回答を踏まえて在学生の就職

支援及び授業内容の改善に活用する。 

・先輩の話を聞く会、進路就職総合ガイダンス、企業研究キャリア講座、

病院説明会等に卒業生を招聘し卒業生と在学生の交流の機会を積極的

に設ける。 

・同窓会の組織運営、活動を適切に支援する。 

⑤大学院生の処遇改善 

・大学院生の処遇改善の一環として、研究科における教育研究スタッフの

充実、また若手研究者としての研究能力の育成を図るため、大学院生を

ティーチング・アシスタント(TA)またはリサーチ・アシスタント(RA)

として雇用し活用を図る。 

⑥保護者との教育懇談会の開催 

・学部等における教育研究の状況を保護者に報告するとともに、理事長・

学長等との意見交換を行う機会を設けることにより、本学の教育研究 
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中期目標 計  画 

 

 

 

8. 教育研究等環境 

(1)本学の理念・目的を達成し教育研究等を円滑に遂行するため、必要な施

設・設備の整備を図る。 

 

 

 

 

(2)教育研究等を支援する環境等の整備・充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)教育研究活動に必要な研修機会の確保を図るとともに教育研究費の充実

に努める。 

 

活動等の現状を理解し協力していただくため、本学後援会総会に合わせ

て教育懇談会を開催する。 

 

8. 教育研究等環境 

【20】各学部・研究科等における教育研究組織の整備・充実に配慮した適切 

な施設・設備について、「環境整備に関する実施計画」に基づき計画 

的な整備を図るとともに、教育研究等の環境整備について、学生の 

学修・研究及び生活実態調査結果などを踏まえて、その適切性につい 

て点検・評価、検証を行い、その結果を改善に反映させる。 

 

【21】「環境整備に関する実施計画」に基づき教育研究等を支援する環境等 

の整備・充実を図る。 

・各キャンパスを繋ぐ学内 LAN、デスクネッツの円滑な整備に努める。 

・各キャンパス校舎においてはバリアフリーに配慮した施設・設備の改修 

を推進する。 

・各キャンパスの施設・設備の維持管理は、法令に基づき適切に行うと 

ともに施設・設備の老朽化対策（特に世田谷校舎）に対応した適切な 

整備を図る。 

・各学部・研究科等の実験・実習に当たっては、安全面での注意を徹底 

するとともに、実験・実習室及び設備の管理・責任体制の徹底を図る。 

  ・学生の主体的な学習支援のための体制や開放的な空間（ラーニング・ 

コモンズ）の整備に努める。 

 

【22】教育研究活動に必要な教員の研修の機会を確保するため、学会・研究 

会等に参加する等、就業規則に基づき適切な配慮を行う。また、教育 

研究費の充実を図るため科学研究費補助金・各種団体の研究助成金・ 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

(4)本学の理念・目的を実現するため、図書・学術雑誌・視聴覚資料・電子

媒体等の体系的及び量的整備を図るとともに、図書館利用者のサービス

の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)教員及び研究者における研究倫理の遵守、研究活動の不正防止のための

必要な措置を講じその徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

受託研究費・奨学寄附金等外部資金への積極的な申請を奨励し獲得を 

図る。特に科学研究費補助金については外部講師を招いて定期的に 

説明会を開催し申請・獲得を図る。 

 

【23】図書館機能の整備・充実を図るため、以下の取組を推進する。 

・教育研究遂行上必要な図書・学術雑誌・視聴覚資料・電子媒体等の整備・

充実に努める。 

・図書館管理システムにより、利用サービスの維持・向上を図る。 

・新入生に対する図書館利用に関するオリエンテーションを実施すると 

ともに、利用者のニーズに対応した図書館ガイダンスを実施する。 

・図書館利用に関する学生及び教職員からの相談を適切に行うとともに、

文献複写サービスの提供に努める。また、ラーニング・コモンズの整備

に努める。 

・図書館の書架を体系的・目的別に整備し、書架の案内掲示を見易くする

等利用サービスに努める。  

・地域に開かれた大学として地域開放に努めるとともに、図書館利用の 

拡充に努める。 

 

【24】教員及び研究者における研究倫理の遵守及び研究活動の不正防止の 

ため、以下の措置を講じる。 

・「ヒトを直接の対象とする研究」を実施する場合には「ヒトに関する 

研究倫理基準」に基づき、所要の手続きを経ることとする等研究倫理 

遵守の徹底を図る。また、生命の尊重、個人の尊厳の保護等に関する 

倫理的配慮及び個人情報保護を図る観点から研究倫理委員会において、 

研究の可否についての審査・判定を経た後、実施する。 

・研究活動の不正防止については、防止に関する諸規程を教職員が常時 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

9. 社会連携・社会貢献 

(1)医療系の大学として、医療・健康・保健面における社会連携・社会貢献

を積極的に推進するとともに、地域交流事業及び国際交流事業に参加し

その成果の社会への還元を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照できるようデスクネッツに掲載するとともに周知徹底を図る。 

また、研究者に対し研究倫理教育の徹底を図るため、外部講師を招聘 

し研究倫理教育に関する講習会を実施する。 

 

9. 社会連携・社会貢献 

【25】医療・健康・保健面における社会貢献を積極的に推進するため 

 「社会連携・協力に関する基本方針」に基づき、地域との連携・協力 

を組織的に推進する全学体制（地域連携推進センター（仮称））を 

整備して、医療・健康・保健面において地域を指向して教育研究活動 

を推進するとともに、地域の課題解決に資する様々な人材や情報・ 

技術が集まる地域コミュニティーの中核的存在としての機能強化を 

図る等医療系の大学として地域社会の活性化に貢献していく。 

また、その取組の適切性について点検・評価及び検証を行いその結果 

を踏まえ改善を図る。 

・高齢者等の健康維持等への支援のため大学が所在する品川区、世田谷区、 

 目黒区、立川市、和歌山市、船橋市との共催・後援による「まちの保健 

 室」や公開講座の開催を推進するとともに、自治体との連携により 

「産後ケア事業」を開設し産後不安を抱える母子へのケアに高度な助産 

 実践力をもって貢献していく。また地域貢献の取組の円滑な推進を図る 

ため各地方自治体との連携協力に関する協定書の締結に努める。 

・本学の教育研究活動を理解願うため業務に支障を生じない範囲で、地方

自治体及び医療関係機関等からの要請に応じて、医療保健をテーマと 

する講演会・セミナー等に教員を派遣するとともに地域の医療保健に 

関わる共同研究及び受託研究を推進する。 

・大学院研究科における研究への取組及び最新の研究課題・研究成果等を

紹介するため大学院主催の公開講座等の充実を図る。また保健医療機関
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 大学運営・財務 

「大学運営」 

(1)本学の理念・目的を実現し教育研究等を円滑に遂行するため所要の規程

等を整備し運用するとともに、本学の将来を見据えた計画等を実現する

ため大学運営に関する中・長期のビジョンを策定する。 

 

 

等において、感染管理に従事する看護師の要請に応じて「感染制御実践

看護学講座」（6ヶ月研修：厚生労働省認定）を実施する。 

・社会貢献の一環として一旦臨床現場を離れた看護師等が職場復帰を目的

に、また医療系企業人が最新の専門知識・能力の修得を目的に本学での

再教育を希望する場合その受入方法等を検討し積極的に応じていく。 

・学部及び研究科における研究成果等については本学の紀要及び研究成果

報告書等を定期的に発刊しウェブサイト等に公表する。 

・医療系の大学で学ぶ学生として社会貢献・社会活動に関する意識の涵養

及び学習意欲の向上を図るとともに、地域との交流を深めるため学生の

ボランティア活動への積極的な参加を奨励する。 

・教育・研究の充実・発展を図るため産・学・官等との共同研究及び受託

研究を積極的に推進するとともにその成果を公表する。 

・地域社会に開かれた大学として大学の施設の開放及び図書館利用の拡充

に努める。 

・「国際交流に関する基本方針」に基づき、学生・教員に係る海外派遣・

海外研修等を実施するとともに海外からの留学生・研究生等の受入れを

積極的に推進することにより、大学の国際化を進め地域の国際化に寄与

する。 

 

10. 大学運営・財務 

「大学運営」 

【26】本学の理念・目的を実現するため所要の規程等の見直しを行い 

適切に運用していくとともに、中・長期ビジョンを策定しビジョンの 

下に大学運営について全教職員が意識を共有し推進する。 
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中期目標 計  画 

(2)中・長期のビジョンに基づき、教育研究等の円滑な遂行を図るため大学

運営組織の整備・充実を図るとともに必要な予算の編成・執行について、

適切に行う。 

 

 

 

 

(3)実践的な教育研究活動を支援する事務組織の機能強化を図る。 

 

 

 

 

(4)教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、教員及び事務職員

等の人材育成・資質向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【27】適切な大学運営を遂行して行くため、管理運営体制の整備・充実及び 

予算措置を適切に行う。 

・学長を補佐する体制（副学長、学長補佐等）の充実を図る。 

・医療保健学部、東が丘・立川看護学部、和歌山看護学部及び千葉 

看護学部の 4学部間の情報共有方策を検討し円滑な連携を図る。 

・理念・目的を実現するため予算の編成、執行を適切に行う。 

 

【28】実践的な教育研究活動を支援するため不断の事務組織の見直し・改善 

      により大学教育制度改革に対応しうるよう機能強化を図る。また事務 

      局各部等に係る情報共有及び連携を図るため、大学経営会議室長の下 

に事務局部長会を定期的に開催し大学運営の円滑な実施を図る。 

 

【29】大学の教育研究の高度化・複雑化は現在進行形で進んでおり、本学と 

してこれに十分対応していくためには教員及び事務職員等の資質・ 

能力の向上や意識改革が不可欠であり、教員と事務職員等が協働して 

業務に当たって行けるよう、大学の教育研究活動等の適切かつ効果的 

な運営を図るために必要な知識及び技能を習得させ、並びにその能力 

及び資質を向上させる SD の充実を図る。 

・他機関等が開催する研修会・啓発セミナー等に教員・事務職員を積極的

に参加させる。また、全教職員を対象の「東京医療保健大学を語る会」

の充実・推進を図る。 

・事務職員の職能開発及び自己啓発に資するため事務職員研修会を定期的

に開催するとともに実施内容の充実を図る。 

・FD 及び SD の取組において、大学の教育研究活動等における教職協働の

重要性の観点から一体的な推進方策について検討し取り組む。 
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中期目標 計  画 

(5)適切な大学運営を行うため、IR機能を強化しその推進について定期的に

点検・評価を実施するとともに、その結果を踏まえて教育研究及び管理

運営の改善・充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「財務」 

(1)本学の理念・目的を達成し教育研究等を円滑に遂行するため、中・長期

の財政計画に基づき、安定的な財務基盤の確立を図る。 

 

 

 

 

 

 

【30】内部質保証機能、IR機能を強化し教育研究活動状況（教育、研究、 

財務、施設、人事等の情報）のデータ収集・分析を行い、課題の把握 

に努め、学内意思決定や教育研究活動の改善を図るとともに、全学 

教学マネジメントのPDCAサイクルを確立するなど、エビデンスに基づ 

いた大学運営となるよう、IR機能が反映される全学的取組を推進 

する。 

・健全な運営を図るため、教育研究活動等に伴う関係法令及び本学の服務 

関係規程等に関して、教職員へのコンプライアンス（法令・モラル遵守） 

を徹底するとともに、本学が保有する教育研究活動等の情報の公開請求 

に対し学校法人青葉学園情報公開規程に基づき適切に対応する。 

・本学の強み・特色を明らかにし社会に明確に伝わるようウェブサイトを 

有効に活用し情報発信に取り組む。 

・教育研究活動状況や管理運営の適切性について、定期的に点検・評価を 

実施し、その結果に対する外部有識者で構成するスクリュー委員会に 

おいて検証願い、意見・提言等を踏まえて教育研究及び大学運営の改善・ 

充実を図る。 

 

「財務」 

【31】理念・目的の実現のために策定されたビジョンの具体化を推進する 

ため、中・長期の「東京医療保健大学の財政計画」に基づき、安定的 

な財務基盤の確立を図る。このため、以下の取組を推進する。 

・学部・研究科等入学定員を充足し学納金収入等の安定的な確保を図る。 

・科学研究費補助金・各種団体の研究助成金・受託研究費・奨学寄附金等

外部資金の積極的な確保を図り、財務における学納金依存体質の改善に

努める。 
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中期目標 計  画 

 

 

 

 

 

 

 

(2)学内外への説明責任を果たすため、財務内容の明確化・透明化を図る。 

 

・私立大学等改革総合支援事業補助金等の獲得増に向け、大学の 

シーズを育てる等工夫する。 

・教育研究遂行上必要な経費は適切に措置するとともに、管理経費等に 

ついては絶えず見直しを行って節減に努める。 

・平成30年度開設の和歌山看護学部及び千葉看護学部の学年進行による 

収支状況、教育研究経費、管理経費の支出の適正化に努める。 

 

【32】学内外への説明責任を果たすため、財務内容の明確化・透明化を図る

とともに、財務比率の指標に基づき毎年度検証を行いその結果をウェブ

サイト等に公開する。また財務状況について、監査法人及び監事監査を

定期的に実施し監査報告書を公表する。 

 


